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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　東条さかな
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　六ろく畳じよう一間の僕ぼくのおんぼろアパートに支はせ倉くら志し乃のちゃんがやってきたのは、午後六時ちょっと前のことだった。盗ぬすまれるものなんて何一つ無いから常つねに鍵かぎの掛かかっていない扉とびらをノックもなしに開け、何の断りも無く当たり前のように入ってきた彼女に、僕は「やぁ」と手を上げて挨あい拶さつする。


「……お邪じや魔まします」


　もうとっくにお邪魔しちゃった後にそれを言っても何の意味もないんだけど、しかし志乃ちゃんは常にこういう子なので、もう慣なれてしまった。


　今時珍めずらしい腰こしまである長くて艶つやのある黒髪をサラサラと揺ゆらしながら、彼女は寝ね転ころがっている僕から少し離はなれた壁かべ際ぎわにちょこんと体育座ずわりする。そこは彼女の特等席だった。志乃ちゃんは何な故ぜか部屋の真ん中には座らない。そこには小さいけれどテーブル、というかちゃぶ台もあって専せん用ようの座ざ布ぶ団とん──街で見かけた熊くまのキャラクターがプリントされた可愛かわいらしいやつだ──だって用意してあげているのに、絶ぜつ対たいに座らない。今のところは気温も安定しているから良いけれど、冬場になって炬こ燵たつをつけても入ろうとはしないのだろうか？


　体育座りをしている女の子の前で寝転がっている構こう図ずというのは、何ともばつが悪いので、僕は身体からだを起こした。


「学校終わって、そのまま来たんだ？」


　聞くまでもなく、答えは分かっている。志乃ちゃんは今、お馴な染じみの一いつ般ぱん的なセーラー服を着ているのだから。


　彼女は何も答えなかったが、その代わりにコクンと首を縦たてに振ふった。無む駄だなことは一いつ切さい喋しやべらない、というのが彼女のスタイルなのだろう。あまり誉ほめられたものではないかもしれないけど、悪意をもってやっているわけではないのだし、一いち応おう時と場所と相手をわきまえるだけの分別はついているようなので問題ないだろうと思う。


　それに、志乃ちゃんがこういう『自分のスタイル』をはっきりと見せるのは、どうやら比ひ較かく的近しい人物に対してのみだという事実が、ついこの前判はん明めいして、僕は妙みように嬉うれしくなってしまったのを覚えている。


　ところで、セーラー服という単語にもしかしたら誤ご魔ま化かされている可か能のう性せいもあるので、一応ハッキリと説明しておくと、志乃ちゃんは高校生ではない。では中学生なのかというと、それも違ちがう。もう一つ下、某ぼう超ちよう有名私立大学の付ふ属ぞく小学校に通っている五年生だ。横に放置された真っ赤なランドセルがその証左である。


　セーラー服の袖そでから覗のぞく二の腕うでや襞ひだのついたスカートから飛び出ている足は、大学生になってしまった僕から見ればドキリとしてしまうほど華きや奢しやで、触ふれればそれだけで壊こわれてしまいそうな、そんな危あやうさがある。二次性せい徴ちようの時期であるはずなのに、未いまだ彼女の身体は女性のそれからは程ほど遠とおく、小学生には似につかわしくないお人形さんみたいな白い肌はだや黒目勝ちの瞳ひとみ、現実離れした長い黒髪などの複ふく数すうの要よう素そも相まって、もしかしたら彼女は生身の人間ではないのではないかと錯さつ覚かくしてしまうことがあった。
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　しかし、この状じよう況きよう。貧びん乏ぼう大学生の一人住まいのアパートに小学生の女の子。この設せつ定ていを、周囲は───現代社会はどう評ひよう価かするだろうか？


　時々僕はそれが心配になる。


　登下校中を狙ねらった誘ゆう拐かいや暴ぼう行こうなどの事じ件けんが増ふえ、買春売春の低年齢化が進み、児童性愛嗜し好こうがリアリティをもって危険視され始めている昨今、もしかしたら近所で要らぬ噂がたてられている可能性もある。いや、むしろ噂がたてられないようならなおさら危険なのだが、しかし、この場合は昨今の薄うすい近所付き合い文化に賭かけるしかない。


　もちろん、断っておくが疚やましいことなど一つもない。


　僕はもともとこの街の生まれで、志乃ちゃんとは昔住んでいた家が近所で、彼女が生まれた時からの付き合いだった。歳としが八つも離れていることもあって、共通した遊びというものを全くもっていなかったけれど、両親が共に忙いそがしく家を空けることが多かった彼女を、僕の家でよく面めん倒どうを見ていた。


「さて、それじゃあ、ご飯にしようか」


　言って、勢いきおいをつけて立ち上がる。


「あ、ごめん。志乃ちゃん、テレビつけて」


　一人でも狭せま苦くるしい台所へと向かいながら、僕は後ろに向かって声を掛ける。志乃ちゃんからは何の返答も無かったがしばらく間をおいて──おそらくリモコンを探さがしていたのだろう──安物の十四インチテレビから聞きなれた音楽が流れ始めた。


　午後六時、少し前。僕はいつもこの時間にテレビを見る。バラエティーではなく、ニュースを見るために。


　深夜のバイトをしている僕は、朝のニュースを滅めつ多たに見ることが出来ない。まぁ、別にバイトがなくったって、大学生は朝一のニュースを見れるほど早起きはしないけれど。


　そんなわけなので、必ずこの時間に見るようにしているのだ。


『○○日、大阪市内で起きた通り魔ま事件に、新たな進展が見られました』


　今日のトップニュースとして伝えられたのは、つい一昨日に起きたばかりの、とある通り魔事件の続報だった。


　それを耳にして、一瞬、動きが止まる。


　ふと、不安になって振り返ると、しかし志乃ちゃんはテレビを見てはいなかった。今日は宿題が出なかったのか、それとも帰りのバスの中でとっくに終わらせてしまったのか、ボンヤリと視線を中空に漂ただよわせている。彼女の真っ黒な瞳は、どうにも焦点の位置が分かりづらく、いったい何を観測しているのか判別がつかないことが多々あるのだ。


　彼女と僕は所いわ謂ゆる幼おさな馴な染じみというやつだ。けれど、ずっと一いつ緒しよに居たのかと言われれば、そうではない。


　僕は中学卒業を前にして父親の転てん勤きんで九州に引っ越しをする羽目になり、大学進学を期に単身この大阪の街に舞まい戻もどってきたのだが、その間、大よそ四年間。僕たちはまったく別々の人生を送ってきた。


　昔の彼女はというと、どんな子だったか。記憶が曖あい昧まいになるほどや、容よう姿しが大おお幅はばに変わってしまうほどは長く離はなれていたわけではないはずなのに、しかし僕はかつての『志乃ちゃん像ぞう』を思い出せなくなってしまっている。


　確たしか大人しくて、我わが儘ままを全然言わない手間のかからない子だった。もともと、父ふ性せいなんて言葉の欠片かけらも無かった小中学生時代の僕に、手間のかかる幼よう児じをまともに相手することなんてできるはずがなかったのだ。彼女を家にほったらかして遊びに出て行ったことなんていくらでもある。


　そういう点から見ても、志乃ちゃんは本当によく僕の言うことを聞いてくれる子だった。


　もちろんこれは、別に今の彼女が僕の言うことなんて全く聞いてくれない我儘な子だ、と言っているのではない。今だって十分に大人しくて、むしろ十分すぎて心配なほどだし、我儘だってほとんど言わない。小学五年生とは思えないほど、彼女は落ち着いている。


　だが、なんとなく、違う。


　彼女の変化は、そういった部分とは別のところに顕あらわれている。


　彼女の方向性は、僕らとは全く別の世界に偏かたよっている。


　それとも、再会の仕方がアレだっただけに、もしかしたら僕の方がどこか色いろ眼鏡めがねで彼女を見てしまっているだけなのだろうか。四年ぶりに帰ってきた桜舞い散るこの街で、僕達は最悪で強きよう烈れつな再会を果たすことになったのだった。


　まぁ、これに関してはいずれ機会があれば語ることにするとして。僕はそのとき、彼女の『性質』について、強く強く思い知らされることになる。つまりは、彼女の特殊すぎる志向について。


　とりあえず、志乃ちゃんの意識はテレビに向けられていない様子だけれど、あまり安心は出来ない。彼女が何を考えているのか、それは今の僕にはまだ理解し得ないものなのだから。


　だから、彼女に呼びかける。


　意識して彼女を呼び止める。


「志乃ちゃんは、何が食べたい？」


「グリンピース以外」


「…………」


　しかし。


　返ってきたのは、見事なまでの即そく答とうだった。


　案の定といえば案の定だけれど。


　あんまりにもあんまりで。


　分かり易やすすぎるくらいに分かり易い、その答え。


　それは、何も分からない彼女の、唯一理解できる嗜し好こうだった。


　思わず、苦く笑しようがもれる。


　それに対して、志乃ちゃんは「何？」と何気なく、それでも少し分かる程度に不ふ快かい気げな感情を込めて、僕を睨にらみ付けてきた。真っ黒な瞳の中に、僕が映る。それに僕は、もちろん「何でもないよ」と答えたけれど、それでも苦笑は収まってくれなかった。ますます、志乃ちゃんから放たれる眼がん力りきが重くなる。


　それから逃のがれるようにして、僕は冷蔵庫の中に頭を突っ込むのだった。


　さぁて、今日は、何にしようかな、なんて考えながら。











　支倉志乃。


　僕には見えないものを見て。


　僕には感じられないものを感じ。


　僕には理解できない全てを理解し。


　僕には受け入れられない沢たく山さんのものを受け入れる。


　けれど。


　僕の可愛かわいい妹……みたいな存在。


　こうして、僕と彼女の日常は、今日もまた続いていく。
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　人は何のために生きるのか。


　その疑ぎ問もんは常つねに私を包み込み、悩なやませていた。


　それはずっと昔から多くの人間を悩ませてきた、人類の命題だ。全く考えた事もないという人間だって中には居いるかもしれないだろうが、恐おそらくはほとんどの人が、一度は、ほんの僅わずかな時間だったとしても、考えたことがあるだろう。


　だが、未いまだ答えは出ていない。


　誰にも、その答えは出せていない。


「人はパンのみに生きるにあらず」そう言ったキリストは、なるほど確かにパンのみでは生きていなかっただろう。


　だが、現げん在ざい、日々を生きることにすら困こん窮きゆうしている人は違う。彼らにとって尤もつとも重要なのはその日の食事であり、その欲よく望ぼうの前にはそれ以外のあらゆる正せい義ぎ、倫りん理り、条じよう理り、摂せつ理り、そして人じん格かく、尊そん厳げん、価か値ち観が無力にも横たわる。


　そんな彼らの多くは犯はん罪ざいに走る。あるいはそれが女性であるならば、身体からだを売るかもしれない。彼らの言い分を採とるならば、それは仕方のないことなのだ。犯罪でもしなければ生きてはいけない。死んでしまうのだから、仕方がない。


　彼らはつまり、罪つみを犯おかしてでも生きていたいと考えているわけである。または、自身の身体を見ず知らずの男に曝さらけ出してでも生き続けたいわけである。


　しかし、果たしてそれは何の為ために？　罪を犯すことも、身体を売ることも、非ひ常じように体力と精せい神しん力を要求される───端たん的てきに言ってしまえば『面めん倒どう』な事であるはずだ。だが、彼らはそれが当たり前のことであるかのように受け入れている。生きるために。生きるために。生きるために。その為だけに彼らは───いや、全すべての人間は、あらゆる努力を惜おしまない。


　何な故ぜそこまでして生き続けているのか。この質問にどれだけの人間が明めい確かくな回答を返せるだろう。否いや、返せるはずがない。この質問は同時に、貴方あなたは何故死なないのかと問うているのと同じだからだ。


　もちろん本質的な意味合いはまったく別である。生き続ける理由が死なない理由ではない。しかし、傍はた目めには同じだ。同じ印象を与あたえる質しつ問もんである。


　これではまるで、生きるために生きているようだ。生きているという状じよう態たいを───そのエネルギイを持続させるためだけに、生きている。


　まぁ、それは当然だろう。死んでしまえば、生きてはいられない。スイッチのように切り替かえることは不ふ可か能のうだ。だが、何故それを持続させなければならないのか、それが分からない。


　例えば子し孫そんを残すために？


　だが、ならば何故、子こ供どもが自立した後、その親は死なないのだろう。多くの動植物がそうであるように、子供を産む事が出来なくなった老人が生きているのは何故だろう。


　例えば何かを成すために？


　だが、果たしてこれまで、何か成し終えて満足して自殺した人間が居ただろうか。人の欲よつ求きゆうは、そもそも満たされるものなのだろうか？


　例えば死が怖こわいから？


　だが、何故それを怖いと思うのだろう。実じつ際さいに死んだわけでもないのに。死んだ人間に聞いたわけでもないのに。死後の世界を知り得たならば、あるいは痛いたみの無い死が与えられるのならば、人は容よう易いに死ぬのだろうか？


　分からない。そのどれもが、納なつ得とくできない。


　あらゆる努力をしてまで生き続ける理由にはならない。


　だから、私は思う。要するに人間はただ、生きたいのだろう。理由もなく、目的もなく、絶ぜつ望ぼうせず、しかし希望を持たず、ただ生きていなければならないという幻げん想そうに縋すがりながら、生きていればそれで良いという妄もう想そうを抱いだきながら、生きていく。


　生まれてきたから。


　死ぬ理由がないから。


　生きるために、生き続けていく。


　もちろん、それが悪いことだと言っているのではない。そう思われるのは非常に不ふ快かいだ。私はそこまで傲ごう慢まんではないし、厭えん世せい的でもない。それは間ま違ちがってはいない。そう、間違ってはいないのだ。彼らの行動は正しい。少なくとも、一いつ般ぱん常じよう識しき的に言えば間違いなくそれが正せい解かいだ。人はどんなことをしてでも生きていく。生きていかなければならない。生きていこうとすることを、諦あきらめてはならない。だから彼らは、人間は、どうしようもなく正しい。





　だが、悲しいことに────





　生きたいという人間の意い志しは、しかし、死によってのみ完結される。
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　その日、僕ぼくは先せん輩ぱいに、学内のカフェテリアへと呼よび出された。


　僕の通う大学は大阪市内にある、中の中といった程度の、ごくごく平へい凡ぼんな私立大学だ。学部は経けい済ざい・経けい営えい・情じよう報ほうなどといった文系ばかりで、理系は一切ない。情報は理系にも跨またがる分野だけど、我わが大学の場合はあくまで経営の為の情報学であり、プログラミングの授業はあるけれど、そんなのは専せん門もん学校とかと比くらべたらお遊びみたいなものだ。


　大阪の中心街からさほど離はなれていない住じゆう宅たく街がいのど真ん中に立てられている為に、当然敷地面積はかなり狭せまい。背せの高い校舎が左右に聳そびえていて、その間の細い道を歩いていると、まるで自分が渓けい谷こくにいるかのように錯さつ覚かくしてしまう。風が建物に乱みだされて強く吹ふくから、風の谷だ。


　以前、用事があって地方の郊こう外がい型大学に行ったことがあるのだが、あのとんでもない広さの敷地を見てしまった後では、なお更にこの狭さが疎うとましかった。その分、交通の便は良いのだ……と自分で言い聞かせてみたりもしたが、なんだか負け惜おしみみたいで少し悲しくなった。


　しかし、そんな狭い学内であっても一応カフェはあった。それもまた、三十人も入れば一杯一杯だろうという、街の喫きつ茶さ店に毛が生えたような程度だったが、人を探さがすにはこのくらいの方が丁度良い。


　ガラス張ばりのドアを開け、視し線せんを四分の一周させただけで、目的の相手は見つかった。


「鴻こうの池いけ先輩」


　一面ガラス張りの窓まど際ぎわの丸いテーブル。椅い子すは向かい合って二つしかなく、その一方に彼女───鴻池キララは座すわっていた。


　鴻池先輩は僕より三学年上、つまり四回生だ。僕よりも二十センチ以上身長が低い上に、背せ中なかを丸める癖くせがあるらしく、一際小さく見える身体からだ。短く切りそろえられたボーイッシュな髪かみ。銀ぎん縁ぶちの丸まる眼鏡めがねの奥おくに光る、年上とは思えないくらいイタズラ小こ僧ぞうじみた円つぶらな瞳ひとみ。彼女を見ると、僕はいつも、何な故ぜだか猫ねこを思い浮かべてしまう。それも、野の良らのくせにやけに堂々と人様の家の玄関で日向ひなたぼっこをしている虎とら猫ねこだ。


　先輩はアイスコーヒー（百八十円）を飲みながら、恥はずかしげもなくスポーツ新聞をいっぱいに広げ、足を組みながら読みふけっている。できることならば近ちか寄よりたくはなかったが、しかしここまできて逃げたりなんかしたら、後でどんなしっぺ返しがくるか分かったものではないので、僕は諦あきらめて近づいていった。


「悪いなぁ。いきなり呼び出して」


　近づいてきた僕を見上げ、先輩は悪気の欠片かけらもない顔で笑った。




[image: ]


「別に構かまいません。慣なれてますから」


　肩かたを竦すくめて、僕はもう一つの椅子に座った。


　サークルに入っているわけでもない、ゼミもまだない、ごくごく平へい凡ぼんな一回生である僕と四回生の鴻池先輩がどのようにして出会ったのか。その答えは簡単で、簡かん潔けつだ。バイト先──フランチャイズのコンビニだ──がたまたま一いつ緒しよだったのである。


　と言っても、最初からこんな風に親しくしていたわけではない。同じ大学に通っていることから、それなりに世間話はしていたが、個人的に会うようなことはなかった。


　しかしある日、鴻池先輩が盗とう難なん事じ件けんの容よう疑ぎ者しやにされたことから、僕の生活は一変することになる。


　その事件は売り上げの一部が無くなっている、というなんだか良くありそうで、そのくせなかなか出会う機会の無い事件だった。その時、運悪くレジに立っていた彼女が疑うたがわれたのである。当然、先輩は違うと主しゆ張ちようしたし、僕だって彼女がそんなことをするとは思えなかった。


　先に結けつ論ろんを言ってしまうと、事件は意外なくらい、あっさりと解決した。


　先輩の他ほかに働いていたのは、僕ともう一人のアルバイトと店長の三人。利用者の多い駅の正面にある店だから、先輩を含ふくめて四人でも、時間帯によってはかなり忙いそがしい。そんな帰宅ラッシュの時間帯が終わって一いち段だん落らくついたところで、店長がレジから売上金を出した。深夜の時間帯になると万が一の事があるので、その前に万札はレジから抜ぬき出してしまうのだ。


　そのお金を持って店長は奥の事務所に入り、レジから打ち出された伝票と比ひ較かく対照する。といっても、僕は実際にその光景は見たことないので、具体的にどんな風にやっているのかは知らないのだけれど。


　まぁ、それで……二十分ほどして、いきなり飛び出してきたかと思うと、店長はこう叫さけんだのだ。


『二万円足りない！』


　店の中にはお客さんだっているのに、そんな事を叫ぶのはどうなんだろう？　という疑問も湧わかないでもなかったが、フランチャイズのお店なのだから仕方ないのだろう。二万円の損そん失しつが、そのまま自分の生活に影えい響きようを与えるのだから。


　この時点では、僕にとってそれは他ひ人と事ごとだった。店長は端はなから先輩しか疑っていなかったし、もちろん僕には盗ぬすんだ記き憶おくなどない。僕が多重人じん格かくか夢む遊ゆう病びようか記憶障しよう害がいでも患わずらっていない限かぎり、自分事になりようがなかった。


　とはいえ、あまり騒さわぎになっても面めん倒どうである。僕ともう一人のアルバイトは騒ぎまくる店長を押し宥なだめ、目の前で再さい度どお金を数えなおしてもらった。


　しかし、目の前で数えなおしてもらったのだが、やはり足りない。何ど処こかに落ちているのではないかとあちこち探してみたが見つからない。最後にはそれぞれ持ち物検査までしてみたが、誰だれの財布にも二万円はなく、ポケットや他の隠かくせそうな場所にもなかった。


　この時点で先せん輩ぱいを疑う根こん拠きよが消失していたのだが、それでも店長は譲ゆずらなかった。女だから何ど処こにでも隠せる、なんて思いっきりセクハラで女性差別な発言をかましたあげく、今すぐ二万円下ろして来い、なんて無む茶ちや苦く茶ちやなことを言った。しかも先輩は先輩で、その言い草にぶち切れたらしく、「そんなに言うんやったら、調べてみい！」なんて制せい服ふくを脱ぬごうとするし。お客さんそっちのけでヒートアップしていく二人に、さすがに僕も他人事ではいられなくなった。


　とりあえず、今にも取っ組み合いの喧けん嘩かを始めそうだった二人を引き離し、双そう方ほうに詳くわしく話を聞いてみた。


　問題なのは、売上金がどの時点で減へっていたのか、という事だった。レジから直接抜き出されたのだとしたら、それは先輩にしか出来ないことだ。だが、必ずしもそうとは言えないのではないか。店長がレジから抜き出した時点では、もしかしたら、まだ二万円はなくなっていなかったのではないか。


　そう考えた瞬しゆん間かん、僕は一つの方法を思いついていた。いや、正確には思い出していた。確たしか、昔読んだ小説の中に同じような状況があったのだ。その小説の中でも売上金が数万円なくなり、何処を探しても見つからなかった。


　僕はそれを確かめるために、売上金を見せてもらおうとした。すると店長は露ろ骨こつに慌あわてて、それを嫌いやがる。その反応が、十分に解かい答とうだった。そういえば、店長はあれだけ騒いでいたくせに、一度も警けい察さつを呼よぼうとはしなかった。


　その時点で先輩も気づいたらしく、僕たちはもう一人のアルバイトにも手伝ってもらって店長を押さえつけ、その手から売上金を奪うばい取った。そしてお札の一枚一枚を確認していく。


『やっぱり……』


　案の定、二枚の一万円札が他のお札よりも厚あつくなっていた。そう、ちょうど二枚分の厚さに。


　なんてことはない。店長は一万円札を二枚貼はり付けて、一枚に見せかけていただけだったのだ。二枚の間に爪つめを入れ、隙すき間まを作って引っ張ぱると、ペリペリと簡単にはがれた。紙用の糊のりで、しっかりとくっつくけれど、後で簡単にはがすことができるタイプのものがある。それを使ったのだろう。


　こうして、事件は名めい探たん偵ていの出る幕まくも無くあっさりと解決した。


　ちなみにその後、店長は土ど下げ座ざして謝あやまったが、先輩は問答無用でその後頭部に踵かかと落おとしを喰くらわせ、病院送りにしたのだった。聞くところによると、結局その治ち療りよう費ひに二万円ほどかかったらしい。今思い出しても、なんだか凄すごく馬ば鹿か馬ば鹿かしい事件だった。


　しかしそれ以来、何故か僕は彼女に気に入られてしまったらしく、事あるごとに呼び出されては、あちこち連れまわされたり変な用事を頼たのまれたりという関係を続けていた。


　今日みたいに午前中に、しかも講こう義ぎのない日に呼び出されることだって珍めずらしくもない。鴻池先輩の唐とう突とつさとか傍ぼう若じやく無ぶ人じんさとかは、いい加か減げん慣なれてしまった。もっとも、慣れる事と快こころよく受け入れる事は等号ではないけれど。


「で、今回はいったいどんな用なんですか？」


　僕は出来る限り嫌いやそうに聞こえないよう気をつけながら聞く。


　先輩は「うん」と一つ頷いて、いきなりとんでもない事を言ってきた。


「実はな、うちの後輩が自じ殺さつ未み遂すい起こしよってん」


「は？」


「それも普ふ通つうの自殺とちゃうで？　集団自殺や。ほら、一人じゃ怖こわいから、ネットで仲間募つのって一いつ緒しよに死にましょーってやつ」


「はぁ……最近多いですね」


　インターネットが普ふ及きゆうした所せ為いなのか、それとも、一人では自殺できないという人が増ふえたからなのか、僕もテレビで何度かそのニュースを見たことがあった。自殺する為ために仲間を募るという行為がポジティブなのかネガティブなのか、さっぱり分からない。


「で、その後輩もメールして日時と場所を決めて会ったわけや。場所は相手方の家ってことで。んで、実際に行ってみたら……」


「行ってみたら？」


「どっからどー見ても死にたがってるようには見えん不良連中がおって、その後輩はあっさりとレイプされてもたわけや。どうせ死ぬんやからえーやろーて感じで」


　先輩があんまりにもあっさりと言うもんだから、僕は一いつ瞬しゆんその言葉の意味が分からなかった。カランとアイスコーヒーの氷が軽かろやかな音を奏かなでる。周囲の席から止むことなく響くザワザワとした歓かん談だんの声が、やけに遠くに聞こえた。


　なんて数瞬の空白の後、ハッと気づく。


「そ、そ、それってとんでもない事件じゃないですか！　警察には────」


「アカンアカン」パタパタと軽く手を振る先輩。「警察に通つう報ほうできるような根こん性じようある奴やったら、端はなから自殺のための仲間なんて募らへんやろ。ビビッてもて泣き寝ね入いりや。そういうのん、多いんやで？　まさか警察が発表してる婦ふ女じよ暴ぼう行こう件数が実じつ際さいのレイプ件数と同じやなんて思ってないやろ？」


「そりゃ、まぁ」


　婦女暴行は親しん告こく罪ざいだから、被害者が告発しない限かぎり、刑事事件にはならない。だけど、レイプされましたなんて自分から言いに行く人は、そう多くないだろう。それ自体が恥はずかしいと感じることだし、その上実際に事件になれば、その時のことを具体的に、見ず知らずの警察に伝えなければならなくなる。そんな事が簡かん単たんに出来るはずない。それよりは、野の良ら犬いぬに嚙まれたとでも思ってさっさと忘わすれてしまおうと考える人も多いだろう。


「でも、その後輩が泣き寝入っても、うちは泣き寝入りなんか絶ぜつ対たいにせん。そういう女舐なめ切ってるバカどもは、絶対に野放しにせん。きっちりしっかり、オトシマエつけたらなぁあかん」


「オトシマエって……」


　壮そう絶ぜつな──としか表現のしようのない──笑えみを浮うかべる先せん輩ぱいに、なんだか酷ひどく嫌いやな予感がして、僕は聞き返した。すると先輩は何も言わず、指をチョキの形にして、開いたり閉とじたりした。


「マジですか……」


「半分ジョーダンや」


「半分……」全部じゃないのか。


「でも、とりあえず二度とアホなこと考えられんようにしたらなアカン。この手のタイプは、痛いたい目見んと何度でも続けよるからな。世の中舐めとったら、どんな目ぇ遭あうかっちゅーことを、身体からだで理解させたらなアカンのや」


　まぁ、確たしかにその通りだろう。罪つみには罰ばつを。ルール違い反はんにはペナルティが与えられなければならない。そうでなければ、人間は正しく社会を維い持じすることが出来ない。それは酷ひどく悲しい事──罰が無ければ罪を防ふせぐことができないのだから──だったが、まぁ、この種の必要悪というのは絶対に避さけ得ないものである。


　ただし、それはしかるべき手順を踏ふんで、司法に携たずさわる人たちが果たすべき仕事であって、間ま違ちがっても一般人の『オトシマエ』を肯こう定ていする理り屈くつではない。僕は先輩を止める十三通りの言葉を考え、しかし見事に先回りされてしまった。


「というわけで、協力してや？」


「は？」


「うち一人やと心配やもん。うちかて女なんやで？　レイプ犯に襲われたらヒトタマリもないわ」


「いや、先輩ならきっと一秒で返り討うちに────」


　ゴズンッという重たい衝しよう撃げきが弁べん慶けいの泣き所に走り、僕の言葉は強きよう制せい的に遮さえぎられていた。本人の意思とは関係なく溢あふれ出してくる涙なみだに濡ぬれた視し界かいの先で、先輩は両手を合わせ、クネクネと奇き怪かいな仕草で言った。


「イヤやわぁ。うち、か弱い女の子やのにぃ」


「……だったらどうして僕は今、こんなにも激げき痛つうに苛さいなまれているんでしょうか？」


　思いっきり睨にらみ付けてやったが、先輩は見事なまで知らんぷりをしてくれた。


　まったく、この人は……。


「とりあえず、後輩が使ってたサイトのアドレス教えるから。情じよう報ほう収しゆう集しゆう、お願いするわ」


　と、先輩はアドレスの書かれたメモ用紙をテーブルに置いた。


「……《Dead End Complex》？　なんですか、これ」


「そのサイトのタイトル。直ちよく訳やくすると『行き止まりの劣れつ等とう感かん』、あるいは『死の複ふく雑ざつさ』ってところやろかな。どっちにしても、意味はよう分からん。たぶん、韻いんで付けた名前やろ」


「はぁ……」


「とにかく。このサイトで、女の名前でテキトーに仲間に入っといて、それっぽいのを見つけといてぇや」


「でも僕ぼく、パソコン持ってませんよ？」


　そう言った瞬間、先輩が一瞬「なんやこの未開人は」という顔をしたのは見なかったことにする。こういう反はん応のうには、もう慣なれたからね。ちなみに、もっと酷いのが、僕が携けい帯たい電でん話わを持っていないと言った時だ。統とう計けい的に見て、同年代なら八割わりの人間が退ひく。


「しゃーない。うちのノート貸かしたるわ」


「マジですか！」


　凄すごい凄い。先輩のノートパソコンは、確か四十万はする最高級品のはずだ。僕なんか、日本橋の電気屋さんで展てん示じされているのをコソコソと触さわる程てい度どしかできない、非常に縁遠い一品である。


「あ、でも……電気代が……」


「アンタ、詰つまらんこと気にするなぁ」


　今度こそ心底呆あきれた顔を見せる先輩に、僕は苦く笑しようしながら答えた。


　貧びん乏ぼう学生には死活問題なんですよ。





０２／





　慣れないノートパソコンのタッチパッド──ＵＳＢマウス借りるのを忘わすれた──と格かく闘とうすること数時間。今日も今日とて志し乃のちゃんがやってきた。「お邪じや魔まします」なんて、お邪魔してから言う癖くせは、きっと一生直らないのだろうなぁと思う。


「いらっしゃい、志乃ちゃん。今日も、ご飯食べていく？」


　そう聞くと、定位置に座ざした志乃ちゃんは、コクリと簡かん単たんに頷うなずいた。「お願いします」も「ありがとうございます」も無い。別に「勝手にしやがれ」といった突つき放した感じはないのだが、しかしここでそれこそ笑顔の一つでも見せてくれたなら、僕のテンションも少しは上がって、もしかしたら品数が一品増ふえたりするかもしれないのに。


　だけどそれはあり得ない妄もう想そうで、僕はそんな彼女を見ているといつも、まるでお姫ひめ様さまみたいだな、なんて思ってしまう。


　あぁ……それは。それはなんとなく、とても似に合あっているような気がする。彼女は確かにお姫様然とした容よう姿しをしているし、雰囲気はどちらかというと深しん窓そうの令れい嬢じようといった感じだけど、でもお姫様でも全然役所としてはハマっている。


　尤もつとも、彼女がお姫様では、王子様の方が大変だろうけれど。


「さて。何にするかなぁ」


　両親が相変わらず忙いそがしくて、ほとんどほったらかしにされている志乃ちゃんの栄養管理は僕の仕事だ。そういう事情があるから、小お母ばさんたちも彼女が僕の家に入り浸びたるのを良しとしているわけだし。体よく利用されているのかもしれないが、それは僕自身にも益えきのあることなので構かまわないだろう。


　自分だけのために料理を作って、一人でそれを食べるというのはなんとも味気なくてやる気が出ない。志乃ちゃんが家に来ない日なんかは、コンビニ弁べん当とうとかカップ麵めんとかで済ませることがほとんどだった。


　そんな食生活が続いては、当然身体からだに良くない。志乃ちゃんにちゃんと栄養のある物を与あたえるということプラス、僕自身の栄養バランスを調整するという点で、ついでに一人寂さびしい食事ではなく、会話はほとんど無いにしても誰かと一いつ緒しよに食べるという精せい神しん的な健康も得られる点で、僕に不満はなかった。


　何があったかなぁと、冷れい蔵ぞう庫こを物色する。もちろん、その内にはグリンピースは無い。どうやら彼女は、それが大嫌いらしい。以前、一度だけグリンピースとコーンと人参がセットになってる冷れい凍とう食品をお皿いっぱいにして出したら、三日ほど口を利きいてくれなくなったことがあり、それ以来自じ粛しゆくしているのだ。


　賞味期限ギリギリ豆とう腐ふが見つかる。これは今日食べないとダメだろう。というわけで、豆腐の味み噌そ汁しるは決定。ぶつ切りにされた鶏とり肉にくがあったのでそれはから揚あげに。キャベツもあるから千切りにして添そえよう。


　ご飯はレトルト。本当は炊たいた方が良いのだろうけど、志乃ちゃんは見た目どおり小食だし僕も大食いというほどではない。炊すい飯はん器きで炊くと三合からなのだが、それではどうしたって残してしまうので、仕方なくレトルトにしているのだった。


　続いて冷凍庫の方も開けてみると、冷凍のほうれん草があったので、それは軽く醬しよう油ゆソテーにすることにする。


「あ、志乃ちゃん。テレビ、お願い」


　必要な食材を冷蔵庫から取り出し、狭せまくて狭くて仕方の無い流しに並ならべながら、僕は後ろに向かって声を掛かける。しばらくして、テレビから音が流れ出してきた。


　いつも見ている番組のオープニングを聞きながら、早速調理を開始する。


　一応コンロは二つあるので、一つは味噌汁用に水と粉末出だ汁しを入れた片手鍋なべを温め、もう一つには揚げ物用の鍋に油を入れて加熱する。その間にキャベツを水みず洗あらいし、百円ショップのまな板と包丁で千切りにしていく。といってもそんなに細かく切れるわけがないので実じつ際さいにはせいぜい百切り程てい度どだ。それを用意した皿に盛もり付け、ついでに残っていたプチトマトを載のせると、丁度片手鍋の方が良い感じに沸ふつ騰とうしてきた。豆腐を手のひらの上で切って鍋に放り込こむ。ついでに、乾かん燥そうワカメも。後は一ひと煮に立ちさせて味噌を入れるだけ。至し極ごく、簡単だ。


　こういうのは手間をかければ良いってものじゃない。そりゃ手間をかけた分だけ美お味いしくなるのは事実だけど、三ツ星レストランのシェフでも何でもない一いつ般ぱん人、それも男子大学生にそんなのを期待されても困こまる。


　一人暮ぐらしを始めるまで、料理なんて学校の調理実習以外ではやったことなかった僕には、料理の手順とか正しい分量とかそんなのは分からない。それどころか包丁の握にぎり方だって怪あやしいくらいだ。


　だけど、何の問題もない。男の料理に必要なのは技ぎ術じゆつじゃない。直感と経けい験けん、そして失敗しても挫くじけない勇気だ。


　と、そんな言い訳わけじみたことを考えていると。


「……これは何？」


　後ろから、そんな声が掛けられた。振ふり返って見ると、志乃ちゃんがノートパソコンの画面を覗のぞき込んでいる。


「あぁ。それはノートパソコンと言ってね、その名の通り、ノート型のパソコンなんだよ。ちなみにパソコンっていうのは、正式名めい称しようはパーソナルコンピュータと言って……って、志乃ちゃん、冗じよう談だんだから。そんな本気で呆あきれた顔しなくたっても良いじゃないか」


　どうやら、僕の『志乃ちゃんを笑わせてやろう大作戦』は、またもや失敗に終わったようである。ちなみに、今回ので二百九十九敗目だったはずだ。こういうのもジェネレーションギャップというのだろうか？


「先せん輩ぱいから借りてきたんだよ。ほら、志乃ちゃんも知ってるだろ？　鴻池先輩。あの人からね」


「……自殺」


「え？」


「どうして自殺のサイトなんか見ているの？」


　志乃ちゃんの言葉に、ハッと息を呑のむ。しまった、ちゃんとシャットダウンしておくべきだった。


　僕は彼女に、そういうのを見て欲ほしくはなかった。志乃ちゃんは普ふ通つうの小学生とは少し違ちがうタイプの人間だけど、でも一つだけ、大きく違う部分がある。


　それは、人の死とか、そういうことに対して、異い常じようなくらい興きよう味みを示しめすということだった。しかもその興味というのが、カブトムシを見つけた子こ供どものように瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせるようなものではなく、静かに、こちらも気づかないうちにふらふらっと引き寄せられていってしまうような、凄すさまじく危あぶなっかしいものなのだ。


　だから今回の先輩からの頼たのまれ事も志乃ちゃんには絶ぜつ対たいに秘ひ密みつにしていようと思っていたのに。知れば、彼女は絶対興味を持つから。それもレイプした男達に怒おこる、というのではなく、ただ単に集しゆう団だん自殺そのものに対して、深く知りたいと思うだろう。きっと協力するとか何とか言って、関かかわろうとしてくるはずだ。


　もちろん、そんなことは絶対に許きよ可かできるはずが無い。


（ん？　でも……）


　僕は首を傾かしげた。確たしか最後に見ていたのはお気に入りの小説家先生のサイトだったはずなのに、どうしてそんなことが分かったのだろう。


「履り歴れきを見たから」


「え？　あ、あぁ……なるほど」


　そう言えば、ブラウザにどんなサイトを見たかの履歴が残っちゃうんだったっけ。普ふ段だんパソコンなんて触さわってないから、全然気にしてもいなかった。良かった……エッチなサイトを見てなくて。


「どうして、自殺のサイトを見ていたの？」


　ほら、やっぱり。志乃ちゃんはさっそく興味を持った様子だった。彼女が興味を持っているか持っていないかなんて、いとも簡かん単たんに分かってしまう。なにせ、普段の彼女は口数が少ない。いや、それどころではなく、そもそも自分から会話を試みるということが無い。だからこんな風に、積極的に質しつ問もんしてくるのは、彼女が興味を持っている証しよう拠こだった。


　僕は無む視しすることにした。下へ手たに返事をすれば、うっかり喋しやべってしまうかもしれない。「そろそろ良い温度になってきたかなぁ」なんて、テキトーなことを言いつつ、志乃ちゃんに背せ中なかを向ける。


　そんな背中に、志乃ちゃんの鋭するどい視線が突つき刺ささるのが分かる。


　凄まじいプレッシャー攻こう撃げきだ。どうも僕は彼女のこういった視線に弱い。なんだか、心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにされているかのような、あるいは、脊せき椎ついに針はりを突き立てられているような、そんな小学生に対して使うべきではない比ひ喩ゆを思い浮うかべてしまう。彼女の瞳には冗じよう談だん抜ぬきでそんな力があるのだ。


　今振り返ってしまったら、きっと僕は耐たえられないだろう。そんな嫌いやな予感がして、僕は気づかないフリをして、背を向けたまま彼女のプレッシャー攻撃に耐え続けた。


　しかし、不意にそのプレッシャー攻撃が収おさまった。


　おかしい。不ふ審しんに思う。こんなに早く終わるのは初めてだ。辛しん抱ぼう強い、というか絶対に退ひかない志乃ちゃんは、酷ひどい時なんかはそのままで一時間近くこちらを睨にらみつけてくることもあるのに。


　訝いぶかしむ僕の一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらっていたかのように、志乃ちゃんの静かで、どこか悲しげな声が届とどく。


「……死にたいの？」


「はい？」


「自殺、したいの？」


「い、いやいや、違うって。それは別に僕の趣しゆ味みって言うわけじゃなくて、先輩から頼まれた事で……」


「頼まれたって、何を？」


「いや、それは……」


「先輩が、死にたいの？」


「あの人が自殺？　無い無い、それは絶対に無いって。そうじゃなくて、知り合いが集団自殺しようとしたんだけど、そこでレイプされて、それで先輩がオトシマエをつける為ために、犯はん人にんを見つけようって……って、志乃ちゃん！」


　黙だまっていようと思っていたのに、思いっきり全部話してしまった。しかも小学生の前でレイプ、なんて言葉まで！


　僕は思わず頭を抱かかえた。


　志乃ちゃんはこの歳としで、すでに男を手玉に取るスキルを持っているから恐おそろしい。って、ただ単に僕が手玉に取られやすい人じん格かくなだけなのかもしれないけれど。鴻池先輩との事を思い出しつつ、ちょっと陰いん鬱うつな気分になる。


「小学生がそんなの、見ちゃいけません！」


　油の温度を気にしつつ、僕はノートパソコンのディスプレイ部分を閉とじた。それに対して志乃ちゃんは、酷く納なつ得とくいかないような、胡う散さん臭くさげな瞳ひとみを見せたが、特に何も言わなかった。しかもすぐに、「あっそう」とでも言っているかのようにこちらに背中を向け、テレビ画面へと視線を向けてしまう。不ふ適てき切せつかもしれないけれど、『親の心、子知らず』という言葉を思い浮かべた僕だった。
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　適温になった油に、市し販はんのから揚あげ粉を塗まぶした鶏とり肉にくを入れる。ジュー、パチパチ、という気持ちの良い音が聞こえてきた。温度を調整しつつ、菜ばしで綺き麗れいな狐きつね色いろへと変化していく鶏肉をひっくり返す。


　面めん倒どうだけど、二度揚げをしようか……なんて考えながら、僕は背はい後ごから聞こえてくるテレビの音に耳を傾かたむけた。


『○○日、大阪市内のカラオケボックスで起こった、男女七人死し亡ぼう事じ件けんの続ぞく報ほうです』


　新人っぽい緊きん張ちようの混まじった口調でレポーターが言った『男女七人死亡事件』……それは今もっとも話題の──こんな言い方は不ふ謹きん慎しんかもしれないけれど、事実なのだから仕方がない──とても不思議な事件だった。


　一週間前、とあるカラオケボックスで七人の男女が何者かに腹ふく部ぶを刺さされ、死んでいるのが発見された。もっとも、それだけでは別に不思議でもなんでもない。かなり異い常じような事件であることに間ま違ちがいはないけれど、まぁ何が起こるか分からない今の世の中では、十分に許きよ容よう範はん囲い内と言えるだろう。


　しかし、彼らの居いた個こ室しつには、従じゆう業ぎよう員いん以外誰だれも出入りしていないことが防ぼう犯はんカメラによって証しよう明めいされ、さらにその従業員も部屋に入っていたのは二度、しかも共に一分や二分ほどで、とても七人を殺害できるだけの時間的余よ裕ゆうはないことが分かったことから、事件は徐じよ々じよに『不思議』の片へん鱗りんを見せ始める。


　あるいは、これでもまだ不思議というほどではないかもしれない。何な故ぜなら犯人が自殺した可か能のう性せいもあるからだ。つまり、七人の内の誰かが犯人で、他の六人を殺害した後に自分も刺して自殺した、というわけである。わざわざカラオケボックスでそんなことをする理由はさっぱり分からないが、まぁ、そもそも人殺しの気持ちなんて分かるはずが無い。


　だが……この事件はそんな簡かん単たんなものではなかった。


　もし、七人のうちの誰かが犯人だったとしたら、絶ぜつ対たいにそこに無ければならない物───即すなわち凶きよう器きが、個室の中から発見されなかったのだ。被ひ害がい者しやはそれぞれまったく同じ形けい状じようの、刃は渡わたり十センチほどの金きん属ぞくのナイフで刺されていた。刃渡り十センチといえば、柄つかの部分も含ふくめればおよそ二十センチはあるだろう。そんな物を警けい察さつに気づかれないよう隠かくせるような場所は、もちろん存そん在ざいしなかった。


　つまり、カメラで入り口を監かん視しされている個室の中に犯人は侵しん入にゆうし、七人もの人間を殺害し、さらに凶器を持って脱だつ出しゆつした───そんな、ミステリ小説なんかでいうところの、密みつ室しつ殺人事件というわけである。ここまでくれば、不思議と言ってもなんら問題はないはずだ。


　一いち応おう、警察は唯ゆい一いつ彼らと接せつ触しよくすることが可能だった従業員を重要参考人という名の容よう疑ぎ者しやとして考えているらしいが、今のところ逮たい捕ほまでには至いたっていないようだ。


　しかしまさか、密室殺人事件なんて現げん実じつに起こるとは思っていなかった。となると当然次に登場するのは名めい探たん偵ていだろう。個人的には身体からだは子こ供どもだけど、中身も法的にはやっぱり子供な名探偵に登場して欲ほしいところなのだが、神様、如何いかがでしょう？


「しっかし、カラオケボックスってそんなに犯はん罪ざいが起こりやすいところなのかな？」


　味み噌そを溶とかし入れて完成した鍋なべを一いつ旦たんコンロから下ろし、代わりにフライパンを温めながら、僕ぼくは呟つぶやいた。


　カラオケボックスでの殺人事件といえば、つい一月ほど前にも一人の男性が殺されている。そちらの方は密室でもなんでもなく──防犯カメラはなく、代わりに防犯カメラのハリボテがあったのだ──ごくごく普ふ通つうの殺人事件だったのだけど、それも未いまだに犯人は捕つかまっていなかった。


　僕はあんまりカラオケには行かない人間なので分からないのだけれど、店員の目の届とどきにくい個室で、しかも周りは騒そう音おんに包まれているという環かん境きようは、犯罪者にとって絶好の環境なのかもしれない。


　……と、そこまで考えて、僕は大切なことを思い出して顔を引き締しめた。


　すぐさま志乃ちゃんへと視線を移うつす。


　志乃ちゃんはどこに焦しよう点てんを合わせているのか分からないボンヤリとした瞳ひとみで中空を眺ながめていた。ミリ単位で微び動どうだにしない彼女の姿すがたに、もしかしたら空気中の窒ちつ素その動きでも観かん測そくしているのだろうか、と変な想そう像ぞうをしてしまう。


　少なくとも、テレビを見ている気配はない。


（……考えすぎだったかな？）


　志乃ちゃんの特とく殊しゆな趣しゆ味みからして、こういった事件に興きよう味みを持つだろうと思っていたのに。だが、志乃ちゃんは全く反はん応のうしない。まぁ、何でもかんでも興味を持つっていうわけではないのだろう。彼女の嗜し好こうは良く分からないけれど、そういうものなんだろうと僕は納得することにした。


　その頃ころには、から揚げはいい色に揚がっていた。
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　専せん門もん学生の田た丸まる良よし樹きは、自分が世界で一番不幸だと思っている。


　もちろん、客観的に見ればその評ひよう価かは不適切であり、彼よりもずっとずっと不幸な人は世界中の何ど処こにでも存そん在ざいしたが、とりあえず良樹の主観としては、今のところ自分こそが一番不幸な人間だったのだ。


　その原げん因いんは、彼が今現在陥おちいっている状じよう況きようにある。


　大して凝こってもいない肩かたをぐるりと回し、良樹はたった今、自分が出てきた建物を恨うらめしそうに睨にらみ付けた。その建物はコンクリート三階建てのごくごく平へい凡ぼんな形をしていて、正面から見た限かぎりでは彼の通っていた小学校の校こう舎しやのようにも見える。だが、その中身はというと、学校からは程ほど遠とおい───むしろ正反対とも言えた。


　Ｈ警けい察さつ署しよ。それがその建物の名めい称しようだった。普ふ通つうに暮くらしていれば滅めつ多たに訪おとずれる機会のない場所である。しかし良樹はこれで一週間連続で訪れていた。しかも最初の日などは一いつ泊ぱくした。


　その間、狭せま苦くるしく無む駄だに圧あつ迫ぱく感ばかりの個室で、五十くらいのオッサンから質しつ問もん攻ぜめを受けた。


　それも、とても友好的とはいえない態たい度どで。


　良樹は人の悪意にあまり敏びん感かんなタイプではなかったが、それでも目の前のハゲ頭が明らかに自分を犯人扱あつかいしていることは分かった。質問の一つ一つが棘とげのように鋭するどく、しかも毒々しい程に明めい確かくな不信感が染しみ込まされていて、最後にはハッキリと「自白した方がお前の為ためだぞ」なんて脅きよう迫はくまでされた。


　もちろん、自白しようにも良樹は殺していないのだからできるわけがない。しかし、あのままもう一週間でも続いていたら、噓うそでも何でも自白のフリをしていたかもしれない。それぐらい最悪な時間だった。


　どうせなら婦ふ警けいさんだったら良かったのに。そしたら、全部──それこそ自分の性せい癖へきまで包み隠かくさず──話したかもしれない。


　良樹はそんな馬ば鹿かなことを考えながら、歩き出した。


　彼を不幸のどん底に陥おとしいれたその事じ件けんが起こったのは、一週間前の火曜日の昼下がりのことだった。


　特に何も無い平日の真昼間ということもあって、大阪市内にあるカラオケボックス『歌うんです☆』はガラ空きの状態だった。


　そんなカラオケボックスでアルバイトをしていた良樹は、酷ひどく退たい屈くつしていた。つい先ほど、昼間から家事をほっぽり出して遊んでいるオバサン連中の注文で昼食のパスタとドリンクを運んだだけで、他ほかにするべき仕事が無い。新しい客も、恐おそらくしばらくは入ってこないだろう。カウンターにダラリと顎あごを突き、良樹は大きく欠伸あくびをした。


　もちろん、仕事が全く無いわけではない。フロアの清せい掃そうはいくらやっても決して終わらないし、裏うら方かたに回れば山ほど仕事が待っているだろう。だが、それらの仕事に手をつける気にはどうしてもなれなかった。


　彼は普ふ段だんからそういう性せい格かくだった。彼が退屈だと感じている時ほど、すぐ傍そばにはやらなければならないことが山積みにされている。自分が故こ意いに、本当にやらなければならないことから眼めを逸そらしているのだと良樹自身も理り解かいしていたが、結局今に至いたるまでその性格が改かい善ぜんされる気配はなかった。


　思えば、彼の人生は、そのほとんどが行き当たりばったりだった。今現げん在ざい、あるいは未来に対して、本当に大切なことには一いつ切さい触ふれることなく、その時々の気分しだいで自分の進む道を決めてきた。大学受験を前にした時だって、彼は勉強をする気にはなれず、退屈だと言いながら、結局無ぶ難なんに専門学校へと進学した。


　だからこの時も、良樹は大きな欠伸の回数を数えながら、ボンヤリと退屈な時間を過すごしていた。


　そんな時だった、あのはた迷めい惑わくな客達が入ってきたのは。


「いらっしゃいませ」


　ドアを開けてゾロゾロと入ってきた客に、彼は気持ちの入っていないおざなりな声で言った。


　入ってきたのは、まったく不思議な客だった。恐らくは暇ひまな大学生か専門学生なのだろうが、全員が全員コートを着ていたのだ。もちろん全員形や柄がらは違ちがっていたが、揃そろって厚あつ手でで裾すそ丈たけの長い、間違ってもこの時期に着るような物ではない。


　また、これからカラオケで歌うのだ、という高こう揚よう感も感じられない。まるで通つ夜やにでもやってきたかのように全員が顔を俯うつむけて、一言も喋しやべろうとはしなかった。中には酔よっ払ぱらっているのか、フラフラと足元のおぼつかない者までいる。いったいどういったグループなのか、まったく想そう像ぞうできなかった。


　そんな客達の姿すがたを不ふ審しんには思ったが、だからといって一いつ介かいのアルバイトが勝手に追い返すわけにもいかないし、なにより、そういった面めん倒どう事ごとは御ご免めんだった。


　良樹はバインダで留とめられた記帳用紙とボールペンを差し出す。青白い顔をした男がそれにペンを走らせた。長身の男で、厚いコートを着ているはずなのに、何な故ぜだか寒そうに何度も身体からだを震ふるわせていた。


　書き終わった男に良樹はマイクを二本、籠かごに入れて渡わたした。


「五番の部屋です」


　男は微笑ほほえんで「ありがとう」と言った。良樹は、気色悪い奴やつだと思った。


　カラオケボックス『歌うんです☆』は、ワンドリンク制せいだったので、良樹はインターフォンで五番の部屋に連絡を入れた。出たのは先ほどの男で、ボソボソとした陰いん鬱うつな声で、オレンジジュースを七つ注文した。


　この時点で、普通のアルバイトであれば、不思議や不審を通り越こして、不気味だと感じていたことだろう。だが、良樹はそうは思わなかった。彼の脳のうはそれまでの人生通り、考えなければならない問題から自然と意い識しきを外していたのである。


　裏方が用意したドリンクを持って、五番の部屋へと入る。


　客達は未いまだコートを着たままだった。


　スピーカーからは軽けい快かいな音楽が流れていたが、誰もマイクを取ろうとはしなかった。


　だが、良樹は「まぁそういう客も居るさ」という程てい度どにしか考えてはいなかった。実じつ際さい、カラオケボックスに来て歌を歌わない客は、それほど珍めずらしい存そん在ざいではない。個こ室しつで、しかも周りは常つねに五う月る蠅さい音楽で覆おおわれているカラオケボックスは、ファミレスや喫きつ茶さ店では出来ないお喋しやべりをするにはもってこいの場所だったし、酷い時にはラブホテル代わりに使われることもあるのだから。


　良樹は七つのオレンジジュースをテーブルに置くと……部屋を出た。そしてそのまま、また元のカウンターに戻もどって、退屈な時間を過ごした。三十分ほど過ぎた頃ころに一組、客がやってきたが、それ以外には何も特別なことはなかった。


　やがて一時間が経けい過かし、良樹は終しゆう了りようを告げる為ために、インターフォンを取る。


　一コール。二コール。三コール。


　だが、何い時つまで経たっても誰も出ない。たまに盛もり上がりすぎてコールに気づかない客や、気づいていても無む視ししている客もいたが、あの連中はそのどちらでもないだろうと良樹は確かく信しんしていた。


　仕方なく、個室まで呼よびに行くことにする。


　まったく、面倒くさいことになった。


　良樹は五番の部屋の前に立ち、そしてドアをゆっくりと開ける。


　未だ音楽が流れ続ける小さな部屋の中に、七つの死体が転がっていた。


　良樹はそれを見て、小さくため息を吐ついたのだった。
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　鴻池先せん輩ぱいからの頼たのまれ事は、思っていたよりもずっと簡かん単たんだった。


　僕はとりあえずフリーのメールアドレスを幾いくつか取得し、名前を変えて指定されたサイトの掲けい示じ板ばんで一いつ緒しよに死んでくれる相手を募ぼ集しゆうする内ない容ようの書き込こみをした。すると来るわ来るわ……次から次へと、メールが殺さつ到とうした。


　その七割わりが広告宣せん伝でんのスパムメールや、何ど処こから回って来たのか知らないワームで、残り三割の内の二割が連れん絡らく先を教えて欲ほしいというナンパか、あるいは有料ページへと誘さそうメールだった。


　これらを排はい除じよするのは簡単だった。広告宣伝やらワームやらは見れば分かるし、ナンパも本文を読めばだいたい分かる。中にはやたらめったら美男子──恐おそらくは雑ざつ誌しのモデルかなにかだろう──の写真が添てん付ぷしてあって少し笑えた。有料ページのメールは露ろ骨こつにリンクが張はってあるので、イヤでも気づく。


　それらのメールは、すべてその日の内に削さく除じよした。


　問題は、残った一割だった。これに関しては、一いつ見けんでは見分けがつかない。イタズラなのか、目的のレイプ魔ま達なのか、それとも本当に自殺志し願がん者しやなのか……。


　僕はとりあえず、その一割全すべてに返信した。それも、僕のイメージにある限かぎりの、自殺志願者っぽいイタイ内容で、だ。これでイタズラ目的のメールは排はい除じよすることが出来た。


　更さらにメールをやり取りしていると、すぐに不審なメールがあることに気がついた。取得した幾つかのアドレスに、ほとんど同じ内容のメールが送りつけられていたのである。しかもその内容というのが、何月何日に会いましょう、という非ひ常じように具体的な内容だった。


　それらのメールはアドレスが違ちがっていたが、僕は獲え物ものが掛かかったことを確信していた。


「あぁ、そのメールやったら、うちにも来てたわ」


　一週間後、大学のカフェテリアにやってきた鴻池先輩は、そう言って笑った。


「ネタがバレバレやと、案外ツマランもんやなぁ」


　確たしかに、先輩の言うとおりだった。僕たちはそれが罠わなであることを知っているから、当たり前に見み抜ぬくことができたけれど、知らない一いつ般ぱんの女性達にはそれは望めないことだった。手品を知らない子こ供ども達は、トランプが消えたり出たりするのを、あるいは魔法だと勘かん違ちがいするかもしれない。それと同じことだ。タネがあることとその暴あばき方を知っていれば、この世のほとんどの不思議は消えてなくなる。


「それで、どうするんですか？」


「うちがメール、出してみるわ。それで喰くいつかへんかったら、そっちにお願いする。まぁ、大だい丈じよう夫ぶやと思うけど。あいつらに獲物を吟ぎん味みするだけの能のうはないやろからな」


「それはそうでしょうけど……でも、まさか会うんですか？」


「会わんでどうするん？」


「……身体からだで分からせるって、本気だったんですね」


　ウンザリとする僕に、先輩は素す敵てきなくらいの笑え顔がおで頷うなずいた。それだけ見れば、まるで天使のようなのに、実際には、その頭の中で練られているのは悪魔のごとき策さく謀ぼうなのだろう。


「分かりました。それじゃあ、進しん展てんしたら連れん絡らくしてください」


「えー、もー帰るん？」


「もう帰るん？　って……他に用事でもあるんですか？」


「別に無いんやけどー」


　と、先輩は唇くちびるを尖とがらせ、ダダをこねるように足をプラプラさせた。その仕草は完かん璧ぺきに子供のそれだ。まったく、この人が本当に二は十た歳ちを超こえているのか、自分よりも年上なのか、疑うたがわしくなってくる。


「どっか、ご飯食べに行こーやぁ」


「金欠大学生をお金の掛かかる外食に誘さそわないでください」


「金欠、金欠って。アンタ、なんでそんなお金かかるんや？　アンタのあの部屋、アホみたいに安いやろ？　服だって安物やし、遊んでるってわけでもないみたいやし」


「色々大きなお世話っぽいんですけど……。学費はともかく、生活費は自じ腹ばらですから」


　一人親元から離はなれて大阪の大学を受験すると決めたとき、僕ぼくの両親はあまり良い顔をしなかった。それは別に僕が一人暮ぐらしすることが心配だとかそういう、やや過か剰じよう気味な愛あい情じようではなく、むしろ全く正反対の、無む駄だにお金がかかるじゃないかっていう、愛を疑ってしまうような理由だった。


　とりあえず、今時大学を出ているのは然しかるべきことなので、私立とはいえ学費を出すことを渋しぶったりはしなかったが、一人暮らしのための生活費は自分で何とかしろと言われたのだ。


　その頃ころの僕はというと、ずっと実家で暮らしていて生活費というのが具体的にどれくらい掛かるものなのか全然知らないただのお気楽高校生だった。だからそういった親に反発するように、やってやろうじゃないかっ！　なんて自信過剰気味に燃もえていたのだが……最初の一ヶ月で人生ってそんなに甘あまいものじゃないって思い知らされた。というか、冗じよう談だん抜ぬきで死にかけた。無様に、親に借金した。


　人ひとりの生活費というのは、結けつ構こう馬鹿にならないものだ。毎日働いて養ってくれていた親のありがたみが、今いま更さらになってよく分かる。


「それに、食費を切り詰つめるわけにいきませんから。僕だけならそりゃ、一週間連続もやし炒いためで十分ですけどね。家には育ち盛ざかりの子供が一人居るんですよ」


　もちろん、志乃ちゃんのことだ。彼女は別に大食いというわけではないし、どちらかというと小食だけど、それでも栄養バランスとかそういうのを真ま面じ目めに考えていくと、結構お金が掛かってしまう。


「あぁ。そっか。そやったなぁ。そういや、シノシノは元気かぁ？」


「あの……その呼よび方、止やめてもらえません？」


　シノシノというのは、先せん輩ぱいが付けた志乃ちゃんのあだ名だった。


「なんでぇ、可愛かわいいやんかぁ」


　可愛らしいといえば、確かに可愛らしいかもしれないけど、そのあだ名で呼んだら志乃ちゃんが怒おこるんです。えぇ、それはもう、完全無欠に無言で。静かに、しかし確かく実じつにプレッシャーを与あたえてくるんです。


　僕はそんな志乃ちゃんの真ま似ねをして、先輩を睨にらみ付けてやる。


　しかし先輩はニヤリと口の端はしを歪ゆがませただけで、反省している様子はなかった。きっと、僕のこういう反はん応のうを楽しんでいるのだろう。極ごく悪あく人だ。


「元気ですよ。えぇ、相変わらず元気っていう言葉が世界一似に合あわない大人しさですけど、少なくとも身体の面では何の病気にもかかってません。あ、でも、今回の話にちょっと興きよう味みを持っちゃってるみたいで」


「あぁ、なるほどねぇ。あの子やったら、そやろうなぁ」


「気楽に頷かないでください。それで、困こまってるんですから」


　とりあえず一いつ旦たんは引き下がってくれた様子の志乃ちゃんだが、何い時つまた干かん渉しようしてくるかは分からない。あの日以来、僕は彼女が家に居るときはノートパソコンの電でん源げんを切り、外へ出るときも常つねに持ち歩くようにしていた。メールでのやり取りを見られる危き険けん性せいがあったからだ。彼女のことだ、下手をしたらその集合場所に一人で行ってしまいかねない。


「でも、えぇやんか。何事にも、興味を持つっちゅうんは大切なことやと思うで？　特にあれくらいの年ねん齢れいやったら」


「それは認みとめますけどね。でも、よりにもよってこういうことばっかりって言うのは、さすがに問題だと思いますよ？　情じよう操そう教育とか、もう、そんなレベルじゃないですから」


　正直な話、何ど処こかの団だん体たいからお叱しかりを受けそうなくらいに。


　だけど先輩は、人差し指を立ててチッチッと左右に振ふった。


「そこが、ちょっと違ちがうところやねんなぁ。なんで子こ供どもが人の死に関かかわったらあかんの？　そんなもん、放っといてもいずれは誰だれだって経けい験けんすることやんか。身近な誰かが死ぬことなんて当たり前のことやし、誰だって、世の中で起こってる殺人事じ件けんから目を逸そらすことなんてできへん。そういうんを子供の目から隠かくすっていうんは、結局のところ大人の傲ごう慢まんやろ？」


「それは……」


「教育っていうんは、結局のところ洗せん脳のうや。大人が子供を、大人の望む子供に育てようとしてるだけ。いやいや、それよりもっと酷ひどくて、社会が社会にとって都合のええ大人を製せい造ぞうする、その為ための技ぎ術じゆつや。そういうんを子供に押おし付けるっちゅうんは、子供の未来を摘つみ取ってるちゅうことと同じやと思うで？」


「でも……」


「子供が死を受け入れられへんってのは、子供をとんでもなく馬ば鹿かにした考え方や。なんせ、そもそも大人だって死を受け入れられへんねんからな。結局のところ、そういう世の不ふ条じよう理りっていうんを仕方ないことやって諦あきらめてもたんが大人っちゅう存そん在ざいで、自分らが諦めてもたもんを諦められへん子供が羨うらやましくて、妬ねたましくって、それで許ゆるされへんだけやろ」


「……なんだか、すごく極きよく論ろんな気がします」


　一気に喋しやべり通した先輩に、僕はため息まじりに呟つぶやいた。


「もちろん、極論や」と先輩は笑え顔がおで頷うなずいた。


　先輩はこういう極論が大好きなので困る。しかも、それを本気で言っているのではなく、むしろそれに対する相手の反応を見て楽しんでいるのだから、なんとも性た質ちが悪い。


「でも……僕はやっぱり、彼女には普ふ通つうに生きて欲ほしいんです」


　先輩の言っていることは、ものすごく極論だけど、だからこそ一部では正しい。子供に「こうあって欲しい」と望むことは、ある意味で大人の傲慢なのだろう。勉強をしないと良い大人になれない、とかそんなレベルの問題じゃなくて、例えば「優やさしい人に育って欲しい」という願いも、どんな優しさなのかというのは結局その大人の個こ人じん的な考えだし、そもそも優しくなければならないのか、という問題もある。そうでなければならない、そうあって欲しい、そういう大人になることが正しい成長なのだ。どれをとっても、結局はその大人の主観でしかないのかもしれない。


　究極的に言えば、確たしかに教育というのは洗脳だ。


　だけど、僕はやはり彼女に優しい人になって欲しいし、幸せになって欲しい。普通の大人で構かまわないから、笑顔を見せて欲しい。泣いたって構わないし、怒おこったって構わない。駄だ々だをこねて、我わが儘ままを言って、僕を困らせてくれたって構わない。人の死に泣いて、殺人事件に怖こわがって、教科書どおりで良いから「自殺はいけないことです」って言って欲しい。


　そう望むのは僕の傲慢だけど、それでも真しん摯しな願いだった。


　そう言った僕に対して、


「はぁ……なるほどねぇ」


　先輩はため息と共に、ウンウンと頷いた。


「なんですか？」


「いや、つまり、アンタが居おるから余よ計けいに歯止めが弱まってしまうんやろうなぁってな」


「はい？　なんですか、それ。どういう理り屈くつです？」


「分からんやろなぁ。うん、でも、分からんでもエエんとちゃう？　それがアンタの長所であり短所やろうし。まったく、あんな小さい子まで誑たぶらかして、この、極悪人がぁ！」


　なんだかよく分からないままに、僕は思いっきり酷ひどい言葉で罵ののしられた。しかも頭を叩たたかれた。


　……世の中には、人の死以外にも不条理なことがある。
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　まったく、自分はなんて不幸なのだろう。


　警けい察さつ署しよからの帰り道、良樹は何度目か知れないため息を吐ついた。


　あんな客を入れなければ、自分はこんな目に遭わずにすんだのだ。


　そう思うが、もちろんそんなのは後の祭り。というよりも、自じ業ごう自じ得とくか。


　彼はこうなることを予よ測そくしていた。予測はしていたのだが、それを回かい避ひするための行動をとる気にはなれなかったのだ。それが彼の個性なのだから、仕方がない。


　ブラブラと道を歩いていく。警察署の近くには駅もあったが、彼の家のある駅とは路線が違ちがっていて、乗ってしまうと遠回りをして乗り換かえなければならなくなる。だから良樹はおよそ二駅分の距きよ離りを歩かなければならなかった。


　こんな時、単車があればと思うが、バイト代のほとんどは服ふく飾しよく品や遊びに消えてしまい、貯ちよ金きんは一いつ切さいなかった。将しよう来らいのことを考えて貯金を少しくらいは用意していたほうがいいのだろうが、やはり彼はそういった問題からは目を逸そらしてしまっていた。


　大きな市道沿ぞいの道を折れ、わき道に入る。大阪は路上駐ちゆう車しやの多い街だ。この道も、ガードレールに沿ってほとんど隙すき間まなく車が停とまっている。ガードレールのない部分では堂々と路ろ肩かたに乗り上げているのも多かった。


　そんな車のメーカーと車種を一つ一つ頭の中で思い出しながら歩く。


　そうしながら、良樹の頭は別のことも考えている。


　警察は気づくだろうか。


　あの事じ件けんの真相に。


　その可か能のう性せいは十分にある。


　そもそも、気づかない方が不思議なくらいだ。


　良樹はそうなった時、自分がどのような罪つみに問われるのか分からなかった。


　法ほう律りつなんて全然分からない。銃じゆう刀と法ほう違い反はんとか窃せつ盗とう罪ざいとか、そういった名前はいくらか思い浮うかぶのだが、詳くわしい内ない容ようは知らない。確か刃は渡わたり何センチかを超こえる刃物を持っていたら銃刀法違反で、万引きは窃盗罪だ。


　そういえば、昔──小学生くらいの頃ころだと思う──万引きで捕つかまったことがあった。


　捕まったといっても別に警察にではなく、店員にだ。確かお菓か子し屋さんだったと思う。売っているのは駄菓子が中心で、その時ポケットに入れた菓子も十円か二十円かという程てい度どの安っぽいものだった。


　値ね段だんが値段であるし、小学生ということもあって警察には突つき出されなかったが、親を呼よび出された。やってきたのは父親で、事じ務む室しつに入るなり問答無用で彼を殴なぐった。今なら児童虐ぎやく待たいで訴うつたえてやるのに、と思うものの当時の良樹には当然そんな知ち識しきはなく、ビービー泣いてひたすら謝あやまっていた。


　何な故ぜあの時、自分はそんな物を万引きしたのだろう。


　別べつ段だんお腹なかが空すいていた訳わけでもないし、お金が無かったわけでもないし、それがどうしても欲ほしかったわけでもない。


　今となっては、良樹自身にも良く思い出せない。


　たぶん、仕方なかったのだ。


　人には避さけて通れない道がある。


　そんな風に格かつ好こうつけて言ってみたところで現げん実じつが変わるわけではないが、それでも良樹はそう思う。


　子こ供どもがついつい商品に手を出してしまうことに、たぶん理由なんて無い。それが特別欲しいものでなかったとしても、物を盗ぬすむという行こう為いが悪いことであると知っていても、ふと、それを手にとってみたくなる時がある。


　だから今回も、仕方がなかったのだ、と言いたい気分だった。


　あの時は、ああするしかなかった。


　それ以外の選せん択たく肢しなんていくらでもあっただろうが、それでも自分には、そうするしかなかったのだ。


　そんなことを考えながら彼は視し線せんを正面に戻もどして、その先に、なんだか信じられないものを見て───立ち止まった。
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『あー、あー。もしもしぃ？　聞こえとるー？』


「五う月る蠅さいくらいに聞こえてますよ。先せん輩ぱい、もう少し小さな声で喋しやべってください」


『悪い悪い。ふむ、感度は良好みたいやなぁ』


　謝る声も五月蠅かった。僕は無線機の音量を少し下げた。


　今現げん在ざい、僕が居いるのは、先輩の車の中だった。先輩の車はオレンジメタリックのｂＢだ。確たしか、新品で買えば百五十万くらいする車である。それを親ではなく自分の専用として乗っているのだから、世の中ってなんて不公平に出来ているのだろう。


　車は住じゆう宅たく街がいの片かた隅すみにある公園の前に停められていた。もちろん、思いっきり違法駐車である。さして広くもない道。消しよう防ぼう車しやが来たら、どうすれば良いのだろう。僕は免めん許きよを持っていないのに。


　ここから五十メートルほど行った十字路を右へ、そしてさらに二十メートルほど行って左へ。角から三軒げん目めの青い屋根の家。そこがメールに書かれてあった待ち合わせ場所だった。すでにここに来る途と中ちゆうに一度確かく認にんしているが、ごくごく普ふ通つうの、何ど処こにでもある建売住宅だ。


　てっきり、アシの付きにくいマンションの空き部屋とか、もっと人気の無い場所だと思っていたのに、少し意外だった。


「自宅を知られることのリスクを計算できる程てい度どに頭があれば、そもそも、こんなアホな事はせんやろ」


　というのが先輩の見けん解かい。


　そう言った先輩の姿すがたは、すでに十字路を曲がってしまって見えない。


　頼たよりは、無線機から聞こえてくる声だけだった。


「でも、本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


『ピンチの時は、助けてやぁ』


「いえ、先輩じゃなくって……」


　僕ぼくが心配しているのは、男達の方だった。レイプなんて卑ひ劣れつな行為を繰くり返している連中を心配する必要なんてないのかもしれないけれど、それでも先輩の武ぶ装そうを考えれば、誰だって心配になってくるはずだ。


　先輩はもちろん、怒いかりに任まかせて丸まる腰ごしで乗り込こむような、そんな短たん絡らく的な人じん格かくではない。彼女の体格では格かく闘とう戦せんで男達に勝ち目が無いことくらい一目で分かる。だから、先輩はその体格差の分を補おぎなうだけの重じゆう装そう備びをしているのだった。


　ここに来る途中、ちょっと見せてもらったのだが……そのままヤクザの事務所に乗り込むんじゃないかって誤ご解かいしてしまう程ほどだった。


　特とく殊しゆ警けい棒ぼうやスタンガンは当たり前、コンクリブロックにめり込むくらいの威い力りよくを持ったフルオート改かい造ぞうガス銃じゆう（三十発フル装そう塡てん済ずみ）。ジュースの缶かんのような形をした催さい涙るい弾だん（×２）。刃渡り二.五センチの折りたたみ式投とう擲てきナイフ（×６。刃落ち）。様々な用途に使える三ミリのピアノ線（５メートル）。いったいどのようにして手に入れたのか知らないし、知りたくもない閃せん光こう音おん響きよう弾だん（×１）。


　ここに来るまで警察の検けん問もんがなかったことを、僕は信じてもいない神様に感かん謝しやしたのだった。


「やりすぎないでくださいね、お願いですから」


『大丈夫、大丈夫。全部非ひ殺さつ傷しようやから。それに、あっちだって警察に通つう報ほうすることはできんわけやしね』


　ということは、普通だったら警察に通報したくなるようなことをするわけか。


『おっ。そろそろ時間や。後方支し援えん、頼たのむでぇ』


　なんて、気楽そうな声に、僕は小さくため息を吐いたのだった。
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　鴻池キララは傍ぼう若じやく無ぶ人じんで常つねに強気だが、だからと言ってまったく不安に感じることがないかといえば、もちろんそんなことはない。自分が体力的に、これから会う男達よりも劣おとっていることは分かっていたし、もしいきなり襲おそい掛かかられたら冷静に対たい処しよできるか、自信はあまりなかった。


　だから、考えうる限かぎりの武装を用意した。それらを用意することは、お世せ辞じにも簡かん単たんなことではなかったが、ここで出し惜おしんで下手を打つわけにはいかない。なにせ関かかわっているのは自分の純じゆん潔けつだけではないのだから。


　キララは車から待ち合わせの建売住宅までの間に、何度となく武装の位置を確認した。ここに来るまでだって、数え切れないくらい確認していた。


　それでも、不安は消えなかった。何かあった場合は、まずスタンガンで相手を威い嚇かくし、その隙すきに他の武器を取り出す、という手順を頭の中で幾いく度どもトレースしていたが、相手の人数が正確でない以上、不ふ確かく定てい要よう素そは常つねに付きまとう。


　痺しびれるような緊きん張ちようが、常に彼女の小さな身体からだを襲っていた。


　指先の震ふるえが、ずっと止まらない。


　そんなキララを一番後押おししていたのは、用意した武装などではなく、車で待機している『彼』の存そん在ざいだった。


『ピンチの時は、助けてやぁ』


　その言葉を『彼』は冗じよう談だんだと思ったのだろうが、キララは本心だったのだ。いざとなれば『彼』が飛び込んできてくれるだろう。その信しん頼らいだけが、今の彼女にとって最大の頼りだった。


　恐おそらくは、支はせ倉くら志乃もそうなのだろう。キララはそう思う。他人のことを本気で心配してしまう『彼』が傍そばに居いるから。その安心感があるから。だからこそ、歯止めを失ってしまうのだ。志乃がそれを理解しているかどうかは分からない。あるいは、未いまだそれがどういった種類の感かん情じようであるのかさえ知らないのかもしれない。


　いや、それとも。


　知っているからこそ、なのだろうか。


　まったく、酷ひどい男だ。特に、それに無自覚なところが。


　目的の家が見える。その正面まで来たところで、キララは一度立ち止まり、大きく息を吸すって、そして五秒間止めた。その間に最後のイメージトレーニングをする。大丈夫、大丈夫、大丈夫……。


　ゆっくりと息を吐はく。とりあえず、指先の震えは止まった。


　チャイムを押す。すると待っていたように、すぐに男が一人出てきた。髪かみをボサボサにし、眼鏡めがねをかけて気弱そうにしているが、その瞳ひとみを見れば、すぐに自殺するタイプではないことが分かった。


　男は一いつ瞬しゆんだけジロリと不ぶ躾しつけな視し線せんをキララに向けた。恐らくは品定めなのだろう。好みに合わない女が来れば、住所が間ま違ちがっているとか何とか言って追い返すのだ。メールのやり取りの間に、写真を要求されなかったことから、キララはこれを予よ測そくしていた。


　だからキララは変へん装そうしていた。変装、と言ったのは『彼』で、彼女自身はオシャレだと認にん識しきしていたが。


　まず、野や暮ぼったく見えるメガネは外した。世の中にはメガネをこよなく愛する男だん性せいも存在するが、それは一部の例外だろうと判はん断だんしたのだ。髪も女らしく見えるよう、長ちよう髪はつのウィッグをかぶることにした。普ふ段だん滅めつ多たに穿はかないスカートはなんだか新しん鮮せんだったが、同時に性差別的に思えた。それくらいの短さなのだ。武装を隠かくすために、長なが袖そでのウィンドブレイカーを羽は織おり、肩かたに小さめのバッグを掛けている。見ようによっては、家出少女っぽく見えないこともないだろう。


　自分の肉体が異い性せいにセクシャルな印象を与あたえる可か能のう性せいが皆かい無むに近いことを、キララは認識している。素す敵てきなくらい大きなお世話だが、客観的な評ひよう価かは受け入れよう。だが、まぁ問題はないだろうと楽観していた。餓うえた獣けものが、そこまで獲え物ものに拘こだわるとは思えない。


　案の定、男はすぐに弱々しい顔に戻もどって「入って」と、キララを招まねき入れた。先に入ったのは彼女で、その背はい後ごでカチャリと鍵かぎの閉しまる音がする。『彼』の突とつ入にゆうまで、どんなに早くても三十秒のタイムラグが生まれたことになる。


　フローリングの廊ろう下かを進み、キララはとりあえずリビングへと通された。十二畳じようほどの、さして広くもないその場所には、案の定ニヤニヤと厭いやらしく笑っている男達が待機していた。


　男達は全部で五人だった。キララと同年代と思われる大人から、まだ高校生なのではと思えるくらいの少年まで居いる。それぞれが同じように髪を染そめ、同じようなピアスをしている。だいたい、どういう関係かは分かる。アウトローを気取っている馬ば鹿かと、それに憧あこがれている馬鹿だ。


　こういった連中は、常に群むれてるもんやな───キララは苦く笑しようした。もちろん、それは心の中だけのことで、表情は精せい一いつ杯ぱい、彼らに怪あやしまれないように、驚おどろき困こん惑わくしている様を演えん出しゆつしていた。


　そんな演えん技ぎを続けながら、それとなく室内を探さぐる。怯おびえた視線を彷徨さまよわせることに、不ふ審しんは無い。


　リビングは二つのスペースに分けられていて、一方には四人掛がけのテーブルが置かれたダイニングキッチン。もう一方はコの字型に置かれたソファーと大型液えき晶しようテレビがあった。


　比ひ較かく的裕ゆう福ふくな家庭……だが、珍めずらしいことではない。非ひ行こうに走るのに家庭の事情は、実はあまり関係していない。貧まずしかろうが富とんでいようが、親がいようがいまいが、それらの要よう因いんが大きく関かかわることはあまり無い。朱しゆに交われば赤くなる。要は、そいつがどんな友人と付き合うかの問題だ。


　フィールド的にはやや狭せますぎるものの、障しよう害がい物ぶつもあってそんなに悪くは無い。ソファーの置かれている区画には、外へと出入り可能な大きな窓まどが縁ふち取どられていた。その先に小さな庭が見える。万が一の場合は、あそこに逃にげるのがベストだろう。


　しかし、それらの殲せん滅めつ行動を取るには、一つ大きな問題があった。


　驚いたことに、リビングにはもう一人少女が居た。肩まで伸のびた長い髪に、もうずっと太陽に当たっていないのではないかと心配してしまうほど青白い肌はだ。大人しいというよりは、華はなやかさが欠片かけらも存在しない、というべきな灰はい色いろのコート。


　年とし頃ごろは十五、六程てい度どだろう。この状じよう況きように怯おびえているのか、少女は新たに入ってきたキララに視線を向けることもなく、ずっと俯うつむいていた。


　どうやら、彼らは一人では物足りなくなってきているらしい。


　悪い傾けい向こうや───キララは思う。この手の人間は、際さい限げんというものを知らない。最初はこちらが驚くほどに小心の癖くせに、一度味を占しめると次はもっと深く味わいたくなる。自じ制せい心しんが足りないから、自分の脳のうが麻ま痺ひしていく快かい感かんを止めることができないのだ。


　放っておけば、いずれ彼らは、最終的に誰だれかを死に至いたらしめるだろう。やはり、ここで終わらせてやらなければならない。自分で止まることのできないくらいに暴ぼう走そうしてしまった彼らを、どうしようもない間違いを犯おかす前に、誰かが止めてやらなければならないのだ。


　キララは後ろに居た男──先ほどまで気弱そうにしていた男だ──に押されるようにして、その少女が座すわっているソファーの対面に座らされた。


　そこでやっと、少女はキララの存そん在ざいに気がついたように、顔を上げた。


　瞬間、ゾクリと悪お寒かんがキララの身体からだを襲おそった。


　少女の瞳が、キララを捉とらえる。その瞳が、信じられないくらいに恐おそろしかったのだ。


　泥どろの溜たまった沼ぬまの底のように真っ暗な黒色。凍いてつく氷原のように空っぽな冷たさ。出来の悪いガラス玉のように澱よどんでいて、酷く無む機き質しつ。


　最初に思ったのは、支倉志乃に似にてる、というものだった。


　だが、すぐにそれも違うと分かった。


　志乃の黒は全すべてを内包するが故ゆえの黒。キララでさえゾッとするほど冷れい酷こくさを持つ一方で、見ていてそのまま吸すい込まれてしまいたくなるほどに美しい黒。


　しかし、目の前の少女のそれは、全く正反対だ。


　彼女の黒は全てを否ひ定ていしているが故の黒。あらゆるものを排はい除じよし、希望すら排除し、触ふれただけで死に至りそうな、そんな黒。


　彼女はただの自殺志し願がん者しやではない。キララは確かく信しんしていた。この少女は一人でだって死ねる。何い時つでも、何ど処こでも死ねる。自分の命すら排除している。


　だからこそ、ここにいることが異い常じようだった。


　何のためにここにいるのか。


　何を目的としているのか。


「これで揃そろったなぁ」


　リーダーらしき一番年とし嵩かさの食った男が言った。その声に、ハッと覚かく醒せいする。少女の存在は大いに気になるが、しかしキララにはもっと重要な任にん務むがあるのだ。


　いつの間にか男たちはキララ達を取り囲むように集まっていた。手に手にタバコやジュースを持ちながら、包囲網もうを形作る。


　男の一人がキララの隣となりに座った。二人なら十分に座れる大きさのソファーにも拘かかわらず、男との距きよ離りは満員電車の中にいるかのように近かった。


　しかし、キララは手を出さなかった。


　どうやら彼らは、いきなり押し倒たおすつもりはないようである。恐らく、獲え物ものをいたぶるつもりなのだろう。強者と弱者、その絶ぜつ対たい的な相対距離を楽しんでいるのだ。馬鹿馬鹿しい話である。時速十キロで走りながら、止まっている車より速いと喜んでいるようなものだ。


　しかし、面めん倒どうなことではあった。現げん行こう犯はんでなければ意味がない。彼らに言い逃のがれをできるだけの脳のうがあるとは思えなかったが、それでも、事は確実に成さなければならない。もし失敗すれば、彼らはあっさりと方法を変えてしまうだろう。そうなれば、また一から追い直さなければならなくなる。


　少女の方にも同様に、身体を押し付けるようにして男が座った。片かた耳みみピアスのまだ十代らしき少年だ。やはり友人に染められたクチだろう。精せい一いつ杯ぱい大人っぽくカッコつけようとしているその姿すがたが、逆ぎやくにキララには酷く幼おさなく見えた。


「なぁ、お前。なんで死にたいわけ？」


　少年が少女の肩かたを馴なれ馴れしく抱だきながら言った。その口調は興きよう味みを持って質問しているものではなく、端はなから理り解かいするつもりなど無い馬鹿にしたような響ひびきだった。


　だが、その質問に対して、キララは少女がどのように答えるのか興味があった。キララは自殺願望というものを理解できない。後こう輩はいが自殺未み遂すいを起こしたと聞いたときも、何な故ぜもっと早く相談しなかったのかと憤いきどおったほどだった。


　自殺なんていうのは、結局のところ、ただの逃とう避ひだと彼女は考えている。


　人は生きている限かぎり、常つねに何らかの問題と直面している。それはフィジカル──金きん銭せんや肉体──であったり、メンタル──外がい敵てきや恋れん愛あい──であったりするが、そのどちらにしても、それを乗り越えれば必ず次の問題が現あらわれる。


　人はそれらの問題から逃のがれることなどできない。次々に現れ立ちふさがる問題と常に戦い続けなければならない。


　人生とは、そういうものだ。


　自殺とは、だからそこから逃にげる行こう為いに過すぎない。


　そういったものと戦い続けていくことが怖こわくなったから、さっさと死んで終わらせてしまおうとしているのだ。テレビゲームのリセットボタンと同じである。


　だが、少女から返ってきた答えは、キララの想そう像ぞうを遥はるかに超こえていた。


「わたしは逆に聞きたいです。何故、貴方あなた達は生きているのですか？」


「はぁ？」


「人は皆みな、当たり前のように生きようとします。それが当然のように、生きるために努力します。生きるために仕事をし、貴方達がそうであるように、力を得ようとします。ですが、そんなことは無意味ですよ。たとえどれほど生きようとしても、人は必ず死んでしまいます。人の生きようとする意志は、しかし、死によってのみ完結されるのです」


　女の子の言葉に、男たちは不ふ審しんそうに顔をしかめた。何を言っているのかまったく理解できず、また、理解しようという発想自体存そん在ざいしなかった。だから、その場で唯ゆい一いつキララだけが、再ふたたび襲おそってきた悪お寒かんに身体からだを震ふるわせた。


　何か、酷ひどく嫌いやな予感がしていた。


　彼女のその手の予感はよく当たるのだ。


　だが、そんなキララの悪寒に気づくことの出来ない男達は、突とつ然ぜんゲラゲラと下品な声で笑い出した。


「何言ってんの、お前」


「頭ヤベーんじゃねぇ？」


　自分達の理解できない理り屈くつは全て異常……そんな歪ゆがんだ価か値ち観に支し配はいされている彼らは、だから、絶対に気づかない。


　少女が笑っている。その、本当の『異常さ』に。


　今自分達の目の前にある微び笑しようが、どれほど異質であるかという事実に。


「いいえ。頭がおかしいのは貴方達です。生きようとする全すべての人間の方です。貴方達の努力は、あまりにも愚おろかしい。生きようとするたびに死に近づいていく、その絶対矛む盾じゆんを理解しようともせず、見て見ぬフリをして、結末を先延のばしにすることしか頭にない、哀あわれな愚か者です。そんなことをしても、無意味なのに。たどり着く先は皆みな、等しく同じです。死は逃れようもなく、貴方達の元にも訪おとずれます」


　変に演えん劇げきじみていて、逆に無感動なその声は、密みつ閉ぺいされた室内によく響く。


「貴方達はどうして生きようとするのですか？　生きていることに意味なんてありません。生きようとすることに価値なんてありません。わたし達は本来、死んでいることの方が正常なのです。生きていることは異常なことなのですよ。だから、必ず最後には正しい姿すがたに淘とう汰たされる。異常は必ず修しゆう正せいされるのです。それなのに、貴方達は、どうして異常であり続けようとするのですか？　貴方達をそうさせているものは、いったい何なのでしょうか？」


　スッと、まるで幽ゆう霊れいのような静かさで女の子は立ち上がった。そして男達に艶つやめいた、歓かん喜きに似にた瞳ひとみを向ける。彼らを迎むかえ入れるように両手を一杯に広げるその姿は、まるで天使の様でもあり、同時に食虫植物の様でもあった。


「でも、安心してください。わたしが───貴方達を正常な姿へと戻もどしてあげます」


　女の子のコートがはだける。ハラリと緩ゆるやかに落ちていく布ぬのの下、彼女の身体に巻まきつけられた『それ』を視し覚かくが捉とらえた瞬しゆん間かん───キララは走り出していた。


「ちきしょうっ!!」


　悲鳴のように高い声で叫さけび、キララは躊躇ためらわず、窓まどガラスへとぶつかっていった。重たい衝しよう撃げきの後、砕くだけたガラス片へんと共に外へと飛び出していく。一瞬の間、空中に浮うかぶ彼女の周りで、細かなガラスがキラキラと輝かがやき、神しん秘ぴ的とも言える光景が描えがき出される。
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　だが、それをかき消すように───次の瞬間には、世界は、炎ほのおで包まれていた。





　　　　＊　＊　＊





　爆ばく発はつ音は二重に聞こえた。一つは無線機のスピーカーから。そしてもう一つは車のフロントガラス越ごしに。一瞬、地じ震しんが起きたのかと思った。それほどの衝撃だった。実じつ際さい、ここに測そく定てい器きがあれば、震しん度ど三くらいは観測できたかもしれない。


　僕ぼくの頭の中は完かん璧ぺきにパニック状じよう態たいだった。


　無線機から聞こえてきた会話の内ない容よう。その異い様ようさに混こん乱らんしていた所に、先輩の酷ひどく切せつ羽ぱ詰つまった声。そして直後にこの爆発だ。僕の処しよ理り能のう力りよくでは、とても対たい応おうできるものではない。今すぐにでも、停止してしまいそうだった。


　だけど、身体からだは自然と車から飛び出していた。キーを挿さしっぱなしで車から離はなれることの危き険けん性せいは、頭の中には浮かんでこなかった。ドアをちゃんと閉しめたのかどうかも認にん識しきできない。僕の意識は未いまだ車内に取り残されていて、住宅街を走り抜ぬけていく映えい像ぞうを、他ひ人と事ごとのように鑑かん賞しようしている。


「先せん輩ぱい？」


　無線機から、返事は無い。ザァザァと、砂すな嵐あらしの音が聞こえるだけだった。


　自然、足が速まる。これまでの人生で一番速く走っている。そんな確かく信しんがあった。


　それでも僕の足は催さい眠みん術じゆつでもかかったみたいに、なおも加速していった。


　信じられないほど僅わずかな時間で目的の家の前に辿たどり着く。周囲の家からは主しゆ婦ふらしきオバさん達が飛び出してきていたが、それを意識に入れることなく、僕は玄げん関かんのドアへと飛びついていた。


　ドアノブを回す。


　ガチャン、と硬かたい感かん触しよく。


　鍵かぎが閉しめられているのだ───そう気づいた時には、すでに身体は次の行動に移うつっていた。玄関から離れ、左手に見える狭せま苦くるしい庭へと周る。途と中ちゆうで変な花の植えられた鉢はちを蹴けり倒たおした。


　庭にも同じような鉢がいくつも置かれていた。ガーデニングを気取っているのだろう。ただし、今はそのほとんどが倒れて割われていた。


　地面が輝いている。割れたガラスが無数に散らばり、太陽光を反はん射しやしているのだ。こんな状じよう況きようでなかったら、ある種の芸術として評ひよう価かの余よ地ちはあったかもしれない。


　そんなガラスの海に、先輩は倒れていた。


「先輩っ！」


　慌あわてて駆かけ寄よる。靴くつ底ぞこに踏ふみ砕かれて、ジャリジャリとガラス片が鳴った。


「先輩、大だい丈じよう夫ぶですかっ！」


　先輩の身体を抱だき起こす。派は手でに飛び散ったガラス片に当たったのか、むき出しの腕うでから血が幾いく筋すじか流れていたが、命に関かかわるほどではない。どうやら大きな怪け我がはないようだった。その他ほかにも点てん検けんしてみたが、少なくとも外面的にはほとんどダメージはないようだ。


「先輩っ！」


　再さい度ど呼よびかける。そこで、やっと僕の存そん在ざいに気が付いたのだろう、先輩は視し線せんを上げて、半ば意識を失っているような、焦しよう点てんの合っていない瞳ひとみでこちらを見つめる。


「いったい、何なんや……」


　初めて聞いた、力の無い呆ぼう然ぜんとした声だった。寒いわけでもないはずなのに、その身体は小こ刻きざみに震ふるえている。顔も血の気が失うせて真っ青になっていた。普ふ段だんはボーイッシュな先輩が、本当はこんなにも弱々しい、何ど処こにでも居いそうなただの女の子だったのだと思い知らされる。


「何が……」


「分かりませんよ、そんなの、僕には」


「……あの子……あの子は、どうした？」


「あの子？」


　すぐに無線機から聞こえてきた声の少女だと気づいた。


　僕は、家の方へと視線を向けた。そして少し、後こう悔かいした。


　僕は見てしまった。


　悪あく趣しゆ味みな子こ供どもが描いた雨雲の空のように真っ黒く焦こげた壁かべと、無む造ぞう作さに転がりピクリとも動かない、血に塗まみれた人間の足を────。
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　支倉志乃は、良樹がこちらに気づいて立ち止まったのを見て、ゆっくりと近づいていった。


『彼』は勘かん違ちがいしていた。


　目の前に問題があるとそこに集中してしまう『彼』に、気づかれないように行動するのは難むずかしくなかった。案の定、『彼』は志乃が自分のやっていることに注目していると思っていたようで、カラオケボックスでの事じ件けんの方には警けい戒かいしていなかった。


　別に志乃にとって、自殺しようとしてレイプされた馬ば鹿かな人間のことなどどうでも良かった。その男たちへの報ほう復ふくなんて、更さらに興きよう味みがない。勝手にすれば良い。まぁ……確かく認にんした限かぎりにおいては、危き険けんなことはないだろうし。


　それよりもずっと、この事件の方が志乃にとっては重要だった。


　カラオケボックスの中で死んでいた七人の男女。


　誰だれも出入りしていない事を証しよう明めいする防ぼう犯はんカメラ。


　見つからない凶きよう器き。


　そして、唯ゆい一いつ彼らと接せつ触しよくした、アルバイトの男。


　志乃にとって、これほど重要な事件は他ほかに無い。


　彼女と良樹の距きよ離りは、およそ十メートル。その距離を、志乃はゆっくりと縮ちぢめていく。視界の左右を滑なめらかに流れていく、薄うす汚よごれたガードレールと灰はい色いろのコンクリート壁。色とりどりの車。薄汚れたポスター。


　しかし、それらを志乃は見ない。視界には入っているが、意い識しきしていない。彼女の意識はただ一つ、目の前の男だけを捉とらえている。


　そして、志乃は二メートルの距離まで来て、やっと止まった。


　短い時間、お互たがいに無言だった。


　志乃は良樹をじっと見つめ、良樹は呆ぼう然ぜんと志乃を見つめる。


　先に口を開いたのは、志乃だった。


「あの事件は、何も難しい事件じゃない。彼らの居いた個こ室しつに出入りする者がいなかったことも、凶器がなかったことも、そもそも問題じゃない」


「なんだよ……オマエ」


「全すべては、順じゆん序じよが逆ぎやくだっただけのこと」


　困こん惑わくする良樹を無視して、志乃は言葉を続ける。


「彼らは、店に入った時点ですでに傷きずを負っていた。店にやってくる前に、自分で自分を刺さしていた。だから凶器が発見されない。誰も出入りする必要は無い」


　ハッと、良樹は目を見開く。


　そんな良樹に、志乃はハッキリと宣せん言げんした。


「彼らの死は、ただの自殺だった」


　例え腹ふく部ぶを刺したとしても、必ずしも即そく死しするわけではない。急所───つまり重要な臓ぞう器きを避さけて刺せば、かなり長時間生きていられる。そのまま刃は物ものを抜ぬかずに置けば、一日くらいは十分に生存可か能のうだろう。


　彼らは刃物を抜いていた為ため、出血が抑おさえられなかった。おそらくは、もって一時間といった程てい度どだろう。だが、何処かに凶器を捨すて、カラオケボックスに入るには、十分な時間である。


　もっとも、あんまりにも無理のありすぎる賭かけであることは間違いない。


　腹部に致ち命めい的な傷を負った状じよう態たいでどの程度移い動どうしたのかは知らないが、一歩一歩、歩くたびに激げき痛つうが走ったことだろう。また、いくらコートで隠かくしているとはいえ、抑えきれない血けつ液えきは地面へと滴したたり、その痕こん跡せきを残しただろう。恐おそらく、志乃の予よ測そくでは、あらかじめ店で使われているおしぼりを入手しておき、それで傷を押さえたのだろう。個室の中に血に濡ぬれたその店で使っているおしぼりがあったとしても、誰も不ふ審しんには思わないだろうから。


　彼らが何な故ぜ、どんな心理でそんなことをしたのかは分からない。どのような目的があったのか、それは不確定だ。


　誰かを困こまらせる、なんていう幼よう稚ちな発想だったのかもしれない。


　ただ注目を集めたかっただけなのかもしれない。


　自らの死を自殺だと思わせたくなかった、という可か能のう性せいだってある。


　だが、そのどれでもない可能性だってあった。


　人間の行動は、人間が思っているほど論ろん理り的ではない。何ど処こも彼処かしこも矛む盾じゆんだらけだ。


　だから、それを知りたくて、志乃はここへとやってきた。


　彼女の知らない『動機』を知るために。


「貴方あなたは彼らと何を話したのですか」


「……どうして俺おれがあいつらと話したって思うんだ？」


「時間が合わないから。個室に入ってから、出てくるまで二分間。飲み物を運ぶだけなら、そんな時間は必要ないはず。それに、貴方が全く気づかなかったとは思えない。彼らを実じつ際さいに近くで見たのならば、何らかの不審さに気づいてもいいはず。そして、確信はなくとも、それを警けい察さつに伝えるはず。だってそうしなければ、貴方が疑うたがわれるから。自分から疑いを遠ざけるために、貴方はたとえ噓うそであっても、彼らの不審さを伝えるべきでした。なのに、貴方は黙だまって、警察に疑われるままにしていた。それはつまり、貴方が語り得ないことを知っている証拠です」


「なるほどね……」


　良樹は肩かたを竦すくめた。確たしかにその通りだった。


　ジュースを運んだとき、良樹は彼らがすでに死にかけていることを知った。個室の中でコートも脱ぬがず、揃そろって青白い顔をして震ふるえていれば嫌いやでも気づく。それに、その時点で半ば意い識しきを失いかけている者も居た。


　そんな彼らを見て、良樹は「救急車、呼よぶか？」なんて、馬ば鹿かみたいな質しつ問もんをしていた。彼の一番の問題からは目を逸そらすという性格が、ここでも作用していたのかもしれない。


　彼らの内の一人───用紙に記帳した男が、首を振ふった。そんなことをする必要はない、と。見なかったことにして欲ほしい、と。


　今から思えば不思議なことだ。どうしてそれに素す直なおに従したがったのだろう。例え、後々自分が疑われることになる可能性について考えていなかったとしても、それでも救急車を呼ぶのが常じよう識しき的な反はん応のうだったはずだ。


　なのに良樹はそれをしなかった。頷うなずいて、部屋を出て、そしてそのままただ待ち続けた。彼らが完全に死ぬのを。まるでそれが義ぎ務むであるかのように、良樹は時が過すぎるのを待ったのだ。


　たぶん、やっぱり仕方が無かったのだ。論理的ではないかもしれないけれど、あの時はああするしかなかった。


　苦しみの中で死んでいく。その姿し勢せいを見て、良樹は何もできないのだと直感したのだ。ここでもし、彼らを助けてしまったとしても、それは何の意味もない行動なのだ。彼らがそうまでして望んだ行こう為いを邪じや魔まするだけなのだ、と。


「ったく。あいつらの話なんか聞いちまったから、おかげで、警察に疑われることになったんだぞ。テレビ局の奴やつらに追い掛かけ回されるし、バイトはクビになるし、滅め茶ちや苦く茶ちやはた迷めい惑わくな奴らだよ」


「彼らはなんて言ったの？」


　良樹の愚ぐ痴ちを無む視しして、志乃は質しつ問もんした。


　良樹は、そんな彼女の態度に少しだけ不満そうに鼻を鳴らしたが、結局諦あきらめたように肩を竦めた。


「別に。そんな色々聞いたわけじゃないけどな。ただ、一言だけ───あいつら、『デッドエンドコンプレックスなんだよ』って」


「え────」


「何のことかは、さっぱり分からなかったけどな。って、なんか驚おどろいてるけど、知ってる言葉なんかよ？」


　その質問に、志乃は答えなかった。


　否いや、答える事ができなかった。


　その言葉には聞き覚えが……いや、見覚えがあった。


　それは確か、『彼』の家にあったノートパソコンで見たサイトのタイトルだった。


　集しゆう団だん自殺のサイト。


　カラオケボックスでの集団自殺。


　デッドエンドコンプレックス。


　その言葉が、二つを繫つないでいる。


　志乃は考える。


　問題は、何なのか。


　最大の問題とは常つねに、何が問題であるのかという問題だ。


　何を考えている？


　七人の人間が自殺した。


　何故彼らは死んだのか。


　デッドエンドコンプレックス。


　その言葉を最後に遺のこしたのは何故なのか。


　トレースする。


　自分を殺すのだ。


　自分という自分さえ居いなければ、


　全すべての主観は客観へと転てん移いする。


　ナイフのイメージ。


　銀の輝かがやき。


　冷たい感かん触しよく。


　手に残る重さ。


　彼女はそれで、彼女を刺さし殺す。


　彼女が消えていく。


　バラバラになっていく。


　小さな破は片へんになって、


　大気の中へ溶とけ込こんでいく。


　光が見える。


　眩まばゆい輝き。


　輝きは赤。


　血の様な、一面の赤。


　そこに落ちている、黒い果実。


　影かげだ。


　それは真実という名の、猛もう毒どくの果実。


　人は光ばかり見てる。


　人は光しか見ない。


　それが真実だと信じて。


　それが世界だと思い込んで。


　それだけが全てなのだと、


　まるで夢ゆめ見みるように、


　祈いのるように、


　死んでいるように、


　信じている。


　だが、志乃は知っている。


　真実は、


　世界は、


　全ては、


　この果実のように、影なのだと。


　光を遮さえぎるその場所にこそ、


　目指すべき場所は存そん在ざいする。


　志乃はそれに手を伸のばす。


　指先を精せい一いつ杯ぱい伸ばす。


　だけど摑つかみ取れない。


　彼女の小さな手では届とどかない。


　もっと。


　もっともっと。


　近づかなければ。


　飲み込まれてしまうくらいに、


　そのまま一つになってしまうくらいに、


　近づいていかなければ。


　彼女は勢いきおいをつける。


　加速していく。


　一いつ瞬しゆんの加速で、光速を超こえる。


　近づいていく。


　どんどん近づいていく。


　あと、もう少し。





『ダメだよ、志乃ちゃん』





　不意に、声が聞こえて。


　何か柔やわらかい物にぶつかった。


　包み込まれるようにして、


　強きよう烈れつなブレーキが掛かかる。


　エアバッグのように、彼女の意い識しきを受け止める。


　バラバラになった自分が、元の一つへと戻もどっていく。


　支倉志乃が再さい生せいされていく。


　あぁ───まただ。


　いつもいつも、邪じや魔まをする。


　いつもいつも、肝かん心じんなところでその声が『私』を引き戻す。


　いつもいつも、その声に、どうしようもなく引き戻されてしまう。


　だが、大だい丈じよう夫ぶ。


　一瞬だけ、届いていた。


　僅わずかに指先が触ふれた程てい度どだったけれど、大きな問題はない。


　志乃は、ゆっくりと浮ふ上じようしていった。


「……い！　おいっ！」


「……何？」


「大丈夫なのかよ。オマエ、いま息してなかっただろ」


　啞あ然ぜんとした顔をしてこちらを覗のぞき込む良樹を、志乃はまだボンヤリした瞳ひとみで見つめた。曇くもりガラスを隔へだてているかのように、目の前の男の顔は判はん然ぜんとしない。この男が誰だれだったのかも、どうして自分がこんな場所に居るのかも漠ばく然ぜんとしていた。


　だが、ハッキリと分かっていることが一つだけあった。


「デッドエンドコンプレックス。それは────」


　死からの逃とう避ひ？


　死への憧どう憬けい？





　それとも────





「……生からの乖かい離り」













to be continued...
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『吸きゆう血けつ鬼き』───かつてのクラスメイトたちはみんな、私をそう呼よんだ。それがいったいどうしてだったのか、どういう理由でつけられた名前だったのか、それは分からない。恐おそらく言っている本人たちだって分かってはいなかっただろう。何い時つ誰が言い出したのかも分からない。しかしそれはいつの間にか広がり、そして本人の意思に関係なく決定されていた。


　だが確たしかに、私にとってもそれらの問題はどうでもいいことだった。どういう理由だったかを知ったところで、言い出した人物を見つけたところで、今いま更さらどうなるわけでもないのだから。問題なのは『吸血鬼』というあだ名に含ふくまれた悪意だけ。『吸血鬼』なんて端はなから信じていないくせに、そこに含まれた侮ぶ蔑べつの意味だけはしっかりと、彼らは信じていたのだ。


　彼らにとって重要だったのは私を蔑さげすむことだけだった。その動機、あるいは結果などどうでも良かった。ただ私を蔑み、私を自分たちよりも下に置くことで──下に置いていると錯さつ覚かくすることで──安心を得ていた。


　まったく、愚おろかしい自じ我がではないか。下らない、最低の生き物だ。


　私を見て、『吸血鬼ヤロウ』と罵ののしる声。


　顔にはっきりと刻きざまれた嘲ちよう笑しよう。


　そう言っている自分たちの愚かしさに気づくこともない、彼ら。


　そんな彼らの顔を思い浮うかべる度たびに、張はり裂さけそうな強い怒いかりを覚える。


　なら、本当に吸血鬼になってやろうか？


　もし私が本当に吸血鬼だったとして、それでもお前たちはそうやって嘲笑していられるのか？


　お前たちの血を吸すって殺してやったとしても、そうやって私を下に見ることが出来るのか？


　もし本当に吸血鬼が現あらわれたとして、お前たちはそれでも、自分たちが愚かではないのだと思えるのか？





　そうして私は、吸血鬼となることを決めた。
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　僕ぼくの通っている大学は二流と三流の間くらいにある、まぁごく普ふ通つうの私立大学だ。理り系けいは一いつ切さい無く、経けい済ざい学、経けい営えい学、心理などなど、そういった文系の学部ばかりの、実はあんまり就しゆう職しよく率りつはよくないといわれている大学である。僕はその中の経済学部に入学していた。とはいっても、別に経済学に興きよう味みがあったわけではない。高校で普通科だった僕は大学に普通学部──なんだかこれじゃあ凄すごく哲てつ学がく的な学部にも思えるけど──が無かったために、なんとなく一いつ般ぱん的そうな経済学部を選せん択たくしたのだった。こういう人間ばかりでこれからの日本が回っていくのかと思うと、少しだけ暗い気分になる。


　大学といっても一回生の授じゆ業ぎようは高校のそれとほとんど変わりはない。一般教養と呼ばれる英語や数学などの授業も採とらなければならないのだ。ここでもう一度高校の頃ころと同じようなことを勉強するのなら、あの入試はいったい何だったのだろう。改めて勉強する必要がないような入試にすればいいのに。なんて、なんだか酷ひどく馬ば鹿か馬鹿しく思えてしまうのは僕だけではないはずだ。


「……ダメだな。愚ぐ痴ちっぽくなってるや」


　僕はポリポリと頭をかいた。それも仕方のないことなのだ。今日は一時じ限げん目めに英語の授業があって、朝早くから気合を入れて──僕は英語が苦手なのだ──やってきたというのに、掲けい示じ板ばんを見たらいきなり休きゆう講こうになっていた。昨日見たときは無かったのに。


　インターネットや携けい帯たいでならホームページで休講情じよう報ほうを見ることは出来るのだが、僕はそんなハイテク機器は持っていないので、大学の掲示板以外には情報の入手が出来ない。なのにいきなり休講にするなんて……。今時の大学生なら携帯ぐらい持ってて当然っていう発想は思い込こみに過すぎない！　電話会社のマインドコントロールなのだ！


　ちなみにこの場合、家が近いんだから良いじゃないか、なんていう指し摘てきは適てき切せつではない。問題なのは朝早くから起こされたということなのだ。高校までは毎日当たり前に起きていた時間だというのに、大学生になってみるとそれは、どうやって起きていたのか不思議に思えてしまうほどに、苦く痛つうすら感じるほどの『早朝』だった。


「ようっす！」


　不意にそんな朝っぱらから五う月る蠅さいほどの声と共に、背せ中なかにバシンと重たい衝しよう撃げきが走った。気を抜ぬいていた時だったから「げふっ」とちょっと咽むせてしまった。


「痛いつぅ……。なんだ、戸と宮みやか……」


　戸宮篤あつし。語学クラスが同じで、それで知り合った大学での初めての友人だ。といっても、実は初対面というわけではなかった。戸宮とは小学校中学校と同じで、親友というか悪友というか、まぁそういう関係だったのだ。僕が引っ越してからも最初のほうはいろいろと連れん絡らくを取り合ったりもした。それがまさか同じ大学に進学しているとは思っていなかったけれど。


「急に休講だってなぁ。お互たがい、ついてない話だ」


「僕はともかくとして、お前は携帯電話持ってるだろ？　確かく認にんしなかったのか？」


「あー、思いっきり寝ね坊ぼうしたからなぁ。見てる暇ひまなんてなかったんだよ」


　欠伸あくびをかみ殺しつつ言う戸宮は、だけど身なりはキッチリとしていて髪かみもセットされていた。どう見ても、ギリギリまで寝ていて慌あわてて飛び出してきた、という風には見えない。


「お前、これからどうするんだ？　どっかで休むか？」


　もちろん、ここでの休むというのは喫きつ茶さ店などに入ってお茶しましょうという意味だ。


　僕は首を振ふる。


「いや、金ないから」


「じゃあどうするんだよ？　一時間半もボーっとしてんのか？　それとも、家に帰るか？」


「んー、フリー端たん末まつで遊ぼうかなぁって」


　我わが大学には、流石さすがは私立だけあって、学生がいつでも自由に使えるパソコンが結けつ構こうな数用意されている。まぁ、それでも全体から考えれば圧あつ倒とう的に不足していて、期末レポートの時期などには常つねに満席だったりするのだけれど。それでも、暇なこの時期、それも早朝なら、だいぶ空いているはずだった。


　学校側が用意したパソコンだけあって、当然ゲームの類たぐいは一切ないし、インストールすることもできないのだが、それでもインターネットは出来るから、暇つぶしには十分だったりする。


「そっか。じゃあ、俺おれもそうするかなぁ」


　そう言って、戸宮は歩き出した。その足の向かう先は、僕が行こうとしていたのと同じ、Ｆ館だった。Ｆ館というのは、まぁ分かるとは思うが、ＡからＧまである建物の一つで、コンピュータ関連の授業が行われる場所だ。フリー端末は全部で二箇か所しよ、そのＦ館とＥ館にある。だけどＥ館は六階までエレベーターで上がらなければならず、しかも入っているソフトの数も微び妙みように少ない為ため、あまり人気は無かった。


　その為、Ｆ館はいつも満員だったりするのだが、まぁ、この時間なら問題ないだろうと思う。フリー端末室へ入ると、真っ黒なパソコンが整然と並ならんでいた。やはり時間が時間だけに、利用者は僕たちを除いて二人しか居いなかった。


　適てき当とうに奥おくの椅い子すを選び、座すわる。パソコンは常に電源が入れられた状じよう態たいなので、マウスを動かしてスクリーンセイバーを消せば、すぐさまログイン画面に切り替かわった。


　その画面で学がく籍せき番号と指定したパスワードを入力すると、一分ほどの時間をかけてデスクトップが表ひよう示じされた。先せん輩ぱいは『サーバーに金かけてへんから、トロ過ぎるわ』なんて不満げに言っていたが、僕としてはあまり不満は無い。普ふ段だんからパソコンを触さわっていないので、遅おそいとか速いとか、良く分からないのだ。


　デスクトップ上に表示されたアイコンからブラウザを立ち上げると、真っ先に表示されるのは大学のホームページで、そこから休講情報なんかを確認できるのだが、今は特に用がないのでさっさとお気に入りから別のところへと飛ぶ。


　僕が飛んだのはお馴な染じみのポータルサイトだった。ポータルサイトというのは、まぁ簡かん単たんに言ってしまえば情報収しゆう集しゆうにおける基き点てんのようなもので、検けん索さくエンジンやらニュースやらが集まった巨きよ大だいなサイトのことである。


　その右側に最新ニュースのトピックスが表示されている。僕はその中から、一番目に付いたものをクリックした。『連続吸きゆう血けつ鬼き殺人事じ件けんに続報』、というのがその見出しだった。


　この不ふ可か解かいな名めい称しようの事件は、つい数ヶ月ほど前から隣となりの県で起こっている、猟りよう奇き殺人事件だった。殺害方法は至いたって簡単明めい瞭りよう。被ひ害がい者しやの血けつ液えきを抜き去るというものだ。それも、被害者には目立った外がい傷しようが無く、唯ゆい一いつ血液が流出したと思われる傷きず痕あとは、首くび筋すじ───頸けい動どう脈みやくの部分にあった。故ゆえに、この事件には『吸血鬼』の名が与あたえられているわけである。


　まぁ、もちろん。実じつ際さいに血を吸すい取ったわけではないだろう。巨大な蚊かや血吸い蝙こう蝠もり、あるいはチュパカブラでもない限かぎり不ふ可か能のうだ。何な故ぜなら、血というのはそのままではすぐに乾かわいて固まってしまうものだから。


　例えば蚊は血を吸う際、ヒスタミンという物ぶつ質しつを針はり状じようの上あごから出して、血液の凝ぎよう固こを抑よく制せいしている。そうする事で、血を吸い出すことを容よう易いにしているのだ。まぁ、その所せ為いでアレルギーが起こり痒かゆみが発生して、彼らは人間に叩たたき潰つぶされることとなるのだけれど。


　とにもかくにも、生き血を吸うためにはそれなりに工く夫ふうが必要なわけであり、当然のことながら人間にはそういった特別な機能はない。吸血鬼にならばあるのかもしれないが、まぁ、これの存そん在ざいに関しては議ぎ論ろんの余よ地ちはないだろう。映えい画がや漫まん画がの中でならばともかくとして、現げん実じつには存在し得ないモノだ。


　だが、それ故に。この事件は猟奇殺人なのである。


　人間には血を吸い出すことは出来ない。ならば、何らかの機械的な方法で、それを行っているわけであり、そして何より、人間である以上、血を栄養源げんにする必要は全くないのだから、この犯はん人にんは全く無意味に被害者の血を吸い出しているのだ。


「やだねぇ、吸血鬼だってさ」


　いつの間にかこちらのディスプレイを覗のぞき込んでいた戸宮が、うんざりした口調で、だけど表ひよう情じようだけは楽しそうに呟つぶやいた。


　戸宮の気持ちは分からないでもない。実際のところ、この吸血鬼事件というのは僕たちにはあまり関係のない、ブラウン管の向こうの事件だった。犯行が行われているのは隣となりの県だし、被害者はすべて女じよ性せい。男子大学生にはまったく無関係と言えた。そう、普ふ通つうの男子大学生にとっては。


「どうしたんだよ？　なんか、暗い顔してるぞ？」


「んー……ちょっと、ね」


　呟きながら、僕の頭の中にあったのは、当然のことながら志し乃のちゃんのことだった。


　普通の男性にとっては何の関係もないこの事件。しかし、被害者となり得うる娘むすめや兄弟を持った男性にとっては無関係ではない。彼らは自分の親しい人間が血を抜き取られるという残ざん虐ぎやく極きわまりない方法で殺害されるかもしれない危き険けん性を、常つねに意い識しきしなければならないのだ。


　だが、僕の場合の不安は、そんな彼らとも異ことなっている。もちろん、そういった不安を感じていることは事実だが、しかしそれが一番ではない。むしろ、それが一番であったならばどれほど幸福だったことか。


　僕はなんとなく頭とお腹なかが痛いたむのを感じながら、心中で呟いた。


　また、変に関かかわっていなければいいのだけれど……。


　もちろんその時、頭に思い浮うかんでいたのは、支はせ倉くら志乃という僕の大切な女の子の姿すがただった。





０３／





『現代の吸血鬼！』


　紙面に大きく書かれたその文字を見つめて、私は表情には出さず、心の中で嗤わらった。


　────そう、吸血鬼だ。お前たちの望んだ吸血鬼が現あらわれたのだ！


　世間は今、この事件の話題で持ちきりだった。私の起こした事件を多くのマスコミがこぞって報ほう道どうし、それに多くの人々が餓うえたハイエナのように集つどっていく。新聞も週しゆう刊かん誌しもテレビもインターネットも、すべてが私の存そん在ざいを見つめている。私は間ま違ちがいなく、日本で一番有名な吸血鬼だった。


　そう考えると、顔にはどうしても笑えみが浮かんできてしまう。


　営えい業ぎよう先さきからの帰りがけ、駅の売店に売られていた週刊誌を一冊さつ買い、私はそれに目を通していた。





『○○日、Ｏ市の河か川せん敷しきで全ぜん裸らの女じよ性せいが死んでいるのが発見された。女性には全身に打だ撲ぼくの痕があったが、直ちよく接せつの死し因いんは失血性ショック死と判はん断だんされた。そしてその首筋には、二つの穴あなが開けられていた。まるで牙きばの痕のように────』





　第一の犠ぎ牲せい者を選んだ理由は特に無い。吸血鬼となることを選んだ私は、毎日のように獲え物ものを捜さがし求めたが、しかし目もく撃げき者を出さずに犠牲者を拉ら致ちすることが意外にも難むずかしいことであることにすぐに気づいた。人が一人になる瞬しゆん間かんというのが、私が想そう像ぞうしていたよりも遥はるかに少なかったのだ。それぞれが全く異ことなる意思によって行動しているにも拘かかわらず、何な故ぜか人は集まってくる。もちろん、街には必ず構こう造ぞう的な死角が存在する。しかしそこに運良く私と犠牲者だけが居い合あわせるという機会はあまりにも少なく、またそれも僅わずかな時間だけだった。


　手ごろな犠牲者を見つけることが出来ず、徐じよ々じよに苛いら立だちを抑おさえきれなくなり始めていた頃だった。その日は同どう僚りようのミスの尻しり拭ぬぐいのために遅おそくまで残業をしていた。しかし、それが良かった。車で帰き宅たくする途と中ちゆう、偶ぐう然ぜん一人で歩いている女性を見つけることが出来たのだ。時間が時間だったために周囲には人気は無い。住じゆう宅たくの窓まどからもほとんど光は消えていた。


　本当に運が良かった。私は殺してしまわないよう気をつけながら女性を轢ひいた。女性はバンパーにぶつかるとそのまま悲鳴を上げることもなくボンネットの上を転がり、車体の脇わきに倒たおれ落ちた。ブレーキ音を聞かれないようゆっくりと車を停め、バックで女性のところまで戻もどる。女性は意い識しきを失っているようだった。車から降おりた私が身体からだを抱だきかかえても特に反はん応のうは示しめさなかった。手早く後部座ざ席せきに乗せると車を発進させる。バックミラーで確かく認にんしたが、やはり人ひと影かげは無かった。


　自宅に女性を運び込こむと、私はすぐさま準じゆん備びに取り掛かかった。ゆっくりと時間をかけられるほど心に余よ裕ゆうが無かったのだ。期待と恐きよう怖ふ。二つの相反する感情が溢あふれ出し、私の心しん臓ぞうは五う月る蠅さいほどに高鳴っていた。今から思えばなんとも情なさけない限かぎりである。まるで童どう貞てい少年のようではないか。


　私は酷ひどく興こう奮ふんしたまま女性を風ふ呂ろ場ばへと運んだ。血を抜ぬく場所は風呂場に決めていた。映えい画がやドラマなどで何度も血が噴ふき出だすシーンを見ている。人間の血管には思っているよりも高い圧あつ力りよくがかかっているのだ。ならばどんなに上う手まくやったとしてもどこかに血がついてしまうことは避さけられないだろう。風呂場ならそれをすぐに洗あらい流すことが出来る。


　タイル張ばりの風呂場の天てん井じようと壁かべには工具店で買っておいたフックを取り付けておいた。私は女性の足にロープを結ぶと、天井のフックを通して一気に引き上げる。女性の身体はうんざりするほど重かった。完全に浮き上がるまでに私の身体は全身汗あせまみれになっていた。女性を引き上げるとロープの端はしを壁の下部に取り付けておいたフックに結びつける。これで完全に、女性の身体はバスタブの上に逆さかさに浮く形になった。


　この時点で女性は意識を取り戻していたようだったが、未いまだ完全ではないらしくボンヤリとした瞳ひとみで私の姿を見つめていた。これから自分が何をされるのか、彼女は全く分かっていないのだろう。ここでもし、「これからお前の血を抜き取ってやるのだ」と言ってやったら彼女はどんな反応を示すだろうか。泣き叫さけぶだろうか。助けを請こうだろうか。吸きゆう血けつ鬼きに恐怖するだろうか。私はこみ上げてくる嗤いを抑えながら準備を進めた。


　血を抜き出す道具には鉄のパイプを選んだ。これも工具店で手に入れたものだ。長さ二十センチ、直径五ミリほどのパイプは片かた方ほうの先が斜ななめに切り落とされていて注ちゆう射しや器きの針はりのようになっている。効こう率りつ的に血を抜き出す方法を考えて、また吸血鬼らしさを考こう慮りよし、これを選んだのだった。これならば出血が途と中ちゆうで止まってしまうということは無いだろうし、形けい状じようも牙のそれに近いだろう。


　逆さ吊づりの女性の頭を片手で固定し、首くび筋すじを露あらわにする。狙ねらうのは頸けい動どう脈みやくだ。脳のうへと続くその血管は、それだけに心臓からの血流も一番強い。何度か首筋に触ふれ、血管の位置を確かく認にんした後、パイプを手に取った。ドクドクと心臓が跳はねる。興奮が過すぎて視し界かいが赤く染そまっているようだった。これで私は本当に吸血鬼になるのだ。侮ぶ蔑べつではない、恐怖によって私の名前は呼よばれることになるだろう。想像するだけで笑いが抑えきれなくなってくる。


　さぁ────お前の血を吸すわせてくれ！


　私は女性の首にパイプを思い切り突つき刺さした。尖とがった先せん端たんがズブリと肌はだの中に飲み込まれていく。女性は一いつ瞬しゆん何が起こったのか分からなかったようだったが、すぐに痛いたみを感じたのか暴あばれ始めた。力なく垂たれ下がったままだった腕うでをがむしゃらに振ふり回し、その度たびに私の身体にぶつかった。


　しかし、パイプからは思ったほど血は流れ出てこなかった。刺し込んでからしばらくしてトロリと重たげに一筋の赤い水が流れ出してきただけで、取水制せい限げんをされた水道以上にやる気を感じられなかった。どうやら上手く頸動脈を傷きずつけられなかったらしい。私は痛みに暴れる女性を押おさえつけ、パイプを抜き取った。一瞬、出血の勢いきおいが増まし、浴室に赤い雫しずくが撒まき散らされる。


　女性はそれでもしつこく暴れ続けた。ここにきて、やっと自分の命の危き機きを理り解かいしたのだろう。その姿すがたは人間というよりは獣けものに近かった。醜みにくく無様なその姿に、私はうんざりとした気分になった。だが、ここで投げ出してしまっては何の意味もない。私は女性の頭を、自分の服が汚よごれることも気にせず片腕で抱きしめるようにして固定した。女性の腕が鬱うつ陶とうしくうごめき続ける。それでも我が慢まんし、私は何度も動脈の位置を確認し、もう一度パイプを突き刺した。


　今度は上手くいった。一目で成功が分かった。それほどに、パイプから噴き出される血けつ液えきの量は多かった。まるで壊こわれた水道に付けられたホースのようだ。止め処どなく溢れ出し、その勢いは手で押さえていなければパイプ自体も吹ふき飛ばされてしまいそうなほどだった。


　だが、運命の女め神がみは残ざん酷こくだった。成功を確信したときに、失敗が訪おとずれたのだから。女性が一ひと際きわ大きく暴れたのだ。それは最後のもがきだったのだろう。殺虫剤ざいを吹きかけられたゴキブリのように女性はただひたすらに暴れた。ゴトンと女性の身体が落ちたのはその時だった。天井に付けられたフックが彼女の重みに耐たえられなかったのだ。女性の身体は私を巻まき込んで床ゆかに倒れた。彼女の服が自身の血を吸って真っ赤に染そまっていく。バスタブにたまった真っ赤な海の中で、彼女はそれでもやはり死にかけのゴキブリのようにモゾモゾと痙けい攣れんを繰くり返していた。


　やがてそれが収おさまると、後には見るも無残な───まるで幼よう稚ち園えん児じが描かいた絵のように滅め茶ちや苦く茶ちやに赤いクレヨンを塗ぬりたくられた女性の姿が残った。まったく、最悪の気分だった。果たしてこれを見た人は、これが吸血鬼の仕し業わざだと思うだろうか？　マスコミは騒さわぎ立てるだろうか？　どう考えてもそれはありえなかった。


　さらに興きようざめだったのは彼女の足にロープの痕あとが残ってしまっていたことだった。これではどんな風にして血を抜き取ったのか丸分かりではないか。しかも血と水でベトベトになってしまった服は、もうそのまま着せておくことなど出来なかった。仕方なく私は女性の服を全すべて脱ぬがせた。濡ぬれて身体からだに張はり付いた服を剝はぎ取るのはひたすら面めん倒どうだった。脱がせた服は洗せん濯たくして、もう一度着せようかとも思ったがそれには時間が足りなかった。あまり時間をかけてしまうと死体を捨すてに行くことが出来なくなってしまう。


　仕方なく、私はシャワーで肌はだについた血を洗あらい落とし、タオルで水気を取った。そして髪を完全に乾かわかしている余よ裕ゆうもなく、全ぜん裸らの女性を車に押し込んだ。死体を捨てる場所はすでに決めていたので、一直線にその場所へと向かう。


　辿たどり着いたのは、車で十分ほど行った所にある河か川せん敷しきだった。最近になってようやく整せい備びされ始めたその場所は日中には人通りも多いが、住じゆう宅たく街がいからは離はなれているため、夜間は完全に無人だった。ここならば捨てる所を目もく撃げきされることもないし、明日の朝になれば確かく実じつに発見されるだろう。私は適てき当とうな位置に死体を捨て、そして家へと帰った。死体は期待通り、翌よく日じつの朝のニュースで報ほう道どうされた。





『○×日、Ｏ市の公園で女じよ性せいの死体が発見された。


　女性は同市に住む二十一歳さいの女子大生。死し因いんは失血性ショック死で、その首元にはやはり血を抜ぬき取られたと思われる二つの穴あなが開けられていた。その犯はん行こう方法が同じ事から、警けい察さつは連続殺人事じ件けんとして、より捜そう査さを厳きびしくしている』





　第二の犠ぎ牲せい者しやは以前から目をつけていた近所の大学生だった。正確には短大生だったのだが、そのことは後になってから知った。もちろん、瑣さ末まつなことである。近所の人間を狙ねらうことのリスクはもちろん分かっていたが、しかし彼女は最近の若わか者ものにしては珍めずらしく汚きたならしい化け粧しようもせず、露ろ出しゆつ狂きようなのかと思うほど肌の出たファッションも着ず、清せい楚そで清せい潔けつな印象があり、犠牲者としてふさわしいような気がしたのだ。


　私は前回の失敗点を再さい検けん討とうし、しっかりとした計画を立てていた。前回のはあまりにも杜ず撰さんすぎた。犠牲者を手に入れる方法自体が運頼だのみなのだから。これでは今後が思いやられる。


　だから私は予あらかじめ被害者の帰宅ルートを調べ、さらにその道筋に死角になりやすい場所を見つけ、そこで待ち伏ぶせることにした。捕ほ獲かく方法も、車で轢ひくのではなくスタンガンを使うことにした。職しよく場ばの近くにある店で売っていたのだが、実じつ際さいにはそれは買わず、インターネットを使って購こう入にゆうした。


　唯ゆい一いつの問題は、帰宅時間がバラバラな事だった。大学は終わる時間がそれぞれ曜日によって違ちがう。それに加えて友人と遊びに行ってしまえば、下手をすれば一日帰ってこない事だってあるだろう。私はとにかく彼女の動向を細かく調べた。といっても、仕事を休むわけにはいかなかった為ため、彼女の姿を見ることが出来たのは週に二、三度程てい度どだった。しかしそれで十分だった。三週待って、彼女が水曜日は帰宅が夕方の同じくらいの時間であることに気づいた私は、翌週決行することに決めた。


　選んだ場所は近くの公園の直すぐ傍そばだった。街の緑化という名目で植えられた草木が囲むその公園は、周囲が住宅街であるにも拘かかわらず、視し認にん性せいが良くない。また、夕方というのはそこで遊んでいた子こ供どもとその親たちが一いつ斉せいに帰った後でもあるので、人気が一気に引く時間帯でもある。


　私はその草木の陰かげに車を停め、彼女が現あらわれるのを待った。出来る限かぎり目撃される危き険けん性を少なくするためにタイミングを合わせていたから、それほど長い時間ではなかったと思う。その時の私にとっては一時間にも二時間にも感じられていたが、後から考えてみれば、恐おそらくは十分とかからなかっただろう。目的の彼女が、姿を現した。


　私は彼女が目の前を通り過すぎるのを待ち、そして背はい後ごから襲おそい掛かかった。左手で口を押さえ込み、同時にスタンガンを腹ふく部ぶに押し付けた。彼女の身体がガクンと硬こう直ちよくし、指先が細かく痙攣する。懸け念ねんしていた感電は無かった。後で知った事だが、別に身体を接触させていたからといって感電したりはしないらしい。構造上、というか電圧が高くても電流が弱ければ通電しないという、中学生レベルの科学問題だ。


　失神している彼女を車に運び込み、私は急いで家へと帰った。その途と中ちゆうで何度も周囲を確認したが、目撃している者は一人も居いなかった。


　帰宅した私は、彼女を浴室に運び込む前に、着ている服を全て脱がせた。もちろん、下着も全てだ。これで前回のように服を濡らせてしまう心配はない。更さらに足首の部分にはタオルを巻きつけておいた。これはロープの痕が残らないようにするためだ。私は彼女を浴室へと運んだ。


　足をロープで縛しばり、フックに引っ掛け持ち上げる。天井と壁のフックはパテで強化しておいた。しかもフックの数を増ふやして負ふ荷かを分散させるようにした。これで前回のように犠牲者が暴あばれても、落ちてしまうという失敗はないはずである。女性の身体は、やはりうんざりするほど重かった。


　血を抜くための道具も改良していた。金きん属ぞくのパイプを注ちゆう射しや器きの針はりのように使うのは変わらないが、それを二本用意し、真ん中に別の棒ぼうを挟はさんで固定したのだ。これで前回のように一回目と二回目の位置がずれるという心配はなくなる。また暴れる犠牲者を押さえ込んで無理やり刺さす、という面めん倒どうもなくなる。


　彼女はその時点でもまだ意識を失っていた。少し衝しよう撃げきが強すぎたのだろう。眠ねむったままのほうが楽でいい───一いつ瞬しゆんそう考えたが、しかし私はすぐに考え直した。それではダメだ。どこの世界に眠っている相手からコソコソと血を吸すい取っていく吸きゆう血けつ鬼きがいるというのだ。


　結局、私は彼女が意識を取り戻もどすまで約三十分ほど、待たなければならなくなった。


　意識を取り戻した彼女は、最初、自分が置かれている状じよう況きようを理り解かいできない様子だった。呆ぼう然ぜんとした焦しよう点てんの合わない瞳ひとみが私を見て、周囲の見み慣なれない風景を見て、再ふたたび私の元に帰ってくる。


　私はそれを確かく認にんすると、その瞳の前に私の『牙きば』を見せ付けてやる。その形状から、最初それがどういうもので、これからどのように使われるのかを理解できなかった様子だったが、覚かく醒せいし始めた意識は否いや応おうなしに彼女に理解を強要する。


　彼女の瞳が、大きく見開かれた。何かを叫さけぼうと、口が開かれる。その瞬間に合わせて、私は彼女の首にパイプを突き刺した。予め動脈の位置は確認してあったので、失敗することは無かった。白い肌はだの奥おくに十分な深さで突き刺さる針状の先せん端たん。その反対側から、勢いきおい良く真っ赤な液えき体たいが噴ふき出してくる。


　彼女は当然のことながら暴れた。自分が殺されようとしている事を理解し、あるいはただ痛みのためにパニックを起こし、必死に抵てい抗こうした。だがそれは、前回の被ひ害がい者しやに比くらべればずっと弱々しいもので、時間も僅わずかだった。


　やがて、彼女の全身から力が抜けていく。最後に、ピクリと一度だけ身体からだを痙けい攣れんさせて、そして彼女は永えい遠えんに沈ちん黙もくした。一いち応おう、念のため私は彼女の呼こ吸きゆうと心しん拍ぱくが止まっているのを確認し、パイプを抜く。その際に飛び出した血が私の顔を濡ぬらしたが、気にはならなかった。


　私は完全に死し亡ぼうしている彼女の身体を下ろし、最も早はや溢あふれ出すもののない傷きず口ぐちをタオルで拭ぬぐい、元の服を着せ直した。意識の無い人間の服を脱ぬがせることは難むずかしかったが、死んでいる人間に服を着せることは、それよりもずっと難しかった。


　それが終わると、私は彼女を背せ負おい、車に乗せた。死体の捨すて場所は前回と同じところを考えていたのだが、すでにそこでは警けい官かんが巡じゆん回かいしていて、近づくことが出来なかった。仕方なく、彼女を捕つかまえた公園に捨てることにする。他ほかに、人目の少ない場所が思いつかなかったのだ。


　時間帯が時間帯であった為に、周囲に人ひと影かげはまったく無く、私は適てき当とうな場所に彼女の遺い体たいを捨てた。その遺体は、翌よく日じつの朝になって、飼かい犬の散歩に出ていた近所の人間によって発見された。





『○△日、Ｏ市のＪＲ××線高こう架か下で少女の死体が発見された。


　少女は同市に住む十六歳さいの高校生で、やはり死し因いんは失血性せいショック死。首元には二つの傷があり、これら一連の事じ件けんはその犯はん行こう方法から連続吸血鬼殺人事件と名づけられることとなった』





　第三の犠ぎ牲せい者しやを選んだ理由は、処しよ女じよの可か能のう性せいが高い女性、だった。吸血鬼といえばやはり処女の生き血を啜すするものである。いったいどこからそんな知ち識しきを得たのかは思い出せないが、概おおむねイメージというのはそういうものだ。どうしてそう思うのかも説明できないくせに、それ以外はまるで考えられない。固定観念、というやつだろう。


　処女であるのならば、やはりそれは少女の方が確かく率りつが高いだろう、そう考えた。もちろん歳としをくっていても処女である可能性は無いわけではなかったが、それでもグンと下がる。全くもって面倒くさい。どうせなら『自分は処女です』といったプレートでもぶら下げていれば良いものを。そうすれば一人ひとり眺ながめながら悩なやまなくてもすんだのだ。


　選んだ少女は快かい活かつそうな顔で、身体つきも健康そのものだった。ブクブク醜みにくく太ってもいないし、かといってガリガリに瘦やせてもいない。それはおそらく部活動をやっているからだろう。調べてみるとテニス部らしく、練習は夕方までだった。帰りは途中まで友人達と一いつ緒しよで、その後五分ほどは一人になった。


　その五分の距きよ離り。これがとても困こん難なんな壁かべだった。その五分間は完全に住じゆう宅たく街がいの真ん中で、夕方の時間帯では人通りが途と絶だえることは無かった。しかも少女は今時珍めずらしく近所付き合いがあるらしく、知り合いに会うことも少なくなかった。時には家族──おそらく母親であろう四十前の女性だ──と会うこともあり、全くといって良いほど隙すきが無かった。


　ここまで来ると、さすがの私も標的を代えなければならないかと、半ば諦め掛かっていた。そんな時、素す晴ばらしい情じよう報ほうを手に入れた。少女の学校がこの時期に修しゆう学がく旅行に行く、というものだった。少女が高校二年生であることは知っていたので、それならばチャンスがあると思った。発想の逆ぎやく転てん、というやつである。何も吸血鬼だからといって夜ばかり行動する必要はない。朝であっても、要は太陽さえ出ていなければ問題ないのだ。私は以前、出しゆつ張ちようのため早朝に家を出たとき、少女の学校の生徒が集まっているのを見たことがあった。その時も修学旅行だった。何年か前の話だが、この数年間でスケジュールが変わっていなければ、チャンスはある。もちろん、早朝といっても夜間よりは圧あつ倒とう的にリスクが高いのは事実だったが、このチャンスを逃のがせば次は無いように思えたのだ。


　修学旅行当日。私は目もく撃げきされても大だい丈じよう夫ぶなようスーツを着て家を出た。少女が何時ごろ家を出るのか分からなかったため、かなり早い時間だった。辺りはまだ真っ暗で、少し肌はだ寒ざむかった。少女の家からいつも友人と別れている曲がり角の丁度中間辺りに車を停める。もしかしたら曲がり角で友人と待ち合わせしているかもしれない、とその時になって気づいたが、最早作戦を変へん更こうしている余よ裕ゆうは無かった。必要ならば二人とも連れ去るつもりでいた。


　少女が家から出てきたのは私が待ち伏ぶせてから三十分ほどしてからだった。修学旅行の目的地がどこなのかは知らないが、大きなバッグを背負って、少女は一人で歩いてきた。曲がり角に視し線せんを向けると、そこには誰だれも居いない。少女は一人で学校へ向かうのだ。と、その時は思い、作戦を実行したわけだったが、後になってそうではなかったことを知った。少女は友人と待ち合わせをしていたのだ。しかしその友人は遅ち刻こくしてしまい、到とう着ちやくしたのは私が少女を連れ去ってから十分も経ってからだった。なんたる幸運。吸きゆう血けつ鬼きが言う台詞せりふではないが、神様の思おぼし召めしというやつだろう。


　少女をスタンガンで眠ねむらせて車に乗せ──当然ながら荷物も全すべて載せた──私は急いで帰った。そして前回と同じ手順で、少女の服を全て脱がせた。少女の裸ら体たいは思っていた通り健康的で美しく、私は彼女を犠牲者に選んだことに満足していた。


　しかし、すぐに失敗だったと気づかされた。少女は処女ではなかったのだ。私の興こう奮ふんは一いつ瞬しゆんにして消え去ってしまった。あれほど苦労したのに、この仕打ちはいったいなんだというのだ。消しよう沈ちんした気持ちは、やがて少女への怒いかりに変わっていく。私はその怒りのあまり、少女を犯おかしていた。


　……まったく、あれは失敗だった。怒りに我われを忘わすれるなど、情なさけない話である。冷静さと冷血さを忘れるなどというのは、吸血鬼にあるまじき行こう為いだった。私は反省すると、少女の血を抜ぬいた。そしていつもより少し遅おくれて出しゆつ勤きんした。少女の死体を捨てるのは夜になってからになる。もしかしたら大おお騒さわぎになって捨てに行くどころではないかもしれないと思ったが、しかしその時の私にはそんな気力はなかった。自分の望んでいた被ひ害がい者しやではなかった。それがどうしようもなく、私から気力を失わせていたのだ。





０４／





　こうして、私は三人の女じよ性せいを殺した。


　かつての級友たちは今の私を見てどう思うだろうか？　自分達が本物の吸血鬼を生み出したのだと知ったら何を思うだろうか？　怯おびえて泣き震ふるえるだろうか？　私に許ゆるしを請こうだろうか？　罪ざい悪あく感に涙なみだするだろうか？


　それを想そう像ぞうすると、たまらなく愉ゆ快かいな気持ちになった。


　そう、私は吸血鬼だ。


　もう何も恐おそれることは無い。まったく逆の立場になる。これまで私を蔑さげすんできた全ての人間が、私の存そん在ざいを恐れるようになるのだ。私は最も早はや、誰にも怯えることなく生きていくことができるのだ。


　私は、晴れ晴れとした気分だった。週しゆう刊かん誌しの記事を何度も何度も読み返しながら、堪こらえようも無く口元が歪ゆがむのを自覚する。


　そんな時だった。唐とう突とつに、ストンと隣となりに誰かが座すわってきた。本当に突然のことで少し驚おどろく。まだ空すいている車内は人一人分空けて座れるだけの余裕があるというのに。私は私の思考が漏もれていたのではないかと──そんな事あり得ないのはわかっているのに──不安になった。


　隣に座っていたのは、少女だった。まだ小学生くらいだろう、背せの低い、そのくせ驚くほど髪かみの長い少女だった。今時の、街で見かける小学生のような自じ意い識しき過か剰じようなまでの派は手でな明るさは無い。黒く暗く、静せい謐ひつさすら感じるほどのその姿すがたは、酷ひどく現げん実じつ感が薄うすかった。


　しかし本当に驚いたのはその後だった。


　少女はこちらには顔を向けず下を向いたまま、少女らしからぬ深い声で私に話しかけてきた。


「その事じ件けんに、興きよう味みがあるの？」


「え────あ、あぁ、そう。まぁ、そうだよ」


　こんな少女が、見ず知らずの男性にいきなり話し掛けてくるなんて、かなりの異い常じよう事じ態たいなのではないだろうか？　答える声が、思わず裏うら返がえりかけてしまった。


　少女からはおよそ人間味というものが感じ取れない。こちらからは何を考えているのかまったく分からないのに、何な故ぜだかこちらの考えは何もかも知られているような気がして、私は焦あせったように言葉を返した。


「君も……興味あるのかい？」


「いいえ」


　少女は首を振ふった。しかしすぐに、


「犯はん人にんはどうして被害者の血を抜くのか」


　なんて、話を続けてきた。


　少女はどうしてそんなことを私に聞くのだろうか。まったく見ず知らずの私に。


　徐じよ々じよに落ち着いてくると、今度は逆ぎやくに少女に対して興味が出てきた。彼女は普ふ通つうではない。明らかに異常だ。だが、だからこそ私は興味を持った。私を『吸血鬼ヤロウ』と罵ののしった馬ば鹿か連中とはまったく違ちがう、その異質さが私を惹ひき付けた。


「それはもちろん、吸血鬼だからだよ。吸血鬼は血を吸すうものだろう？」


「そう？」


「そうだよ。吸血鬼を名乗るからには、血を抜かないとね」


　答えながら、それとなく少女を見る。細く、まだまだ幼おさない身体からだ。しかしそれは清せい潔けつさの顕あらわれでもあった。この少女の身体には一いつ切さいの穢けがれが無い。病的なほど白い肌はだには一点の曇くもりも無く、輝かがやかしいほどに滑なめらかだ。


　彼女なら……いや、彼女こそ。


　吸血鬼の犠ぎ牲せい者しやにふさわしいのではないか。


　私は知らず溢あふれ出していた唾つばをゴクリと呑み込こんだ。


　この少女が全裸のまま逆さかさに吊つられ血を抜かれていく光景を想像する。それはどうしようもなく残ざん酷こくで、耐たえようも無く淫いん靡びで、同時にあらゆる絵画の名作を超ちよう越えつする圧あつ倒とう的な美しさを持っていた。そしてその美しさは多くの愚おろかな人間たちにも理り解かいできるだろう。可か憐れんな少女の美しくも悲ひ惨さんな死は、世界中の人間を魅み了りようするに違いない。


　それから比くらべれば今までのは全くの駄だ作さくだ。児じ戯ぎに等しい。


　この少女を吸い殺してこそ、私は本当の吸血鬼になれる。それは予感などではなく、確かく信しんだった。彼女以外にはありえない。彼女以外を殺すところなど想像もできない。


「犯人は被ひ害がい者しやを厳げん選せんしている。犯人は自分の求める『犠牲者』を探さがしている。被害者の年ねん齢れいが徐じよ々じよに下がっているのもその為ため」


「あぁ───そうだね」


　少女は私が何を考えているのかなんてまったく気づかぬ様子で話を続ける。その警けい戒かい心しんの無さを私は愚おろかだとは思わなかった。私にとって都合がいいのならば、なんでも構かまわない。彼女の言葉に適てき当とうに答えながら、私の頭の中はすでに、この少女をどうやって誘ゆう拐かいするかだけを考えていた。このまま、私の家に誘さそってみるか？　上う手まくやればついてくるかもしれない。しかしそれはかなり危き険けんだった。いくら空いているといっても、車内には二十人近く乗っている。私と少女がここでこうやって話しているのも、当然見られているわけだ。このままこの少女が行方ゆくえ不明になれば、間違いなく私が疑うたがわれることだろう。だが、一方でこの絶ぜつ好こうのチャンスを見み逃のがすのはあまりにも惜おしかった。もしこのまま別れてしまったとして、果たして再さい会かいできる可か能のう性せいはあるだろうか？　いや、それはまずあり得ないと考えるべきだろう。社会人である私と、小学生である彼女が再会するチャンスは、限かぎりなくゼロに近い。


　ならば、どうするべきなのか。私はそれを考える。


「三件目ですでに高校生まで下がっている。次の被害者はもっと若わかいかもしれない」


「え？　あぁ……そうかもしれないね。うん、確たしかに、その通りだ。案外、君のような子が危あぶないんじゃないかな？」


「……私？」


「そう。君みたいな可愛かわいらしい女の子が、きっと一番狙ねらわれているよ」


　ちょっとした悪戯いたずら心ごころで私はそう言った。これで怯おびえさせてしまい、警戒されてしまったら本末転てん倒とうなのだろうが、それが分かっていても尚なお、私は彼女の震ふるえる姿を見てみたかったのだ。


「どうした？　怖こわくなってきたかな？」


　挑ちよう発はつするように問いかける。


　しかし、少女はあっさりと首を振ふった。僅わずかに遅おくれて揺ゆれる長い髪かみが美しい。


「いいえ。怖くないわ」


「どうしてだい？　吸きゆう血けつ鬼きに襲おそわれるかもしれないんだよ？　怖いだろう？」


「いいえ。ぜんぜん怖くないわ」


　少女の冷静さに、私は少し不ふ愉ゆ快かいな気分になった。確かにこの無警戒さは私にとってプラスに働くものではあるのだが、それでも吸血鬼となった私に恐きよう怖ふを感じない彼女のそれは、むしろ侮ぶ辱じよくされたように思えて、許ゆるせなかった。


「どうしてだ。吸血鬼だぞ？　怪かい物ぶつだぞ？　君も血を吸われて殺されるかもしれないんだぞ？　きっとすごく痛いたいだろう。注ちゆう射しやよりもずっとずっと痛いだろう。そんな痛いことをされるんだぞ？　怖くないはずがない」


　だが、それでもなお、少女は首を振る。


「だって、犯はん人にんは私と同じだもの」


「同じ……？」


「同じ側に立つ人間。生の中に在ありながら死を志し向こうする者。狂きよう気きに魅み入いられた魂たましい」


　いきなり、何を言っているのか。


　私には分からない言葉で、彼女は語る。


「犯人は私と異ことなる方向性を持つ、私と同じ属ぞく性せいのイキモノ。生まれながらの異い常じよう者。存そん在ざい自体が害悪のバケモノ。だけどこの犯人はそのことに気づいていない。自分が初めから壊こわれていたのだというその事実に。おそらく犯行を繰くり返している今でも」


「そ、そんな事は……」


「犯人はその犯行を自分で考えたんじゃない。脳のうから生み出されたものじゃない。それは自分の奥おく深く、真っ黒な魂から浮うかび上がってきたもの」


「何を……」


「この事じ件けん、犯行自体はとても中ちゆう途と半はん端ぱ。衝しよう動どう的で何の考えもない。あまりに稚ち拙せつで、酷く無様。『吸血鬼』なんていう名前からは程ほど遠とおい、ただの快かい楽らく殺人。だけどそれは、あくまで犯行だけを見た場合」


「何を言っているんだ……」


「犯人にとって犯行自体は何の意味も持たない。血を抜ぬくという行こう為いにさえ、実は何の意味も無い。犯人はただ、自分の渇かわきを潤うるおすために犯行を繰り返している。渇き───日常の中に適てき応おう出来ない異常者の苦く痛つうを、嘆なげきを。犯人は自身の内から溢あふれ出してくる衝動を抑おさえ続けなければ社会に出て行けない。そうしなければ瞬またたく間に駆く逐ちくされてしまうと知っているから。あるいは、その体験をしているのかもしれない。自身が本来、排はい斥せきされるべき弱者であることを体感しているのかもしれない。故ゆえに、犯人は自身の本ほん性しようを隠かくそうとしていた。だけど初めからそんな事は不可能。そんな事は絶対にあり得ない。初めから異常な者は終わるときまで異常であり続けるしかない。そしてそんな矛む盾じゆんが渇き。犯人にとって犯行は、その渇きを潤すためだけのもの。だから犯人はどうしようもなく───『吸血鬼』なのよ」


　この少女は何を言っているんだ？


　そんなのはあんまりにも見当違ちがいだ。そんな事はあり得ない。犯人である私がそう言うのだから間違いない。だが、少女の言葉を否ひ定ていすることは簡かん単たんではなかった。彼女の言葉は確かく信しんとも断だん定ていとも違う、まるで最初から知っていたかのような、そんな響ひびきが込められていたからだ。


　私は徐々に怖くなってきた。


　信じ難がたいことではあるが、私は彼女に──こんな少女に──怯えているのだ。


　それも、かつての級友達に感じた恐怖とは違う。


　この少女は、違う。私達とは違う。異い質しつな存在だ。


　彼女はこんな場所に居いてはならない存在なのだ。


「君は……君は、どうしてここに？」


　震える心を何とか覆おおい隠しながら、私は聞いた。


　少女はただポツリと、「見たかったから」そう言った。


「見たかった？　あ、あぁ。この記事かい？」


「いいえ────」


　スッと、それまでずっと伏ふせられていた少女の顔が上がる。長い髪が額ひたいをサラリと滑すべって、彼女の瞳ひとみを顕あらわにする。笑うわけでも、怒おこっているわけでもない、何の感かん情じようも見受けられない深遠の色をした瞳が、私を捕とらえる。


「アナタを」


「あ─────────────────────────────────────」





　　　　＊　＊　＊





　ガタン、ガタン。


　定期的に揺れる車内。僅わずかに聞こえる話し声。


　窓まどから差し込む夕日が、世界を何ど処こまでも赤く染そめていた。


　気づいたら、少女の姿すがたは何処にもなかった。まるで夢ゆめだったかのように、綺き麗れいさっぱり消え去っていた。しかし、夢ではない。降おりるべき駅を乗り過すごしてしまったのだろう、見み慣なれない風景が、それを証しよう明めいしていた。


　いったいどれだけ汗あせをかいていたのか、冷れい房ぼうの風が凍こごえそうなほど冷たい。


　だが、今はそんな事、気にもならなかった。


　少女の言葉が頭の中に溢れている。


　私は異い常じよう者なんかじゃない。私は壊れてなんかいない。


　生まれながらに狂気に染まってなんかいない。


　私はただ、吸きゆう血けつ鬼きのフリをしていただけなのだ。吸血鬼のフリをして、私を馬ば鹿かにした連中に仕返ししてやろうと思ったのだ。仕返しして……そして、私を認みとめさせたかったのだ。私の力を示しめしてやりたかったのだ。そうすることで、私がただ蔑さげすまれるだけの弱い存在ではないのだと、理り解かいして欲ほしかったのだ。


　かつての級友たちに。そして、上司に、同どう僚りように、部下に、取引先の相手に。世界中の全すべての人間に、認めて欲しかった。私が弱者ではないのだと。私は強者なのだと。


　だから私は吸血鬼になることを選んだ。そうすることで、私はそれまでの弱い私ではなくなったのだ。誰だれよりも、強い存在に生まれ変わったのだ。だから私は、それで満足している。それで十分足りている。


　なのに……。


　何い時つからだ？


　私はいったい、何時から吸血鬼になっていた？


　吸血鬼のフリをするのではなく、吸血鬼そのものに取って代わっていたのは何処からだ？


　分からない。


　いったい何時から、私は狂くるっていたのだ？


　一人目の犠ぎ牲せい者しやから？


　二人目？　三人目？


　それとも……最初から？


　違う、そんなのおかしい。


　そんなはずがない。私はだって、これまで普ふ通つうに生きてきたじゃないか。私の人生は平へい凡ぼんの一言で事足りるほどに、特別なことなど一つも起きないものだった。異常者によくある家庭の問題や悲ひ惨さんな体験など一つもない。普通の家庭に生まれ、普通の学校に通い、普通の会社に就しゆう職しよくした。そこには一いつ切さい、異常や狂気などの入ってくる余よ地ちはない。


　なのに……私はあの少女を見て、殺してみたいと思っていた。それも、あまりにも簡単に。出会ったばかりの少女を、何の意味もなく殺してみたいと、そう考えたのだ。それは本来ならばあり得ないはずの思考。決して赦ゆるされない嗜し好こう。そんな事は、あってはならない。絶ぜつ対たいにあってはならない、はずなのに。私は、彼女を殺すことしか考えられなかった。殺意でしか、彼女を見ることが出来なかった。


　怖こわい。どうしようもなく怖い。


　もしかしたら、少女が語ったように、私の中には本物の吸血鬼が眠ねむっているのかもしれない。そして私は、その吸血鬼に操あやつられているのではないか。思い出す。吸血鬼によって血を吸すわれた者は、その者もまた吸血鬼になるのだという逸いつ話わを。私はもしかしたら、かつて、覚えてもいない昔に吸血鬼によって血を吸われていたのではないだろうか。そして、気づかぬうちにその血に汚お染せんされていたのではないだろうか。


　その考えは、一いつ瞬しゆんにして私の心を埋うめ尽つくした。


　いやだ。いやだ。いやだ。


　吸血鬼になんてなりたくない。


　私はそんな事は望んでいない。


　私はただ、吸血鬼のフリをして、私を罵ののしった連中に復ふく讐しゆうしたかっただけなのだ。


　世に吸血鬼が存そん在ざいするのだと錯さつ覚かくさせて、怖がらせたかっただけなのだ。


　そうして私の強さを、理解して欲しかっただけなのだ。


　私自身が、吸血鬼として生きていたいわけでは、断だんじてない。


　私は、異い端たんでありたいわけではないのだ。


　どうすれば───どうすれば良い？


　どうすれば私は元の私に戻もどれる？


　そうだ。一つだけ方法があった。


　気づいて、思わず笑い出しそうになる。


　なんだ、とても簡かん単たんなことではないか。


　警けい察さつならきっと───私の中の吸血鬼を退たい治じしてくれるに違ちがいない。
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「あれー？　犯はん人にん、捕つかまったんだ？」


　夕食時のテレビでそのニュースは突とつ然ぜん流れ始めた。それは最近騒さわがれていた『吸血鬼』殺人事じ件けんの犯人が自首したという内ない容ようだった。


　犯人はごく普通のサラリーマンだったようだ。そういうのを聞くと何とも嫌いやな気分になる。こういった『ごく普通の人』が起こす猟りよう奇き的な犯はん罪ざいというのは、例えばそこらに転がっている馬鹿ガキどもの犯罪とか政治家や医者の犯罪よりもずっと重たいものだと思う。


　もちろんそれは、罪つみが重たいとかそういう意味ではなく、その事実自体が重たいのだ。僕ぼくは人間関係というのは信しん頼らいで成り立っていると思う。だって、普ふ段だん当たり前に会っている誰かが、心の底でどんな事を考えているのか──どんな狂きよう気きを隠かくしているのか──なんて僕にはまったく分からない。相手が危き険けんであるかどうかなんて、一目にも二目にも、どれほど話したって分かるもんじゃない。分かった気持ちにはなれるだろうけれど。


　でも、その分かった気持ちというのが大事なのだ。分かった気持ちになれなければ、人は人の中に居いられない。相手の考えていることが全く分からない───その事実を目の前に突きつけられた状じよう態たいでは、人は一歩も前には進めない。噓うそでも、欺ぎ瞞まんでも良い。少しでも分かった気持ちにならなければ、僕達は生きていくことすらできない。


　だから、この事件は凄すごく重い。その『分かった気持ち』をぶち壊こわしてしまう事件だから。


「でもまぁ、これってお隣となりの県の事だしね。あんまり僕らには関係ないかな？」


　気分を変えるためにそう志乃ちゃんに話しかけたが、もちろん当然当たり前、志乃ちゃんは無言だった。


　彼女は、相変わらず部屋の隅すみっこで食事を摂とっている。正せい座ざをして、志乃ちゃん用に用意した小さな子こ供ども用のテーブルに乗ったお皿に黙もく々もくと箸はしを進めていた。彼女の食事風景は、なんとも味気ない。まるで栄養を摂るためだけの作業じみていて、僕としてはいまいち作り甲が斐いのない気分になる。まぁ、そのくせ滅めつ多たに──どうしようもない理由がない限かぎり──外食してくることはなく、間食を摂ることもなく、僕の作ったご飯以外ほとんど食べないのだから、いったいどう考えればいいのかさっぱり分からなかった。


　今日だって帰りが遅おそかったのに、ちゃんとこうやって僕のアパートまで帰ってきて食べているのだった。しかも行き掛がけにはしっかり「今日は遅くなります」と一言残してくれる辺り、思わず苦く笑しようが漏もれるのだった。


「ところで……今日はいったいどこに行ってたの？　せっかくのお休み、満まん喫きつできたかな？」


　自分でも小学生相手に言う言葉じゃないな、とは思うのだが、事実なのだからどうしようもない。志乃ちゃんは某ぼう有名私立小学校に通っていて、普段は朝から晩ばんまで勉強の二文字で埋め尽くされている生活を送っている。それは僕達のような一いつ般ぱん人にとっては休日と呼よばれる日だって同じで、僕は彼女が小学生らしく遊んでいる姿すがたを一度も見たことがなかった。


　しかし今日は、本当に久ひさしぶりの、まったく勉強の時間のない──学校もなければ塾じゆくもない──休日だったのだ。「遅くなる」なんて言っていたからには、きっと遠くまで出かけていたのだろう。


　そんな僕の問いかけに志乃ちゃんはピタリと箸を止め、僕の顔を見て───そして一度だけ何な故ぜか、相変わらず『吸きゆう血けつ鬼き』殺人事件のニュースが続いているテレビを見て、
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「……あんまり」


　と、少し落らく胆たんしたような声で答えた。













"Dracula Syndrome" is closed.
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　だが、悲しいことに────。





　生きたいという人間の意い志しは、しかし、死によってのみ完結される。
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　あの事じ件けんから一週間後、僕は大学のカフェで先せん輩ぱいと再さい会かいした。


　いつも座すわっているのと同じ窓まど際ぎわの席。先輩はこの前と同じアイスコーヒーを飲んでいた。なんでも猫ねこ舌じたらしく、先輩はたとえ冬場であってもアイスしか飲まないのだそうだ。つい一昨日、給料日があってリッチな僕も八十円のパックミルクティーを買った。……ぜんぜんリッチじゃないとか、そんなツッコミは素す敵てきなくらい大きなお世話である。


「先輩、怪け我がの方はもう大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


　対面の椅い子すに座すわりながら、先輩の腕うでに視し線せんを向ける。女の子らしからぬ引き締しまった筋きん肉にくの見える上じよう腕わん部ぶには、もう包帯は巻まかれていなかった。


「あぁ、もー大丈夫。痕あとも残らんかったわ」


　腕を撫なでながら先輩は気楽そうに言う。あんなことがあったっていうのに、その仕草は何事もなかったようにいつも通りだ。直後の先輩の表ひよう情じようを思い出すとあんまりにもあんまり過すぎる豹ひよう変へんだったけれど、彼女のこういうあっけらかんとしたところは何だかとても男だん性せい的で──性差別的な見けん解かいだが──好ましく思う。


「それは良かったですね」


「うん。もし残っとったら、責せき任にんとってもらわなアカンところやったで」


「責任って……もしかして、僕に言ってるんですか？」


「もちろん！」


　先輩は何な故ぜか無む駄だにピースをしながら笑った。


　一体全体、どうして僕が責任を───と反はん論ろんしようとして、しかし先輩の表情から冗じよう談だんの色が消えたのに気づき口を噤つぐむ。


「で、その事やねんけど……どうやら、あの子もうちらと同じ目的やったみたいやな」


「え、えぇ……そうだったみたいですね」


　事件のことを思い出す。


　あの後、爆ばく発はつ音を聞きつけた近きん隣りんの住民の通つう報ほうで警けい察さつやら消しよう防ぼう車しややら救急車やらが一いつ斉せいに駆かけつけた。閑かん静せいな、という言葉が頭につく住じゆう宅たく街がいは瞬またたく間に野や次じ馬うまやらなんやらで溢あふれ返り、収拾がつかないくらい大おお騒さわぎになった。いや、冗談ではなく、一時はテロではないのかという噂うわさまで流れたくらいなのだ。


　面めん倒どうごとに巻き込こまれたくない気持ちはあったが、先輩を病院に運ばなければならなかったし、僕の顔は正面の家の住人に見られている。迂う闊かつに逃にげたら変な疑うたがいをかけられかねなかったので、僕らは素す直なおに救急車に乗り、向かった先の病院でそのまま事情聴ちよう取しゆを受けることになった。


　といってもその内ない容ようは凄すごく簡かん単たんで優やさしく、別に僕たちを犯はん人にん扱あつかいしている様子ではなかった。先輩の武ぶ装そうを思いっきり見られているはずなのだから、誤ご解かいされてもっと厳きびしい取り調べがあっても良かったはずなのに。


　しかし、そんな疑ぎ問もんを口にした僕に、治ち療りよう室から平然とした顔で出てきた先輩は、「ツテがあるからなぁ」と簡単に肩かたを竦すくめて言った。いったいどんなツテなのか、そしてそれが合法的なものなのかとても気になったが、ドツボに塡はまってしまいそうな気がして触ふれるのは止めておくことにした。なんにしても、思っていたほど面倒なことにならなかったのは幸いである。


　事件は当然といえば当然だが、大きなニュースとなった。住宅街での突とつ然ぜんの爆発。更さらに翌よく日じつになってから発表された真実──少女が爆ばく弾だんを抱かかえ自爆し、五人もの人間を殺害した──は瞬く間に日本中、世界中に広がり大きな波は紋もんを呼よんだ。


　そういうのは世界のニュースでなら見ないこともないけれど、豊かで安定している、と客観的には評ひよう価かされている今の日本では、絶ぜつ対たいに考えられない事件だ。


　当然、動機の究きゆう明めいが最さい優ゆう先せんで求められ、更にその後の捜そう査さで、少女の友人が男達の罠わなに掛かかりレイプされていたことが分かった。その友人──今もちゃんと生きている。自殺は諦あきらめたらしい──が、そう証しよう言げんしたのだ。つまり、彼女は僕らと同様に、オトシマエをつけるために自分から男達の罠に乗り込んでいったのだ。


　ただし、決定的に違ちがうのは、少女は最初から死ぬ気だったということだ。少女もまた、自殺願望を持っていたのである。


　だから自爆という言葉はあまりにも正しく、それ故ゆえに重い。


　爆弾の作り方に関しては、インターネットを使えば調べることは容易たやすい。また、材料自体も入手は簡単だった。なんでも、学校の理科室にある材料で十分らしい。実じつ際さい、少女の通っていた学校で、いくつかの薬品類が紛ふん失しつしていることが判はん明めいし、早くも学校側の管理体たい制せいの不ふ備びが問題となっていた。


　といっても、所しよ詮せんはメイドイン理科室の素人しろうと爆弾。あの時は建物自体が吹ふっ飛んでしまったのではないかと思ったほどの爆発は、しかし、実際には日本の耐たい震しん性せい抜ばつ群ぐんの建物を破は壊かいするには遥はるかに及およばなかったらしく、せいぜい壁かべを焦こがした程てい度どだったそうだ。


　しかし、それでもあの場に残っていた全員が死し亡ぼうした。


　爆弾を抱えていた少女はもちろん、五人のうち二人が即そく死しし、残りの三人も駆かけつけた救急車によってすぐさま病院に運ばれたが、その日の内に死亡した。


　死し因いんは主に多量の出血による血けつ圧あつ低下に伴ともなう心停止。つまるところ、失血性ショック死。


　遺い体たいには無数の、抉えぐられたような傷きずがあった。爆弾には、無数の金きん属ぞくの釘くぎが埋うめ込まれていたのだ。それらが爆発の勢いきおいで周囲に撒まき散らされ、散弾となって男達を襲おそったわけである。これは対人殺さつ傷しよう目的の爆弾としてはベターな方法らしく、こういった知ち識しきも、恐おそらくインターネットで手に入れたのだろうと見られている。


「それを考えると、うちが助かったんは奇き跡せきなんやなぁって思うわ」


　口調こそ暢のん気きではあるものの、まったく冗談ではない話だった。


　実際、先せん輩ぱいの倒たおれていた場所の、すぐ近くのコンクリート塀べいには数すう箇か所しよにわたって、飛来した釘によって抉り取られた跡あとが残っていた。ほんの一いつ瞬しゆん、反はん応のうが遅おそかったら、彼女も助からなかったかもしれない。奇跡なんて馬ば鹿か馬鹿しいとは思うけれど、それ以外には言いようがないのも事実だった。


「でも、まさかあんなことになるとは……」


「うん。それはまぁ、うちもそう思うけどね。でも、それほど悪い手やないとも思う」


「というと？」


「だってほら、一石二鳥やんか」


「一石二鳥って……それって間違ってません？　自分が死んじゃってるんですよ？」


「もともと自殺するつもりやったんやろ？　ほんなら、かまへんやん」


　無む茶ちや苦く茶ちやな論ろん理りだったが、僕は反論する言葉を思いつかず、話題を変えることにした。はっきり言って、あの時の少女の言動やその動機に関してはあまり深く考えたくなかったのだ。


「でも、まだあのサイト、残ってるんですよね？」


「うん。あのアドレスはもうダメやけどね。でも、なんや、ミラーが山ほどあるみたいやで。しかも、管理人の違う、ソースだけパクった似え非せページもあるみたいやし」


　当然ながらこんな大事じ件けんが起こった以上、警けい察さつはサーバーに対してサイトを削さく除じよするよう要よう請せいし、その日のうちに僕達の見ていた『デッドエンドコンプレックス』は抹まつ消しようされた。


　だが、そんなのは全然意味のないことなのだ。なにせ、サイトというのは結局のところ電子情じよう報ほうの塊かたまりでしかない。複ふく製せいすることは簡単で、例え一つのサーバーで削除されようとも、すぐまた別のサーバーにアップロードされてしまう。同種の掲けい示じ板ばんと保ほ存ぞんしておいたログを持ってくれば、完全に同じサイトの出来上がりだ。


「国内のドメインはともかく、海外のやとなかなか手が出せんしなぁ」


「正直、理り解かいできませんね。どうしてそこまでするのか。だって、自殺を誘ゆう発はつさせるサイトなんですよ？　それって間かん接せつ的な殺人じゃないですか」


「まぁ、そのあたりは難むずかしいところやな。サイトの内容そのものが一連の自殺と直接関連してることを立証せなアカンわけやし。例えば今回は爆弾造づくりのサイトも削除処しよ分ぶん食らったみたいやけど、そいつらにしたら別に本気で人殺しのための爆弾の造り方を教えてたつもりはないわけやろ？　まさか、そんなことするとは思わなかった、って感じで」


「それはそうなんですけど……」


「結局のところ、情報は情報でしかない。それ自体の善ぜん悪あくを問うことは、前に話したけど、子こ供どもに殺人を教えることを禁きん止しするのと一いつ緒しよで、実のところ社会の傲ごう慢まんでしかない。つまり、都合の悪い情報は全部隠かくして、都合の良い情報だけを与あたえる洗せん脳のうや。キタの方の国なんて、その極きわみやろ？」


「…………」


「せやから、それについて罪つみに問うっちゅうんはちょっと問題やと思う。もちろん、あんま褒ほめられたことやってるわけやないし、自主規き制せいすべきデリケートな部分やとは思うけどね」


　そうなのだろうか。先輩の言っていることはある意味で正しいような気がする。だけど同時に、どうしようもなく間違っているようにも感じられた。


　確たしかに僕だって、もう随ずい分ぶん昔のことだけれど、ある少年がバタフライナイフを使って事件を起こして、その結果としてバタフライナイフそのものが危き険けんなものであると規制の対象になった時は、大きな違い和わ感を感じたものだ。道具の安全と危険は全すべて使う人間によって左右されるもので、その物自体には一いつ切さい関係のないものだと思った。


　だが、それと今回の件は、少しだけ違うように思う。一人の人間に。一いつ個この人じん格かくに。ここまでさせてしまう情報などあって良いのだろうか？　それはもうすでに、情報とは呼べない何か別の代しろ物ものに変へん質しつしてしまっているのではないのか。


「ところで、今回の件、シノシノは……？」


「志し乃のちゃん、ですか？」


「なんや変な影えい響きよう、受けとらんやろうな？」


　その心配げな口調に驚おどろく。


「どうしたんですか？　いきなり……。何い時つもは、志乃ちゃんがこういった事に関かかわっても、気にしないくせに」


　むしろ、積極的にそれに加か担たんする事だってあったのだ。僕ぼくの驚きは当然といえるだろう。


　だが、先せん輩ぱいは重い表情で首を振ふった。


「シノシノのそれは、単たん純じゆんな好こう奇き心しんとは違ちがうような気がするんや。そうやなくて、もっと……こう、まるで義ぎ務むみたいな、もしくは使命みたいな、それに触ふれようという確かな意思をもって、触れとるような気がするんや。せやから、うちはその事に関して特に止める気はない。シノシノが自分の意思でそれを選ぶんやったら、それはあの子の自由やと思うからや。もちろん、これは別にアンタが止めるのを間違ってるとか、そういう意味やないで？　そうやなくて、なんていうんか、その方が自然……一番綺き麗れいな姿すがたやと思うんよ」


　僕は、先輩の言葉に何も反論はしなかった。


　何な故ぜならそれは、僕自身もそう感じていることだったから。


「せやけど、今回のはちょっと違う。今回のは、なんていうか、簡かん単たんには触れたらアカン、危き険けんなものやと思うんよ」


「危険……ですか？」


「危険ちゅうんはちょっと違うかもしれんけどね。でも、やっぱシノシノはそういうんに触れたらアカンと思う。うちらやったら、当たり前に、当たり前の感情として否ひ定ていする『何か』を、あの子は否定せん。絶ぜつ対たいに。あの子は、あらゆるものを、たぶん、簡単に、容よう易いに、当然のように肯こう定ていしてしまうんや。人間の異い常じようさとかそういうんを、感情的な部分でさえ、全て認みとめてまう」


　先輩の言葉を、僕は頭の中で反はん芻すうした。


　確かに、そうなのかもしれない。


　例えば何かしらの猟りよう奇き事件が起こったとする。僕たちはそれを見て、怖こわいと思うだろう。あるいは、気持ち悪く感じるだろう。普ふ通つうでは考えられないような残ざん虐ぎやくな行こう為いを平然と行い、そしてそれに満足するなんていう感情は、決して理解できないものだ。法ほう律りつや社会道どう徳とくだけではなく、人間であるが故ゆえの感情として、それを受け入れることができない。


　だけど志乃ちゃんは、どこかそれとは違っている。彼女は法律を守って生きているし社会道徳だって知っている。だから彼女が普ふ段だんから接せつ触しよくしているそういった事件が、『悪い事』であることを、彼女はちゃんと理解している。鴻こうの池いけ先輩が志乃ちゃんを止めないのも、僕が力を以もつて無理やり阻そ止ししないのも、それが分かっているからだ。彼女は、例えどれほど猟奇的な事件に関かかわろうとも、それを真ま似ねしたりは絶対にしない。爆ばく弾だんの作り方を知ったからといって誰だれもがそれを実じつ際さいに作るわけではないように、彼女もまた、人の殺し方を知ったからといって誰かを殺すわけではない。


　しかし、その一方で。志乃ちゃんはそれらを見ても、何も思わないらしい。法律や道徳の面で否定することはあっても、感かん情じようでそれを拒きよ絶ぜつしたことは無かった。そもそも普段から感情の発はつ露ろが小さい少女で、僕たちがそれに気づけていないだけという可か能のう性せいもあるだろうけれど、それでも、やはり彼女は否定しない。全てを否定しない。僕たちには感情面で受け入れることのできない人間の異い常じよう性や狂きよう気きや悪意、その存そん在ざいを肯定する。当たり前のようにそれらを認める。全てを許きよ容ようしてしまうのだ。


　だが、だとしたら。今回のような自らの命の否定、という僕たちには受け入れることの出来ない心理さえも、志乃ちゃんは認めてしまうのだろうか。


「ちゃんと見といたりや。今回ので、あの子にどんな変化が起こるか、ちょっと誰にも分からへんねやから」


　先輩のそんな忠ちゆう告こくを───だけど僕は守れなかった。
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　来くる栖す太た一いちが初めてインターネットに触れたのは小学校五年生の時だった。父親が仕事で必要になるからとパソコンを購こう入にゆうしてきたまま、実際にはほとんど触れることなく放置していたのを、太一が勝手に弄いじり出したのが始まりだった。


　彼にはそれまで、パソコンに関する知ち識しきなど何も無かった。見たことはあったが、触れたことはなかった。だから最初は酷ひどくおっかなびっくりで、何度もフリーズさせては、どうすれば良いのか分からず泣き出しそうな顔をしていた。


　だが、やがてそれにも慣なれた。人の不安というものは予よ測そく不能な状じよう況きようによって生み出されるもので、経けい験けんを積むことによってパターンが組み立てられれば、消し去ることは可能だ。見み飽あきたホラー映えい画がに悲鳴を上げる者はいない。何をすればフリーズするのか、どうすればそれを回かい避ひできるのか、またそうなった時どう対たい処しよすれば良いのか、それらのニュートラルネットが確かく立りつしてしまえば、後は楽なものだった。


　太一は瞬またたく間にパソコンを使いこなせるようになり、そして当然、すぐにインターネットの世界へと飛び込こんでいった。


　そこはそれまで太一がまったく知らなかった、未知の世界だった。


　そこには太一の周りには絶対に存在しない情じよう報ほうが溢あふれていた。


　しかも、それらは彼の好きなときに、まったく自由に手に入れることが可能だったのである。誰も邪じや魔まはできない。大人たちが手の届とどかない棚たなの上に置いていたお菓か子しが、テーブルの上に無む造ぞう作さに放置されているようなものだ。


　中学に進学するころには、太一は完全にネットワークの世界に嵌はまり込んでいた。お気に入りのサイトも増ふえ、いくつかには掲けい示じ板ばんに書き込みをし、複ふく数すうのチャットに参加し、顔も名前も知らない、年代も全く違ちがう、遠い地の知り合いも出来た。


　そして、徐じよ々じよに深みへと嵌まっていった。


　それでも最初の頃ころは、所いわ謂ゆる無む修しゆう正せいサイトと呼よばれるアダルトサイトという、この年代の少年にとってはある意味で健全とも言えるサイトがメインだった。学校で友人たちが青年向け漫まん画が雑ざつ誌しのグラビアを見て騒さわいでいるその時に、太一はすでに水着の下の毛の下のモザイクの下の存在を知っていた。


　だが、やがてそれにも飽きてくる。最初はアタリとハズレの判はん別べつが出来ずに無む駄だに時間を過すごすことが多かったが、それも慣れてくれば徐々に短たん縮しゆくされていった。


　すると今度はもっともっと深いところへと潜もぐってみたくなった。


　違い法ほう行為に関するページを──特に著ちよ作さく権けん侵しん害がいに関する内容を好んで──見た。


　ロリータ画が像ぞうばかりのページも──彼にはその嗜し好こうを理り解かいできなかったが──見た。


　死体画像ばかりのページ──初めて見た日は夕飯を食べられなかった──も見た。


　そして、集しゆう団だん自殺のページも見た。


　太一は父から貰もらい受けて自室へと移うつしたパソコンを操そう作さし、タブ式ブラウザを立ち上げた。半年ほど前にやっとのことで親の説得に成功しＡＤＳＬに変へん更こうされた回線は、快かい適てきな速度でホームページに設せつ定ていしているポータルサイトを表ひよう示じさせた。


　普ふ段だんはそのまますぐにお気に入りのサイトへと飛んでしまうのだが、ふと、目に飛び込んできた文字に太一はマウスを動かす手を止めた。


『密みつ室しつ殺人事じ件けんに新たな展てん開かい』


　サイトのニュース項こう目もく欄らんに表ひよう示じされた、短い一文。


　密室殺人事件というのは、二週間ほど前にカラオケボックスで発生した、誰も出入りしていない個こ室しつの中で七人の男女が殺害された、という不ふ可か思し議ぎな事件だった。


　太一はそのリンクをクリックした。すぐさま画面が切り替かわり、詳くわしい内容が表示される。


『○○日、大おお阪さか市内のカラオケボックスで男女七人が死し亡ぼうしていた事件で、警けい察さつは自殺である可能性もあると発表した。また、先月起こった同様の事件に関しても関連性を追つい及きゆうしていくようである』


　太一はその文章を三度読み返した。


　やっと気づいたか、という思いが半分。


　それは間ま違ちがいである、という思いが半分。


　実は、太一はこの事件に大きく関係していた。死亡した彼らが出入りしていた集団自殺サイト、『デッドエンドコンプレックス』を、太一も頻ひん繁ぱんに閲えつ覧らんしていたのである。


　それだけではない、彼らとも実じつ際さいにメールのやり取りをしていたのだ。


　太一は別に自殺願望があるわけではない。自殺なんてするのは、馬ば鹿かな奴やつだけだと思っていた。きっとオタクで、根暗で、もやしみたいに瘦やせているか、肉まんみたいに太っているかのどちらかで、眼鏡めがねをかけていて、青白くって、自分が世界で一番不幸です───みたいな顔をしているに違いない。そんな、先入観とさえいえない妄もう想そうを持っていた。


　だから、太一がそのサイトに出入りしていたのも、単なる冷やかしである。自殺のサイトに集まってくるのは、当然のことだが何らか問題を抱かかえている人間である。そして、そういった彼らは、必ずといって良いほど掲示板に悩なやみを相談する。まさか引き止めて欲ほしいと思っているわけではないだろうが、要するに共感してくれる仲間が欲しいのだろう。


　普通、自殺したいと思っていると誰かに相談しても、馬鹿な考えは止めろ、なんて言われるのがオチだ。しかし彼らは否ひ定ていして欲しくないのである。否定は彼らにとって最も忌いむべき日にち常じようだからだ。故ゆえに彼らは同意して欲しいのだ。同意して、自分の痛いたみに共感して欲しいのだ。


　だから、自殺願望を持つ者の仲間は、同じ自殺願望を持つ人間の中にしかいない。


　そして、そういった連中を観察して、間ま抜ぬけな発言に爆ばく笑しようしたり、時にはおちょくって楽しむのが太一の目的だった。いや、目的というほど大たい層そうなものではない。単に、数ある退たい屈くつしのぎの内の一つだった。


　そんな遊びの延えん長ちよう線上として、太一は集団自殺のメンバーに立りつ候こう補ほした。


『ボクも一いつ緒しよに死にたいです。仲間に入れてください』


　もちろん、最初から会いに行くつもりなんてなかった。連中のメールのやり取りを見てみたいという、ごくごく些さ細さいな知的好こう奇き心しんだったのだ。


　危あぶなかった……太一は安あん堵どの息を吐ついた。こんな大事件に関かかわることになるとはまったく考えていなかった。確たしかに、太一はこれまでにも多くの違法行こう為いに関かん与よしてきたし、時には主しゆ導どう的な立場に立ったこともある。かなりのリスクを背せ負おってきたのだ。


　だが、それでも警けい察さつに捕つかまる可か能のう性せいについて、これほど強く考えたことはなかった。無修正画像や動画をやり取りすることも、著作権を無む視ししてソフトをタダで共有することも十分に重大な犯はん罪ざい行為ではあるが、しかしそれで捕まることは滅めつ多たに無い。いや、全くないと言っても過か言ごんではない。時折ニュースでその手の犯罪で捕まる奴が居いるが、実際問題として、その確かく率りつは宝たからくじに当たるよりも小さかった。


　だが、今回は事じ情じようが違う。


　人が死んでいるのだ。それも七人も、一度に。


　もし彼らとメールのやり取りをしていたことがバレたら、どうなるかは分からない。


　まさか犯人として逮たい捕ほされるようなことはないだろうが、それでも不安はあった。


　だから、使っていたメールアドレスはすぐに廃はい棄きした。もともとフリーのメールサービスで、登録の際にも噓うその名前と住所を使っている。こうなってしまえば、警察が太一のところまで辿たどり着く可能性は皆かい無むだろう。


　この事件は太一にとってはすでに他ひ人と事ごとである。


　だがしかし、どうしても気になる点が一つだけあった。


　参加表明をした翌よく日じつに届とどいたメール。同じくフリーメールのアドレスで送られてきたそれにはこう書かれていた。


『○○日、午前十一時。梅田、ヘップ前。


　参加者はドンキー、キョンタ、佐治元、アイリーン、×、ペン太郎、アキ、桜花、ヨグ＝ソトースの九人。


　三十分以上遅ち刻こくした場合は、辞じ退たいしたものと見なす。





　では、良い死を。』


　九人……そう、メールには確かに参加者は九人と書かれていた。


　だが、実際に死んだのは七人。二人、足りない。


　一人は太一である。×というのが彼のハンドルだった。×はクロスと読む。来栖と音が似にているから、という簡かん単たんな理由でつけた名前で、このサイトで使うだけの捨すてハンドルだった。


　だが、もう一人が分からない。死し亡ぼうした七人の氏名は公表されているが、インターネット上では本名は出さないものだ。まして、自殺サイトのようなアンダーグラウンドに位置するサイトでは絶ぜつ対たいに。ネットワーク上で個こ人じん情じよう報ほうを守ることが出来るのは、その個人の防ぼう衛えい意い識しきだけなのだから。


　その『誰か』は、太一と同様に、集合場所へは行かなかったのだろうか？


　ただの冷やかしだったのだろうか？


　その可能性は高いように思える。実際、そのサイトには太一のほかにも同じような煽あおるだけの人間が何人もいた。その中の誰かが、たまたま自分と同じタイミングで、同じことをしただけなのかもしれない。


　だけど───もし、そうでなかったとしたら？


　もし、そいつも集合場所へ行っていたとしたら？


　なぜ、そいつは死んでいないのか。


（やっべぇなぁ。ウズウズしてきた）


　好奇心が身体からだの奥おく深くからゆっくりと這はい上がってくるのが分かる。ジワジワと、手足がしびれるような感覚。血液が激はげしく、狭せまい血管をもどかしそうに押おし広げながら流れていく。


　太一は人並なみ以上の好奇心を持っていた。好奇心が強くなければ、インターネットの知識は得られない。自分から知ろうとしなければ、一生知らないままで終わるのがインターネット上の情報だからだ。


　ウズウズと心が沸わき立つ。


　もう一人が誰なのか、知りたい。


　そして、聞いてみたい。


　オマエが───殺したのか、と。
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　最近、志乃ちゃんの様子がおかしい。


　といっても具体的にどこがどうおかしい、ということは無い。たぶん、鴻池先せん輩ぱいに注意しておくよう言われてなかったら気づかなかったかもしれないくらいに、相変わらず無口で、無表情。学校帰りに挨あい拶さつもなしに僕ぼくの部屋に上がり込んできて、当然のような顔で僕の作った夕食を食べて……しかし、ここからがおかしいのだが、何な故ぜだか最近はすぐに帰ってしまうのだ。


　それまでは、ほとんど真夜中になるまで───眠ねむくなるまで帰らない。夕食を食べた後は宿題をしたり、それが無い日でも、何をするわけでも無くボンヤリと部屋の隅すみに座すわっているのに。


　それはとても正せい常じようなことだと思う。だって志乃ちゃんが帰っても、彼女の家には誰だれも居いない。志乃ちゃんの両親は帰りが十二時を過すぎるのが普ふ通つうで、このアパートが丸ごと一つ分くらい入りそうな大きな家には、いつも彼女一人しかいない。ただいまを言う相手はおろか、お休みを言う相手もおはようを言う相手もいない。


　そんな所に彼女を一人帰すわけにもいかず、僕は頻ひん繁ぱんに泊とまっていくことを勧すすめている。志乃ちゃんもそれに反対することは無く、次の日がお休みだったりする時にはあらかじめお泊とまりセットを用意して訪おとずれることもあった。


　なのに、最近は夕食を食べたらすぐに帰ってしまう。


　今日も僕は一人、食器の片かたづけを終えてボンヤリとテレビを眺ながめていた。


　志乃ちゃんが居たって結局お喋しやべりなんて全然しないのだから同じことだ。いくらそう考えようとしても、上う手まくはいかなかった。


　そもそも、僕は一人には慣なれていないのだ。大学進学を期に一人暮ぐらしを始めてはみたものの、それまでは家族と共に暮らしていたわけだし、家に帰ればいつでも母さんが居る生活を続けていたのだ。きっと志乃ちゃんと再さい会かいしていなければ、僕はとても寂さびしい思いをしていたのだろう。


　しかし、僕には彼女の急変の意味がまるで分からない。


　なんとなく、そろそろ思春期が来たのかな？　なんて想そう像ぞうしているけれど、自分よりも八つも下の、それも異い性せいとなると、もうほとんど宇う宙ちゆう人じん同然だ。理り解かいが及およばなくても、仕方が無い。


　先輩に相談してみようかとも少し思ったけれど、結局止めておいた。返ってくる言葉が分かり切ってるからだ。


　点つけっ放しのテレビからは例の自じ爆ばく事じ件けんの続報が流されている。


　この事件の所せ為いで、例のカラオケボックスでの事件は、冗じよう談だん抜ぬきで爆ばく弾だんで吹ふき飛ばされてしまったかのように消えていた。


　テレビの向こうでは心理学者の先生と元警けい察さつ庁ちようの上の方に居た人が事件に対してそれぞれの見解を語っている。それをボンヤリと聞きながら、僕はあの事件を改めて思い出していた。


　なんだろう。すごく嫌いやな気分だった。


　少女が取った方法は、命を粗そ末まつにし過ぎている。それも他人のではない、自分の命だ。


　自殺なんて、もともとそうなのかもしれない。命を大切にしているのなら、そもそも自殺なんて考えないのかもしれない。でも、そうじゃないような気もする。そういうレベルの問題じゃない。少女は手首を切ったのでも、首を吊つったのでも、高所から墜つい落らくしたのでもなく───爆死したのだ。自分で作った爆弾を自分で身体に巻まきつけ、自分でそれを起爆させたのだ。


　どう考えても異い常じよう───いや、異い質しつだった。


　自分の命を粗末にしている。自分の命を、そもそも数に含ふくめていない。


　それは、僕にとって凄すごく気持ちの悪いことだった。


　僕は実じつ際さいには少女を見ていない。後からどんな容よう姿しだったかは先輩から聞いたし、その更に後でテレビで写真も見た。写真の中の少女は、何の特とく徴ちようもない、どこにでも居そうなごく普通の少女で、僕にはそれが、あの時無線機から聞こえてきた声の主なのだとはどうしても思えなかった。


　彼女だって、つい最近までは普通に生きていたはずなのだ。それは毎日学校に行って親しい友人達と騒さわいで勉強して恋こいをして、という意味ではなく、例え学校にも行かず友達もおらず勉強もせず恋も知らない人生だったのだとしても、当たり前に、生きようという意い志しの下に生きていたはずなのだ。


　なのに、彼女はそこから外れてしまった。


　いったい何が彼女にそうさせてしまったのか。


『デッドエンドコンプレックス』


　その言葉が今更になって頭の中を蚊か柱ばしらのように飛び回っている。


　この言葉の意味を、僕は知らなければならないのかもしれない。知りたくないけれど。触ふれたくないけれど。感かん情じようが拒きよ絶ぜつしているけれど。それでも、志乃ちゃんの為ために。
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　メールが送信されたのを確かく認にんして、志乃は椅い子すから立ち上がった。


　彼女の部屋は酷ひどく味気ない。


　安物ではない、木もく製せいの学習机づくえ。その上には大きなディスプレイが置かれ、床ゆかに置かれたタワー型のハードディスクに繫つながっている。特別、最新機種というわけではない、ごく普通のスペックのパソコンだ。


　教科書は全すべて本ほん棚だなに置かれている。彼女は教科書以外の本を読まない。読書感想文の課題が出された時以外に、その必要性せいを感じたことは無かった。それは彼女が物心ついた時には、すでにインターネットが完全に普ふ及きゆうしていた所せ為いでもある。彼女には、ネットに比くらべて紙媒ばい体たいの圧あつ倒とう的な遅おそさが許ゆるせなかった。その事実を、『彼』は曖あい昧まいな苦く笑しようで「そんな事ないんだけどなぁ」と否ひ定ていしたけれど。


　セミダブルのベッドと淡あわいブルーのカーテン。彼女では一番上に手の届とどかないクローゼット。それ以外、彼女の部屋には存そん在ざいしなかった。必要最さい低てい限げんの物しかないこの部屋は、彼女にとってほとんど眠ねむるための場所でしかない。この部屋で宿題をすることも、今日のようにパソコンに触れることも、滅めつ多たに無いことだった。


　志乃はパジャマを持って、部屋を出た。広い家の中は暗く、シンと静まり返って、まるで幽ゆう霊れい屋や敷しきのようにも見える。すでに時じ刻こくは午後十時を過すぎているというのに、両親はまだ帰ってこない。もしかしたら、今日は帰ってこないのかもしれない。もちろんこの場合、午前零れい時じを過ぎても、という意味ではなく、明日の朝になってもということだ。


　しかし、それ自体は慣なれた事だ。物心つく頃ころからそうだったのだから、逆ぎやくに、両親と共に過ごす時間の方が不自然で、居い心ごこ地ちの悪さを感じる事もあった。


　志乃は一階へと降おりて廊ろう下かを奥おくへと進み、そこにある引き戸を開けた。中は洗せん面めん所じよで、すりガラスの引き戸の向こうには浴室がある。


『彼』に黙だまっていることに罪ざい悪あく感は無かった。


　ただ、早く終わらせてしまいたかった。


　不思議な感覚だった。自分から望んでやっているはずなのに、こんな事は早く終わらせてしまって、また元の日常に戻もどりたいと考えてしまう。


　矛む盾じゆんしている。


　自分がこんなにも矛盾している事に、しかし志乃は動どう揺ようしない。なぜならば、その矛盾は彼女が『彼』と再さい会かいしたあの春の日から、あるいはもしかしたら、もっと昔、『彼』と初めて出会ったあの幼おさなき日から、ずっとずっと抱かかえているものだったから。


　彼女は矛盾している。その存在自体が矛盾している。


　死を志し向こうする自分。死を蒐しゆう集しゆうする自分。それは生まれた時から、生まれる前から定められた運命。他ほかの誰とも交じり合うことのない、真っ黒な魂たましい。そんな、狂くるった『私』。なのに、ここに居てはならないという本ほん能のうと、ここに居なければならないという欲よく望ぼう。二つの思いが、綱つな引ひきをする。


　彼女にはそのどちらが本物なのか、分からない。だからただ、早く終わらせてしまいたかった。


　止めようも無く溢あふれ出してくるそんな思考を強きよう制せい的に搔かき消しつつ、子こ供ども用のシルクのインナーとショーツを籠かごに入れ、浴室へと入る。志乃以外の人間が滅めつ多たに使うことのないその場所は、そのくせ彼女の身体からだのサイズから考えれば圧あつ倒とう的に広い。


　大人二人が入っても余よ裕ゆうの残る無む駄だな広さ。


　意味も無く泡あわの出るバスタブ。


　よく分からない理由でお金のかかった照明。


　週に二度やってくるハウスキーパーが丁てい寧ねいに掃そう除じしてくれているからだろう、黴かびの全く生えていない壁かべは白く、照明の光が反はん射しやして目がチカチカとした。


　この家は、そういった無駄に満ち溢れている。


　自分にはきっと、『彼』のアパートくらいで十分なのだろう。『彼』自身は不満があるようだったが、志乃にはあの一いつ切さいの無駄がない狭せまい部屋に好感を持っていた。もしちゃんとお風呂が設せつ置ちされていたら──しかもトイレは別で──ずっとあのアパートに入り浸びたっていたかもしれない。


　レバータイプのノズルを回し、シャワーを出す。最初は冷たかった水は、貪どん欲よくにエネルギィを吸きゆう収しゆうし温まっていく。徐じよ々じよに立ち上り始めた湯気に包まれながら、志乃は何をするわけでもなく、ただ立ち尽つくす。


　正面に見える、光ひかり触しよく媒ばいをコーティングされた長方形の鏡。


　そこに映うつる自分の身体が見える。


　幼い───酷く幼い身体だ。


　全てにおいて、パーツの不完全さが目立つ。


　幼よう稚ち園えん児じが作りかけで放ほうり出してしまった粘ねん土ど細工のようだ。


　細く、今にも折れてしまいそうな腕うで。物を摑つかむには余あまりにも不出来な小さな手のひら。人間の祖そ先せんが猿さると同じなのだという定説を疑うたがいたくなる、非ひ力りきさ。


　僅わずかに膨ふくらんでいるものの、まだまだなだらかな三次元曲線を描えがく胸きよう部ぶ。きっとスキャニングは酷く容よう易いだろう。しかし、グラフィックに起こす時、処しよ理りが少なくて済すむ以上の利点は何ど処こにもない。


　それは全体においても同様だ。臍へそから腰こし、そして足へ。視し線せんを降ろしていっても、何処にも丸みが存在しない。臀でん部ぶも肉付きが薄うすく、倒たおれたときのクッションとしての役やく割わりは期待できないだろう。
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　これが自分の身体。今現げん在ざいの、支はせ倉くら志乃の形。


　もちろん、これはいずれ変化するものである。別に志乃は楽観しているわけではない。そもそも楽観する理由も、悲観する理由も存そん在ざいしない。ただ、それは生物として当然の結果であり、疑う必要性せいを感じないだけだ。


　だから、問題はそれではない。


　問題なのは、変化するという事だ。


　形はいずれ、必ず変わる。


　鉄が酸さん化かするように、人も酸化する。


　風雨で削けずられていくように、人も劣れつ化かする。


　時間の経けい過かは確実に肉体を変化させていく。


　それは当然の事だ。


　そして、避さけ得ぬ事だ。


　では、その中のどれが『自分』なのだろう。


　変わっていく肉体の、どの瞬しゆん間かんが支倉志乃なのだろうか。


　何な故ぜ、自分は自分だと、連続した自じ我がを保たもち続ける事ができるのか。


　どのようにして、それを判はん断だんしているのだろうか。


　一年前の肉体は、今の肉体とは違ちがう。


　大きく変化しているのに。


　どうしてそれが自分だと思うのだろう。


　写真に写る赤ん坊ぼうの頃ころの自分。


　それが本当に自分であるのか、


　少なくとも形においては、判断することは出来ない。


　肉体には、自分は居いない。


　変化するのだから。


　変わっていくのだから。


　失われていくのだから。


　しかし、それでも。


『私』は一いつ貫かんした『私』であり続ける。


　肉体とは無関係に、『それ』は存在している。


　では、肉体とはなんだ。


　何故、肉体は存在しているのだろう。


　人間は、そこには存在しないのに。


　何故肉体が無ければならなかったのだろう。


　生命が、フィジカルな接せつ触しよくを望んだ結果か。


　ダミー防ぼう壁へきとして、安全域いきを確かく保ほしようとしたのか。


　恐おそらくはそんなところだろうと思う。


　幻げん想そうだ。


　まったく、拙つたない。


　人間の身体からだは、何処までいっても幼く、不完全だ。


　完成など、あり得ない。


　成長など、ただの思い違いだ。


　……なるほど。


　これがデッドエンドコンプレックス。


　生と死の、絶ぜつ対たい矛む盾じゆん。


　行き止まりだ。


　支倉志乃は、瞳ひとみを閉とじた。
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「志乃ちゃぁん」


　その日、何い時つもと変わらぬ時間にアパートを訪おとずれた志乃ちゃんを、僕ぼくは笑え顔がおで出で迎むかえた。


「……………………お邪じや魔まします」


　そんな僕を見て、志乃ちゃんはこれでもかというほど胡う散さん臭くさげに目を細めたが、まぁ気にしない。思いっきり退ひいているけれど、今はそれよりも──僕の人じん格かくに対する不当な疑うたがいよりも──もっと重要な事があるのだから。


　玄げん関かんで疑わしげにこちらを見ている志乃ちゃんを、とりあえず上がらせて、いつもの場所に座すわらせる。そして僕もその対面に正せい座ざをした。しっかりと、彼女の瞳を見つめる。それも、できる限かぎり真しん剣けんな顔をして、だ。


「……変な顔」


「そういう事、言わない！」


　自分でも、似に合あわないって分かってるんだから。


「志乃ちゃん。何か隠かくしてるだろ？」


　思い切って切り出してみたというのに、志乃ちゃんはまったく反はん応のうしなかった。別に漫まん画が的な大げさなリアクションを取らなくったって構わないけれど、せめてピクリと一瞬でも反応してくれたって良いのに。まったく、可愛かわいげがない。


「分かってるんだからね。君が隠し事をしてることくらい」


　言葉を選びながら言う。もとより、こういう問い詰つめはいまいち苦手だった。


　それでも、僕は彼女を問い詰めなければならない。なんとしてでも、なにをしてでも彼女から何を考えているのかを聞き出さなければならない。鴻池先輩の忠ちゆう告こくと、ここ数日間の彼女の行動から、僕はそう確信していた。


　そんな僕を無む視しして、志乃ちゃんは通学鞄かばんから筆箱とプリントを取り出し、食事用に使っている小さなテーブルの上にプリントを置く。一いつ瞬しゆん、チラリと見えたその紙にはビッシリと数字と図形が埋うめ尽つくされていた。どうやら算数の宿題らしい。少し覗のぞいてみると、まだ内ない容ようが理り解かいできたので安心した。とはいえ、それもいつまでのことやら。彼女の通っている学校は有名な私立の進学校だ。小学校なのに進学校というある意味常軌を逸したその学校で、彼女はトップクラスの成せい績せきを収おさめているらしい。あいにく通知表を見せてもらったことはないけれど。


　彼女の小学生らしい記き憶おく力と小学生らしからぬ思考力があれば、なるほど確たしかに勉強はさぞやはかどることだろう。今やっている宿題だって、僕の通っていた小学校では六年になっても見たことの無い……おそらくは中学くらいでやったのではないかと思えるような内容だというのに、志乃ちゃんは悩なやむ様子もなくスラスラと解といていく。


　それでも志乃ちゃんは塾じゆくには通っていない。


　実はつい最近までは通っていたのだが、今はひとつの例外を除のぞいて全すべて辞やめた。いや、塾だけじゃない。彼女が通っていたあらゆる習い事の全てを、今はもう辞めている。それが何故なのかというと、ちょっと笑えない事じ情じようがあるのだ。


　志乃ちゃんの両親はどうやら塾や習い事というのを託たく児じ所しよか何かと勘かん違ちがいしていたらしく、仕事が忙いそがしくなかなか家に帰ってこれない自分たちの代わりに、僕ならぶっ倒たおれてしまいそうなほどハードなスケジュールで彼女をそれらに通わせ、可か能のうな限かぎり彼女を一人にしないようにしていたのだ。そういう愛情表ひよう現げんしかできない人たちなのである。


　今年の四月になって僕がこの街に帰ってきて、とある事情から昔のように志乃ちゃんの面めん倒どうを見るようになって、やっとその必要もなくなったのだが、それまでは本当に、家には眠ねむりに帰ってくるだけのような生活をしていたらしい。最近の小学生は大変だっていうけれど、彼女の事情はかなり特別な方に分類されるだろう。


　習い事を辞めさせるのは意外にも簡かん単たんなことだった。志乃ちゃんの両親はそういった事情があるから通わせていただけで、塾に通わなければ将しよう来らい立りつ派ぱな大人にはなれないと本気で信じている一部の大人──その姿すがたはまさに狂きよう信しん的である──ではなかったし、志乃ちゃん自身がそもそもそういったことに何の興きよう味みもなかったからだ。そうして、今は晴れて自由の身、というわけだ。


　こんなことを言う権けん利りが僕にあるのだろうかとはだいぶ悩んだし、志乃ちゃんは結局自由になった時間を何をするわけでもなくボンヤリとして過すごしているだけで、果たしてそれに意味があったのかも怪あやしいところだったけれど、それでも僕はやはり正しかったのだと思っている。


　子こ供どもには家族───家庭が必要だ。もちろん、子供の将来を考えればどんな家庭でもいいというわけではない。例えば父親が飲んだくれで、酔よって平気で母親や子供を殴なぐったりするような家庭だったり、母親が男を連れ込んで子供の寝ねているそばでＳＥＸしているような家庭だったり、兄弟姉し妹まいが不良で日にち常じよう的にタバコを吸すっている家庭だったり、そういう家庭で育った子供はやっぱり心のどこかに傷きずを負ってしまって、それは大人になっても消えることはない。虐ぎやく待たいをした親が、詳くわしく事情を聞いてみたら、自分も子供の頃に虐待を受けていた経けい験けんがあったり……そんな風に、子供の頃の家庭というのは人格に大きな影えい響きようを与あたえるものなのだ。


　だけど、それでもやっぱり子供には家庭が、家族で過ごす時間というものが必要なんだと思う。それは理り屈くつじゃなくって、ましてや単たん純じゆんに金きん銭せん的な問題でもない。親と子というのは、もっと奥おく深いところで繫つながっているのだと、そう思う。


　だからこそ、僕と彼女はこうして共にいるのだ。


　志乃ちゃんはというと、左手に持ったシャープペンシル──小学生なのに鉛えん筆ぴつじゃない！──を滑すべらせていく。一瞬たりともプリントから目を逸らさないその姿すがたは、しかし熱心というよりはむしろ事じ務む的な印象しかなかった。黙もく々もくとミリ単位で動いている腕うでは、まるで大量生産工場の機械のように精せい密みつで、緻ち密みつ。彼女の書く文字は、まるでパソコンからプリントアウトしてきたかのように全て同じサイズだ。腕の筋きん肉にくが発達しきっていないからか頻ひん繁ぱんに休きゆう憩けいを挟はさむ癖くせがあるものの、その時間も規き則そく的で、完かん璧ぺきなリズムが刻きざまれている。


　史上これ以上ない、味気ない小学生の宿題風景である。


「って、人が質しつ問もんしている時に堂々と宿題なんてしないっ！」


　バンッと畳たたみを叩たたきつける。その音に驚おどろいた様子も無く、志乃ちゃんは顔を上げた。真っ黒な瞳ひとみが僕を見る。その眼がん光こう──なんだって小学生にこんな表現を使わなければならないのか──に怯ひるみそうになるものの、僕は言葉を続けた。


「……隠かくしていること、あるんだろう？　どうして何も言ってくれないんだよ」


「言わなければならない理由が無いから」


「心配なんだよ。それは、理由にならないかな？」


　志乃ちゃんは少し考えて、頷うなずいた。


「ならないこともない」


「だったら────」


「だけど、そもそも心配する理由が無い」


「なっ────」


　カァッと頭に血が上り、視界が赤く染そまる。


　その言葉は。今の彼女の言葉は、僕にとってあんまりにも致ち命めい的だった。


　なにせそれは、僕と彼女の関係を全て否ひ定ていする言葉だったから。


　僕達には別に血の繫がりがあるわけではない。幼おさない頃家が近所で、両親が忙しく放ったらかしにされていた彼女を家で預あずかっていて、まるで兄妹のように扱あつかわれていたけれど、でも実じつ際さいに、共に過ごした時間は決して長いものではなかった。八つも歳としが離はなれていた僕達は、共通する遊びをひとつだって持たなかったのだ。


　だから、そんな僕達がこの街で再さい会かいし、こうやって二人で過ごすようになったのは、全すべては彼女と家族になるためだ。あの頃ころはなれなかった家族になって、彼女を守ってあげたいと思った。危き険けんなものに惹ひきつけられ、時に惹きつけさえする彼女を助けてあげたかったのに。


「志乃ちゃんは小学生で、僕にとって妹みたいな存そん在ざいなんだ。だから、心配する理由なんてそれで十分じゃないか！」


　しかし志乃ちゃんは無言だった。


　この会話が無意味だとでも言いたげに、すでに視し線せんを宿題へと戻もどしてしまっていた。たぶん、ただの休憩時間だったのだろう。彼女にとって僕との関係は、結局のところその程てい度どでしかないのかもしれない。


　そう思うと、悲しかった。


　確たしかに、こちらが大切に思っているのだから向こうも大切に思うべきだ、というような、そういう見返りを期待するのは間ま違ちがっていると思う。愛あい情じようは無む償しようだ、という言い方も微び妙みように間違っているようには思うけれど、少なくとも彼女が僕に対して家族のような親愛の情を持たなければならない理屈はない。


　だけど、悲しいと思う、その心を止めることはできない。


　たぶん、これは理屈ではないから。


　誰だれかを大切に思う気持ちっていうのは、そんな理屈でどうこうできるものじゃない。


　沈しずんでいく心を、しかし志乃ちゃんの小さな声が引き戻した。


「……そうじゃない」


「え？」


「危あぶないことを、していないから」


「あ、あぁ……」


　そういう意味だったのか。


　熱くなっていた思考がゆっくりと冷えていく。


　全く、彼女の『必要なこと以外は何も話さない』という性せい格かくはこういう時に面めん倒どうである。


　僕としてはもっともっと、自分の気持ちを言葉にして欲ほしいのだけれど。


　しかし今すぐにそれを望むのは酷こくなのかもしれない。これからだって十分に時間は残されているのだから、ゆっくりやっていけばいいだろう。


「分かった。これ以上は聞かないよ。でも、少しでも危ないことをする時は、絶ぜつ対たいに僕に言うんだよ？　どんな時でも、力を貸かすから」


　志乃ちゃんは無言だったが、しばらくして、小さく頷いた。


　それを確かく認にんして、安心する。


　しかし、というか当然というか。


　後々、後こう悔かいする事になるのだけれど。





　　　　＊　＊　＊





『とりあえず、アンタの言った通りにしてるけど。


　ホントに大だい丈じよう夫ぶなのかよ？』


『保ほ証しようは出来ない。


　でも、大丈夫』


　どっちなんだよ、と太一はディスプレイの前で突つっ込みを入れた。


　太一は今、チャットをしていた。


　チャットといっても大人数でワイワイとやるものではなく、専用のソフトを使ったＰ２Ｐのチャットだ。彼が使っているのはＯＳをインストールすれば何な故ぜか当然のような顔をしてくっついてくるソフトで、フリーのメールアドレスを取得すれば誰でも使用可か能のうな非ひ常じように簡かん単たんなものだ。


　普ふ段だんはあまりそれを使わない太一だったが、しかし今回は相手側から指定されたので従したがわないわけにはいかない。


『心配しなくても、始末はこちらでつける』


『そりゃあ、そうじゃないとこっちが困こまるんだけどな』


　その相手は、どこか壊こわれていた。


　ネット上にはモラルが壊れている人間なんて掃はいて捨すてるくらいいる。ルールに縛しばられないことが自由だと錯さつ覚かくし、現げん実じつでは言えないことやできないこと、そういったストレスをネットワーク上で発散している馬ば鹿かは、いちいち数えていられないくらいいる。


　だが、この相手はそういうタイプの人間ではない。様々な掲けい示じ板ばんやチャットに参加している太一だからこそ分かる、デフォルトでイカレた人じん格かく。


　ネジが二、三個こぶっ飛んでいる、なんていうレベルではない。


　いや、そういった常じよう識しき的なフィールドで語れる相手ではない。


　自分達の理り解かいできる壊れ方ではないのだ。


　もっと高い、あるいは深い場所に生きる存在。


　最初、連れん絡らくを取ってきたのは太一の側だった。


　面倒な事じ件けんに巻まき込まれ、しばらくは隠いん遁とんするつもりだった太一の目に、閉へい鎖さされる直前の掲示板に書かれた一文が留とまった。


『デッドエンドコンプレックス


　その言葉の意味を


　私は知っている』


　最初はただの自分と同じ冷やかしだと思った。実じつ際さい、テレビで報ほう道どうされるよりも早くインターネット上で『デッドエンドコンプレックス』の名前は広く知れ渡わたっていた。


　だから閉鎖される直前は、警けい察さつがサーバーに削さく除じよ要よう請せいをしなかったとしても、そのまま放っておけば潰つぶれてしまいかねないほど多くのアクセスと書き込みがあったのだ。


　そんな無数の無む価か値ちな書き込みのなかで、どうしてその一文が目に留まったのか。その理由は今でも良く分からない。別段印象的な文章ではなく、それ以上に意味不明な書き込みや、笑える書き込みは無数にあったのだ。


　だが太一はその書き込みに気づき、そして自分でも驚おどろくほど簡かん単たんにメールを送っていた。その行こう為いの危き険けん性せいに関してはまるで考えていなかった。蜜みつの薫かおりに吸すい寄よせられる蝶ちようのようにいとも簡単に、彼は自分があの七人の事件に関かかわっていたこと、そして自分のほかにもう一人死んでいない奴やつが居ることを書き、そして返信を心待ちにした。


　返信は翌よく日じつに送られてきた。


　相手は太一のことを疑うたがう様子は全く無かった。彼の書いた内ない容ようはお世せ辞じにも、知らない人間から見れば信じられるようなものではなかったというのに。まるでそいつはそんなことは最初から知っていたかのように、こう言った。


『貴方あなたに二つ、お願いしたいことがある』


　本来なら無む視しするべきだったのだろう。


　相手からの『お願い』とやらは太一が思っていた以上に面めん倒どうで、そして危き険けんなものだった。そんなことを見ず知らずの──実際に顔を知っているという意味ではなく、それまでにそいつから何らかの利益を得られたことが無いという意味──相手のためにやるというのは、太一の経けい験けんからすればかなり馬鹿馬鹿しいことだった。ネットワーク社会では、ギブアンドテイクが常じよう識しきなのだ。


　だが、それを拒きよ絶ぜつするには彼の好こう奇き心しんは強すぎた。


　この相手が何をしようとしているのか。


　何のために自分にそんなことをさせるのか。


　そしてその結果、何が待っているのか。


　それを知らずに我が慢まんするのは、太一には不可能なことだった。


　だから今も、こうやって彼はその相手に対して成果を報告しているのだった。


『あ、そうそう。


　頼たのまれてた管理人の情じよう報ほうだけど』


『どうだった？』


『住所が分かった』


『本当？』


『マジだっての。


　すげぇ簡単だったぞ』


『簡単？』


『そう。滅め茶ちや苦く茶ちや簡単。


　って、ここじゃあちょっとな。


　ログが残るのはヤベェし』


『どうすればいい？』


『今度、会わね？　休みの日にでも』


　二分ほど、沈ちん黙もくがあった。


『分かった』


『おっけ。


　それじゃあ、今度の土曜に。


　場所は……梅うめ田だで良いか？』


『彼らと同じ場所で。同じ時間に』


　今度は即そく答とう。


　やっぱり、こいつはイカレてる。


　太一はニヤリと笑った。


『りょーかい。それじゃ、なんか目印を』


　お互たがいの目印となる小物を決めながら、太一の興こう奮ふんはほとんど絶ぜつ頂ちように達していた。





０５／





　夢ゆめを見た。


　とても苦しい夢だった。


　どこか見覚えのある、植物性プランクトンの所せ為いで濃こい緑色に染そまっている海で、僕ぼくは溺おぼれていた。


　泳げるはずなのに。


　足だって着くはずなのに。


　がむしゃらに手足をバタつかせる。


　なのに沈しずんでいくのを止めることができない。


　どこまでも、どこまでも。


　深い、陽ひの光すら届とどかない闇やみの底へと沈んでいく。


　苦しい。助けて。誰か。誰か────っ！


「ん、んんんむむむぅぅぅ……むむっ、む────っ、ぷはぁっ！」


　苦しさが限げん界かいを迎むかえて、僕は目を見開いた。


　そこに……志乃ちゃんの顔があった。


「は、え……？」


　距きよ離りにして三十センチほど。近すぎず、しかし遠すぎず、寝ね転ころがっている僕の視し界かい一いつ杯ぱいに彼女の白い顔と黒い髪かみのコントラストが映うつり込んでいた。


　志乃ちゃんが眠ねむっている僕のすぐ隣となりに正せい座ざして、覗のぞき込こむようにして真上から見下ろしているのだ。


　頭の中は、完全に真っ白だった。寝起きにいきなり、こんなインパクトのあるイベントを用意されていたら、誰だってそうなる。どんな優すぐれた芸人だってリアクションを取ることはできないだろう。


　今まで、彼女の顔をこんな近くで見たことは一度も無い。子こ供どもの頃ころはどうだったか覚えていないけれど、少なくとも大学生になってからは一度も無かった。


　改めて気づく。


　彼女は、こんなにも綺き麗れいだ。


　小学生相手に綺麗も何も無いって分かっている。


　だけど、そう評ひようするしかない。


　それ以外に、彼女を形けい容ようする言葉は存そん在ざいしない。


　未いまだ混こん乱らんしている僕を置き去りにして、志乃ちゃんは何事も無かったように立ち上がり、定位置である部屋の隅すみっこに戻もどる。そして一息ついてから……冷静な顔で言った。


「おはようございます」


「あぁ、おはよ────って、違ちがうっ!!」


　あんまり自然に挨あい拶さつするものだから、こちらも危あやうく乗せられてしまうところだった。


「今、何かしなかった？」
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「…………」


「なんだかとても苦しい事を……具体的に言うと、鼻を摘つまんだり口を塞ふさいだりとか」


　志乃ちゃんは数すう瞬しゆん考えるような仕草をして、


「……した」


　と、頷うなずいた。


「したって、志乃ちゃん、君ねぇ」


「一いつ緒しよに来て」


「はい？」


「人に会う。だから、一緒に来て」


「いや、あのね。僕は朝までバイトをしていたわけで……って、やっぱり三時間も寝てないじゃないか！」


　どおりでまだ眠たいはずだ。人間は八時間睡すい眠みんが基き本ほんなのだ。そのノルマを果たして、初めて人間は本来の性せい能のうを発はつ揮きすることが出来る。つまり今の僕はまだ半分も力を発揮できていないということだ。


　もちろん、そんな無茶苦茶な理り屈くつはこの世に存在しないのだが、しかし冗じよう談だん抜ぬきで僕は眠くて眠くてしかたのない状じよう態たいだった。このままもう一度寝転がって、そして昼過すぎまでぐっすりと休みたい。それ以外に、今の僕に願いはない。


　しかしそんな僕の事情なんて全く、これっぽっちも考えてくれないのが支倉志乃という少女なのである。


「一人で会った場合の危き険けん率りつが高い。だから一緒に来て欲ほしい」


「う……」


　そんなことを言われてしまうと、もう僕にはどうしようもない。


　先日、あれだけ「心配だ」と言って、「少しでも危あぶないことをする時は、絶対に僕に言うんだよ？」なんて言ってしまった身としては、今いま更さら眠いからという理由でそれを断ことわることなんて出来るはずがない。まして、彼女が自分から何かをして欲しいなんてお願いしてくることは滅多にないことなのだ。


　僕はそれでも数秒睡すい魔まの誘ゆう惑わくと戦っていたが、結局は彼女の願いを優ゆう先せんすることにした。


「まったく、それにしても、どうしてこんな起こし方を……」


「一度、やってみたかったから」


「一度やってみたかったからっていう理由で、殺人未み遂すいするのか、君は」


「……猟りよう奇き殺人の中には憎にくしみや悲しみではなく、ただ殺してみたかっただけの場合があるから」


「確たしかに。眠っているところを小学生に口と鼻押おさえられて窒ちつ息そく死っていうのは、この上なく猟奇事じ件けんだと思うよ」


　僕の精せい一いつ杯ぱいの皮肉を、しかし志乃ちゃんは完全無欠に無む視しした。


　欠伸あくびを連発しながら家を出て、そろそろ空すき始めた電車に乗って四十分ほど。目的地である梅田の駅に到とう着ちやくした。河内かわち出身の僕にとっては、あまり縁えんの無い地ち域いきだ。


　大阪は一いつ般ぱん的にキタとミナミの二つの大きな繁はん華か街がいに分かれている。ミナミというのが難なん波ば近辺で、キタというのがこの梅田──ＪＲ大阪駅──近辺のことだ。


　僕の生まれ育った土地からはミナミの方が圧あつ倒とう的に近く、必要なものはだいたいそこで揃そろってしまう。高校から大阪を離はなれていた僕がまともにキタの街を歩いたのは、大学生になってクラスの友人たちと遊びに行った時が初めてだった。


　まぁ、そんなわけなので、この辺りの地理には全く詳くわしくない。


　しかし、意外にも志乃ちゃんはそうではなかったらしく、小こ柄がらな身体からだを存分に活いかして人の波をすり抜け、迷まよわず進んでいく。どうしてそんなに梅田のこと知っているのだろうか、と問いかけてみると、志乃ちゃんは簡かん潔けつに答えた。


「……前に通っていた塾じゆくが、この辺りだったから」


「なるほどね」


　彼女は黒いタートルネックのタンクトップにお揃いのアームウォーマー。ちょっと短すぎるのでは、と心配してしまう赤と黄色と白のトリプルチェックのスカートと、その心配が杞き憂ゆうであることを証しよう明めいする黒いタイツ。真っ赤なローファーと銀のイルカのペンダントが可愛かわいらしい……そんな服ふく装そうだった。肩かたからぶら提さげた安物には見えない橙だいだい色いろの革かわ製せいのポーチといい、滅め茶ちや苦く茶ちやお洒落しやれだ。


　志乃ちゃんは──僕もあまり人のことは言えないが──普ふ段だんはあまり服ふく飾しよくに関して拘こだわらない方である。ファッションというものの重要性を全く無視しているらしく、酷ひどい時なんかは休日でも学校の制せい服ふくで過すごしていることもあるくらいだった。この服だって、別に彼女が自分で買ってきたわけではなく、以前鴻池先輩と三人でショッピングに行ったときにコーディネイトしてもらったものだ。


　そんな彼女が、かなり気合を入れてお洒落をしている。


　これは僕にとって、かなり異い常じような事態だった。


　いったい誰だれに会うのだろう？


　そんなに重要な相手なのだろうか。


（ハッ！　まさか、彼氏───って、んなわけないか）


　確かに服装や場所から言えば、彼氏とデートというのが妥だ当とうな所だったが、もしそうなのだとしたら、わざわざ僕を呼よんだりはしないだろう。保ほ護ご者しや同どう伴はんでデートも何もあるまい。


　いや、そもそも。志乃ちゃんに彼氏、というのが全く想そう像ぞうできない。二人で映えい画がに行ったとして、恋れん愛あい映画で泣きもしないし、ホラー映画で怖こわがりもしない無む表ひよう情じような志乃ちゃんに頭を抱かかえる男の子の姿すがたを想像して……僕は心の中で苦く笑しようした。


　彼女にはまだまだ恋愛は早すぎるだろう。なんていうのはいくらなんでも親ばか──多少の語ご弊へいは勘かん弁べんして欲しい──が過ぎるかもしれないけれど、想像しづらいのは事実だった。


　そんな志乃ちゃんはヘップファイブという、何な故ぜか観かん覧らん車しやが存そん在ざいする不ふ可か思し議ぎな建物の前で立ち止まった。どうやらここで待ち合わせをしているらしい。土曜日ということもあって、周囲にはうんざりしてしまうほど沢たく山さんの人が居いた。そのほとんどが若わかい十代から二十代前半と思われる男女で、もしかしたらデートの待ち合わせなんかにも使われているのかもしれない。生あい憎にくと僕はそもそもこの場所に来たのは初めてだし、何より大阪ではデートの経けい験けんが無いのではっきりとは分からないけれど。


　志乃ちゃんはスカートのポッケから携けい帯たいを取り出し──小学生にすら負けている僕──時間を確かく認にんしていた。


　やがて、どれくらい時間が過すぎただろうか。およそ三十分ほどだと思われる。いい加か減げん立ちっ放しもしんどくなってきて、もう良いからさっさと帰って眠ねむりたいなぁと思い始めたころだった。


　こちらに近づいてくる中学生か高校生くらいの少年が見えた。見た感じそこそこお洒落で、しかしだからこそ、あまりガラの良くなさそうなタイプである。はっきり言って、志乃ちゃんとは正反対の印象で、二人の間にどんな繫つながりがあるのかまるで想像が出来ない。


　少年は近づきながらジロジロと、品定めするように不ぶ躾しつけに何度も志乃ちゃんを見ていた。


「もしかして、あれが待ち人？」


　そう聞くと、志乃ちゃんは頷うなずいた。


　少年は志乃ちゃんの二メートルほど前に立ち止まると、


「もしかしてもしかしなくても、オマエがＳＨＩＮＯかよ？」


　と顔を引きつらせながら言った。


「初めまして」丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎする志乃ちゃん。


「マジかよ！　まだガキじゃねーか！」


　自分だって子こ供どもだろうに。少年は露ろ骨こつに顔をしかめて舌した打うちした。


　そして今度は僕へと視線を向けてくる。


「で、こっちは誰よ？」


「僕は彼女の保護者だよ」


　少年はそう答えた僕を胡う散さん臭くさげにジロジロと睨にらみつけ、


「保護者同伴かよ！」


　と言った。ブツブツと口くち汚ぎたない罵ののしりが聞こえる。


　いったい、何を期待していたのだか。これは付いてきて正せい解かいだったな、と僕は安あん堵どした。


　待ち人はその少年一人だったらしい。「場所、変えようぜ」という彼の言葉に従したがって、僕達はそのまま最上階にある喫きつ茶さ店に入った。ちなみに、ちょうど観覧車の乗り場があったので「乗ってみる？」と志乃ちゃんに声をかけたのだが、サラッと無む視しされてしまった。


　時間的にまだ混こみ始める頃ころではなかったが、それでも人はかなり多い。いったいこれだけの人間が、どうしてこんな一いつ箇か所しよに集まっているのか。僕には時々それが不思議に思えた。


　案内された窓まど際ぎわの席で、少年はクロスと名乗った。×と書いてクロスなのだそうだ。所いわ謂ゆる、ハンドルネームというやつである。


　となると、二人の関係はインターネット上での知り合いであり、これは一種のオフ会というやつなのかもしれない。果たしてたった二人でオフ会と呼べるのかどうかは分からなかったが、一本でもニンジンって言うし、問題ないのだろう。


　やってきた店員さんにクロスくんはコーラを、志乃ちゃんはホットのミルクティを、僕はアイスコーヒーをそれぞれ頼たのんだ。それから、しばらくは会話が無かった。クロスくんは窓の外を眺ながめながらブツブツと文もん句くを言っているし、志乃ちゃんは目を瞑つむって石化している。僕ぼくはそもそもこの会談の目的が何なのか知らないのだから、話題の振ふりようがない。


　やっとこさ会話が始まったのはウェイトレスさんが注文したジュース類を運んできて、立ち去ったのを確かく認にんしてからだった。クロスくんが唐とう突とつに切り出す。


「んで……例の件けんだけど」


「連れん絡らくは取れた？」


「いや、無理だった。向こうも警けい戒かいして名前を変えたみたいだな。当然メルアドはアウトだし。ログからＩＰ引っこ抜ぬいてやろうにも、サイト自体が完全に消去されてるからな。まぁ、残っててもたぶん無理だったろうし、どっちにしても、これ以上追いかけんのは無理だね、絶ぜつ対たい」


　なんだか小こ難むずかしい内ない容ようながら、なんとなく意味は分かる。


　が、意味が分かっても意図が分からないのでは口の出しようが無い。


　僕は黙だまって二人の会話を聞いた。


「おそらく、その人は集合場所に行ったのでしょう」


「なら、やっぱりそいつが犯はん人にんなのか？」


「いいえ、直ちよく接せつ的な殺害は不ふ可か能のう」


「絶対に？」


「状じよう況きようが困こん難なんになればなるほど、方法は限かぎられてくる。防ぼう犯はんカメラに映うつらずに犯行現げん場ばに出入りする方法はない。また、その様な方法を思いつくほどの能のうがあったとは思えない」


「カメラの映えい像ぞうに細工することは？」


「技ぎ術じゆつ的に困難。リスクばかりが高く、メリットが少ない。もとより、密みつ室しつそのもののメリットは皆かい無むに等しい。全てはただ、偶ぐう然ぜんに用意されただけ」


「そっか。てことは、ホントにただの自殺だったのかよ」


　クロスくんはそう言って、何な故ぜかつまらなさそうに唇くちびるを尖とがらせていた。


　しかし、僕にしてみればつまらないとかそんなどころの話ではない。


　二人が話している内容がどんな事件に関することなのかは分からなかったが、それでも『殺害』とか『犯行現場』とか『自殺』とか、そんな単語が出てきたのを無視することはできない。


　やっぱり志乃ちゃんは危あぶないことをしていたのだ。


「それで、もう一つの件は？」


「あぁ、住所のことか。こっちはホント、簡かん単たんだったなぁ」


　そこで、我が慢まんできずに僕は口を開いた。


「住所って、誰の？」


「……」志乃ちゃんは答えない。


「『デッドエンドコンプレックス』ってサイトの管理人だよ」


「……はい？」


「なんだよ、あんたさっきからずっと黙ってると思ったら、全然話通じてねぇんじゃん」


　今朝になって無理やり起こされて──というか殺されかけて──連れて来られたのだから、話が通じているわけがない。


　しかし、今の彼の発言で大体事じ情じようは悟さとることが出来た。


　デッドエンドコンプレックス。僕の予感は間ま違ちがいじゃなかった。あの自殺サイトに、やはり彼女は興きよう味みを持っていたのだ。


　僕は少しだけ真ま面じ目めな顔をして、志乃ちゃんを見た。


　そして、少し叱しかってやろうと口を開く。


「志乃ちゃん。君はやっぱり────」


「黙ってて」速そつ攻こうで黙らされた。


「とりあえず、これ」とクロスくんが差し出した一枚まいのメモ帳サイズの紙を志乃ちゃんは受け取った。僕もそれを覗のぞき込む。そこに書かれていたのは間違いようもなくどこかの住所だった。


「神か奈な川がわ県けん横よこ須す賀か市───神奈川県!?」


「何驚おどろいてんのさ。ネットなんて、何ど処こからやっても一いつ緒しよでしょ？」


　まぁ、それはそうなんだけど。なんとなく、ここは驚いてみるべきところなのかと思って。


「間違いないの？」


「さぁあな。それは保ほ証しようしねぇよ。でも、そこに何かあるのは間違いねぇだろ？」


「そう……確たしかに、『何か』はあるでしょう」


　不思議なことを言いながら頷うなずく志乃ちゃん。


　しかし、クロスくんはいったいどうやって住所を知ったのだろう。あのサイトは僕も一通り見ているが、もちろんどこにも管理人の住所なんて書かれていなかったのに。となると、普ふ通つうではない方法でその情じよう報ほうを入手したに違いない。


「あ、あのさ。住所って普通、そんなに簡単に分かるものなのかな？」


　心配になって僕は聞いた。


　しかしクロスくんはあからさまに呆あきれた顔で、


「はぁ？　何言ってんの、アンタ。バッカじゃね？　そんな簡単に分かるわけねーだろ」


　……最近のガキは目上の人に対する礼れい儀ぎというのを知らないのだろうか。


　しかし、ここで怒おこってしまうのもなんだか大人気ない気がして、僕は出来うる限り平静に続きを促うながした。


「こいつは特別だよ。これくらいなら、そこそこ知ってる奴やつだったら誰だって同じ事が出来るだろうな」


「ということは、もうすでに誰かが接せつ触しよくしている可能性があるわけだ……」


「いや、それはないね」


「どうして？」


「だってさぁ、これってどー考えたって罠わなだろ。滅め茶ちや苦く茶ちや怪しすぎ。アングラでサイト運うん営えいしているような奴が、自分の個人情報、自分で曝さらすわけねぇだろが。こいつはさぁ、全然防ぼう御ぎよしてねぇんだよ。アンタ、この意味分かる？　火壁フアイアーウオール使ってねぇとか、串くし通とおしてねぇとか、そんな次元じゃねぇ。わざわざ自分でブラウザのセキュリティレベルも弄いじってんだぜ？　外部からの接せつ続ぞくも許きよ可かしてるし。自分のＰＣをそこらのフリー端たん末まつと勘かん違ちがいしてる馬ば鹿かでもねぇ限かぎり、これは初めっから、誰かに見つけてもらう事が前ぜん提ていの罠で、誰かがこの住所にノコノコとやってくるのを待ってるってわけ」
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　あまりパソコンのセキュリティに関する知ち識しきはない僕だったが、彼の言わんとしていることは理り解かいできた。


　予あらかじめ用意されている防ぼう御ぎよ策さくをあえて排はい除じよするというのは、あらゆる場面で使われる罠だ。人は心理的に、特別防御の弱いところを見つければ、そこを攻こう撃げきしたくなる。しかしそれは、むしろ防御側の思おも惑わく通りなのだ。


　本来なら防御側は、守らなければならない場所の全すべてをカヴァーしなければならない。しかしそれだけの能のう力りよくが無い場合、どうしても穴あなが出来てしまう。そしてその穴を突つかれれば、正せい常じように防御することは出来ない。


　ならば、逆ぎやくにその穴を利用してしまえば良いのだ。わざと穴を作ることで、攻撃側の注意をその一点に集中させてしまえば良い。そうすればカヴァーするのはそこだけで良くなる。そこから攻撃してくることが分かっているのなら、それなりの迎げい撃げき策さくを用意することが出来る。


　クロスくんが言っているのはそれと同じ理り屈くつだった。


　予め分かりやすいところに、分かりやすい住所を用意しておき、それを見て、それが正解だと思い込こませてノコノコとやってきたところを迎撃する。確かに、利には適かなっているといえるだろう。


　ただし……いったいぜんたい、どうしてそんな罠を用意しなければならないのかは全く理解不能だったが。


「ありがと」


　そんな僕達の会話を一いつ切さい合がつ財さい無む視しして、志乃ちゃんはそう言うと、僕さえも置き去りにして席を立ってしまった。


「しっかし、なんか面おも白しろそうだよなぁ。俺おれも付いて行って良いか───って、もう行っちゃってるしよ。なんなの、あれ。ありがと、なんてさ。あれで本気で感かん謝しやしてるのかよって感じだよなぁ」


「ありがと、って言ってくれるだけマシじゃないか。僕なんか、毎日ご飯を作ってあげてるのに、一度だって感謝されたこと無いんだぞ。まるで、お姫ひめ様さまと召めし使つかいみたいだ」


　そう、僕が肩かたを竦すくめると、クロス少年はニヤリと笑った。


「あれ？　アンタって、召使いじゃなかったの？」
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　清算を終えて──自分の分だけ──さっさと喫きつ茶さ店を出て行ってしまった志乃ちゃんを、僕は慌あわてて追いかけた。彼女の足は、元来た駅へと向かっている。しかし、そのまま地元へ帰るつもりでないことは、その背せ中なかから十分に感じられた。


「まさか今から行く気なの？」


　信じられない気持ちでそう聞くと、志乃ちゃんはあっさりと頷いてくれた。


「で、でも、どうやって？　お金だってないし……」


「カードがあるから」


　と、志乃ちゃんはポーチから財さい布ふを取り出し、スリットに差し込まれた一枚まいのカードを取り出した。クレジットカード……しかもゴールドだった。


　あの両親は、小学五年生になんてものを持たせてるんだ！


　放ほう任にん主しゆ義ぎを通り越こした小お父じさんたちのトンデモビックリな教育思想に、僕は本気で頭を抱かかえる。何ど処この世界に、そんな代しろ物ものを持ち歩いている小学生が居いるというのだ。


　と、志乃ちゃんはゴールドなカードを僕に差し出してきた。


「……何？」


「お金は、任まかせる」


「へ？」


「新しん横よこ浜はままでの切きつ符ぷ。私が買ったら、不ふ審しんに思われる可能性が高い」


「あ、あぁ……なるほど」


「それに、この時間だと向こうで一いつ泊ぱくする事になるから。その時も同じ」


　確たしかに、志乃ちゃんくらいの子がゴールドカードで東京行きの新しん幹かん線せんの切符を買ったり、ホテルに泊とまろうとしたら、常じよう識しき的な大人なら不審に思うだろう。「お嬢じようちゃん、ご両親は？」って聞かれるのがオチだ。


　その点、僕が一いつ緒しよなら何の問題もない。


「でも、これで僕の分まで買っちゃって良いのかな？」


「良い。好きに使って」


「好きにって……」


「お礼だから」


　そう言って志乃ちゃんはさっさと歩き出してしまった。


　お礼って、もしかして、さっきの会話を聞かれていたのだろうか。


　そういう感謝が欲ほしかったんじゃないんだけどなぁ……。


　僕は、大きく息を吐はいたのだった。





　　　　＊　＊　＊





　さて。


　実をいうと、僕は関かん東とうに行くのは初めてだったりする。


　さすがに新幹線に乗ったことはあるけれど、それは中学の時に修しゆう学がく旅行で九きゆう州しゆうに行った時だけだった。ちなみに、引ひっ越こしの際さいは荷物と一緒に車で移い動どうした。大阪から博はか多たまでだ。あれに比くらべたら、新幹線というものがどれだけ快かい適てきな乗り物なのか、思い知らされた。


　新幹線に乗っておよそ二時間半。近きん鉄てつ特急で名な古ご屋やまで行くのとほとんど変わらない時間だ。と言っても、その間ほとんど、僕は眠ねむっていたのだけれど。


　到とう着ちやくした新横浜からＪＲ横浜線で横浜駅へ。そこから京けい急きゆう本線快速特急で横よこ須す賀か中央駅へ。所要時間はおよそ一時間。駅で少し迷まよったとはいえ、思っていた以上に時間が掛かかってしまった。


　横須賀中央駅にたどり着くと、僕はすぐにバスの地図を探さがした。しかし、わざわざ歩いて探すのが面めん倒どうくさいから、と志乃ちゃんはさっさとタクシーに乗り込んでしまった。タクシーになんて乗ったのは何年ぶりだろうか。少なくとも、タクシーでカードが使えることを、その時初めて知ったほど、僕には縁えん遠どおい存そん在ざいだった。


　そこから更さらに三十分ほど。運転手さんは見るからに年季が入っていそうな中年のオジさんだったが、実はつい数ヶ月ほど前に転てん職しよくしてきた新米さんらしく、ワザとやっているんじゃないかと邪じや推すいしてしまうくらい道に詳くわしくなかった。しかも運転も下手だった。急停止と急発進の連発で、乗り物にあんまり強くない僕は吐きそうになった。尤もつとも志乃ちゃんは、こんな時でさえ平然としていたけれど。


　結局、目的地に着いたのはそろそろ日も大きく傾かたむき始めてきた頃ころだった。


　何の変へん哲てつもない住じゆう宅たく街がいの真ん中の、何の変哲も無いごく普ふ通つうの家だった。二階建てで、志乃ちゃんの家ほどではないけれど、なかなか大きいことには間ま違ちがいない。


「市し井い垣がき忍しのぶ……間違いない、ここみたいだね」


　大理石っぽいただの石に彫ほり込まれた表札を確かく認にんする。どうやら一人暮ぐらしらしい。他ほかの名前は書かれていなかった。こんな家に一人暮らしだなんて、結けつ構こう年ねん齢れいが高い人なのか、それとも両親が何らかの理由でいないだけなのか。


　インターフォンのボタンを押おす。キンコーンという軽い音が家の中から聞こえてきた。だが、二分ほど待っても誰だれかが出る様子は無かった。更に数度押し、最後には十六連打してみたが、やはり反はん応のうはない。


「どうしよう？」


「ドアを壊こわしてでも入る」


「……不法侵しん入にゆうって言葉、知ってる？」


　ついでに、器物破は損そんもだ。


　志乃ちゃんはその質しつ問もんに対してあっさりと頷うなずき、頷きながらも視し線せんだけで僕ぼくに対して「やれ」と言ってきた。クロスくんの言う通りかもしれない。まるで召めし使つかいのような扱あつかいだった。


　ドアノブに手をかける。しかし、想そう像ぞうしていたガチャリという固い感かん触しよくはなかった。ノブは簡かん単たんに半回転し、引っ張ぱると僅わずかに重い手て応ごたえと共に外側へと開いた。


「どうやら、罠わなっていうのは本当みたいだね」


　少し警けい戒かいしながら言う。


　ドアを開けると中は完全に真っ暗だった。まだ夕方とはいえ、そろそろ陽ひの光も弱まり始めているのだから、電気を点つけずに生活するには不自由があるだろう。ということは誰も居いないのだろうか？


　しかし、誰も居ないのに罠っていうのは、ことさら危き険けんなような気がするのは僕の錯さつ覚かくだろうか。


「これ……」とドアを開けたまま躊躇ためらっている僕に志乃ちゃんが何かを差し出してきた。それは極ごく太ぶとのマジックペンくらいの太さの懐かい中ちゆう電灯だった。どうやらポーチから取り出したらしいのだが、まさかそんなものを常じよう時じ持ち歩いているはずも無いので、おそらくこうなることを予よ測そくしていたのだろう。


　心底付いてきて良かったと安あん堵どする。


　僕はそれを受け取り、中へと入る。僕の家のと比べて三倍はありそうな土間で靴くつを脱ぬごうとして、だけど懐中電灯によって照らし出された奥おくへと続く廊ろう下かに積もりに積もった埃ほこりを見て、止やめておくことにする。こんなところを靴を脱いで歩いたら、靴下がとんでもない事になりそうだ。


　埃は廊下の奥までずっと溜たまっていた。そこに、誰かが移動した痕こん跡せきは見つけられない。僕はその埃の床ゆかに土足のまま上る。そしてその段だん差さを志乃ちゃんが良く見えるよう振ふり返って、そこで彼女の異い変へんに気づいた。


「志乃ちゃん……？」


　志乃ちゃんは埃の積もった廊下をジッと見つめている。何かあるのかと僕もその辺りを確認したけれど、もちろんそこには何もない。不ふ審しんに思い、再さい度ど呼よびかけてみたが、志乃ちゃんはそれに答えてくれることなく、何事も無かったように歩き出してしまった。


「あ、待って」


　そんな彼女を押し留とどめ、電灯のスイッチを探す。日本の建けん築ちく物というのは大体が同じ構こう造ぞうで、当然その中にある設せつ備びの位置も似に通かよっている。案の定玄げん関かんを入った直すぐ先にスイッチを見つけることが出来た。だが、それを押した僕は、直ぐにそれに意味がなかったことに気づく。


　スイッチをＯＮにしても、電気が点く気配は一向になかった。何度繰くり返しても、変わらず真まっ暗くら闇やみのままだ。もちろん、実は別の場所のスイッチだったとかそんなオチではない。念のためと周囲を確認してみたが、他にスイッチは見つけられなかった。


「電球が切れてるだけなのか、それとも電気が来てないのか……」


　床の埃を見る限かぎり、そのどちらもあり得そうだ。


　仕方なく、懐中電灯の光だけを頼りに進むことにする。玄関から真っ直ぐに延のびる廊下。その右側に二階への階段がある。そこからやや進んだ左側に摺すりガラスの嵌はめ込まれたドアがあり、開くとリビングがあった。右手にはキッチンが見える。モデルルームの様に整理整せい頓とんされたその場所は、それ故ゆえに生活観がまるで無く、そこがもう長い時間使われていないことを証しよう明めいしていた。


　更に廊下を進むと、正面と左側にドアが。右側には通路が続いている。


「左側はたぶんキッチンに通じるドアだろうね」


　建物の間取りからそう推すい測そくする。僕はそのドアを避さけ、正面のドアを開けるか、あるいは右側へ曲がるか少し迷まよった。


　と、その時だった。不意に、背はい後ごでギシリという音が鳴った。それが床板の軋きしむ音である事を経けい験けん則そくから理り解かいした僕は振り返る。


　旋せん回かいする懐中電灯の光に、一いつ瞬しゆん、何かが輝かがやいた。


　それが何であるかを理解するよりも早く僕は、


「志乃ちゃん！」


　志乃ちゃんへと咄とつ嗟さに手を伸ばしていた。だけど間に合わない。


　速い。いや、違ちがう。こちらの反はん応のうが遅おそすぎるだけだ。


　ここまで歩いてきて明るい太陽の光に慣なれきった瞳どう孔こうは、まだこの暗闇に適てき応おうしていない。ここでずっと待ち構かまえていた『相手』とは、反応速度が違っていて当然だ。


「志乃ちゃん、逃にげてっ！」


　叫さけぶ僕の身体からだにドカリと強い衝しよう撃げきが届とどいた。飛びこんできた誰かに体当たりされたのだ、と気づいたときにはもう立て直せないほどバランスを崩くずされていた。とっさのことでほとんど受身も取れず、その場に尻しり餅もちをつく。


　その隙すきに誰かは志乃ちゃんへと摑つかみかかる。


　手から零こぼれ落ちた懐中電灯が摩ま擦さつ係数の少ないフローリングの床に転がりクルクルと回転し、巻まき上がる埃を照らし出す。その光がまるでストロボのように志乃ちゃんへと覆おおいかぶさり、彼女の首くび筋すじへと折りたたみ式ではない、キャンプなんかに持っていくような無ぶ骨こつなナイフを突きたてようとしている誰かの姿すがたを映うつし出した。


　一瞬にして頭の中が白熱した。


　素す早ばやく回転を続ける懐かい中ちゆう電灯を取り、それを構かまえてそいつへと飛び掛かかるために立ち上がった。


　だがそこで、


「動くなっ！」


　闇を引き裂さく鋭するどい声に、僕の身体はまるで見えない針はりに縫ぬいとめられてしまったかのように動かなくなった。いや、声なんか聞こえなくたって、志乃ちゃんの首にナイフが薄うすく当てられているのを見れば動けなくなって当然だった。ナイフを持っているのと反対の腕うでが、彼女の細い身体を拘こう束そくしている。
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　こういう状じよう況きようは映えい画がやドラマなんかで何度も見たことがある、お馴な染じみの風景だ。


　だが、これはもちろんそんなフィクションではなく、現げん実じつだった。


　しかも相手はプロの殺し屋でもプロの俳はい優ゆうでもない、ただの、それまでナイフなんて一度も持ったこと無いような素人しろうとだ。がっちりと志乃ちゃんを押さえつけながら、それでもプルプルと僅わずかに震ふるえる腕が、洒落しやれにならないくらいに恐おそろしい。


「懐中電灯を、自分に向けて下ろせ」


　大人しく言われた通りにする。暗闇の中で唯ゆい一いつの頼たよりだった光は僕の足元を照らしながら後方へと広がって消えていく。これで、向こうから僕を見ることは可か能のうでも、僕から向こうを見ることは不可能になった。


　状況は最悪だ。


　それでも、どうするべきなのか、僕はそれを必死に考えていた。


　もちろん最低勝利条じよう件けんは志乃ちゃんを無む傷きずで助け出すことにある。最悪、僕はどうなっても構わない。死にたくはないけれど、でもその代わりに彼女が大おお怪け我がをしたり、一生残るような傷を負わせてしまうよりはずっと良い。それだけは、何があっても絶ぜつ対たいに避けなければならない。


　声の調子から、また志乃ちゃんを拘束する腕から女性であることは分かった。顔は一瞬程にも見えていないのだが、まず間違いないだろう。年齢は若い。少女という程ではないにしても、僕とそう年代は変わらないはずだ。


　けれど、こういった状況下では、必ずしも性別やその年齢は重要な問題にならない。希望的観測としてならばともかくとして、実際問題としてはこの状況で僕ができることなんていうのは非常に限られている。相手は女じよ性せいなのだから単たん純じゆんな身体能力的にはこちらの方が勝まさっているだろうが、こうもしっかりとナイフを当てられた状じよう態たいでは、下手に飛び掛れば過あやまって志乃ちゃんに怪我を負わせてしまいかねない。


　今いま更さらになって、鴻池先せん輩ぱいの利口さを思い知らされる。


　あの時───レイプ犯はんたちを懲こらしめに行った時、僕は彼女の武ぶ装そうを見て大げさだと思った。その尋じん常じようではない武装に、正直な話、少しだけ呆あきれていた。


　だが、違う。


　素人同士で身体能力の差を競きそったところで、それは団どん栗ぐりの背せい比くらべどころの話じゃない。全くの無意味だ。そんな方法では、何も守れない。彼女を守れない。


　今の僕は、あの時以上の武装が欲ほしかった。


「馬ば鹿かな事は止めろ。彼女を放せ！」


「馬鹿な事？　馬鹿な事って何なのかしら？」


　嘲あざ笑わらうような女の声。


「この子の耳をそぎ落とすこと？　それとも鼻？　いえいえ、きっと目ね。目を穿うがって欲しいのでしょう？」


「くっ……」


　声から、それが本気かどうかなんて分からなかった。だからこそ、全すべてが本気に聞こえてしまう。


「あんたは、何者なんだよ……」


「あら？　あたしが誰か知らないのに、ここに来たの？　そんなわけ無いでしょう。あなたはあたしが誰かを知っているはずよ」


　ニヤニヤと、表ひよう情じようは見えないのにそれでも嘲笑っているのが分かる声が無む性しようにムカツク。人を小馬鹿にした人間というのは確たしかに実じつ在ざいするし、僕もこれまでの人生で何度か出会ったことがあるが、それでもこいつはその極きわみだ。


　だが、それでも何を言わんとしているかは理り解かいできた。


　彼女はここにいた。彼女はここで待っていた。なら、答えは一つしかない。


「あのサイトの管理者」


　それ以外、考えられない。


「そう。あたしが『デッドエンドコンプレックス』の支し配はい者しや。人を正しき死へと誘いざなう死神。全ての迷まよえる子羊の救世主。生と死の狭はざ間まに生きる者」


　尊そん大だいな、自分の言葉に酔っているかのような声で女が言う。


　だがその声はすぐに軽い音へと変わった。


「あはっ、あはははははっ！　馬鹿みたい！」


「え────？」


「死神？　救世主？　んなわけないじゃないの。あたしはただ、間ま抜ぬけな死にたがり共が本当に死んでいくのを見るのが好きなだけの、ごくごく普ふ通つうの、好こう奇き心しん旺おう盛せいな女の子よ」


　女の子と呼よぶべき歳としなのか、というツッコミは禁きん止しなのだろうか。状況についていけずパニックを起こした頭で、そんなことを考える。


「ねぇ、あんたら。思わない？　あいつらってホントーにどうしようもない馬鹿だって。ちょーっと死に易やすい理り屈くつ作ってやったら、馬鹿みたいに、次から次へとコロコロと死んでくんだから」


　嘲笑うその声に、僕は一いつ瞬しゆん、頭の中が空っぽになったかのように錯さつ覚かくした。


「ふ……ふざけるなよ！」


　確かに、自殺は馬鹿馬鹿しいかもしれない。間ま違ちがっているかもしれないし、それをする人たちの弱さに呆れるしかないかもしれない。だけれど。だとしても。それは決して、誰かによって愚ぐ弄ろうされるべきことではない。


　だってそれは、誰だって一いつ緒しよだから。誰だって、そういった弱さを持っているものだから。それに勝つか負けるかは、この際問題ではない。彼らはただ、それに対する反はん応のう、症しよう状じようが過か剰じようだっただけで、誰だって、同じように苦しみを抱かかえているのだ。


「ふざけないと、ツマンナイでしょうが」女はそれでも嗤わらいを止めない。「ドミノと一いつ緒しよよ。あたしはちょんと背せ中なかを押おしてやっただけで、後は間抜けなあいつらが勝手に死んだの。だからさ、ねぇ、貴方あなたも死んでよ」


「え……？」


「死に方は……そうねぇ。壁かべに頭を強くぶつけてってのはどう？　死ぬまで、何度も何度も頭をぶつけるの。なかなかに素す敵てきな、イカレた死に方でしょう？」


「そんな事────」


　するわけないだろう、と言おうとして、


「そしたら、この子だけは助けてあげる」


　僕は息を呑のんだ。


　もちろん、そんな彼女の言葉を信じることなんて出来ない。彼女が死んだ僕との約束を守るだなんて、本気でそんな事、信用するはずがない。


　だけれども。


　僕は───志乃ちゃんを助けなければならない。


　彼女だけは、絶ぜつ対たいに守らなければならない。


　その為ためならば────。


「下らない、茶番」


　不意に、声が舞まい降おりた。


　それが一瞬誰だれの声なのか、分からなかった。まるで地の底から響ひびいてくる大地の脈動のような、あるいは晴天の空に響く遠えん雷らいのような、低く暗く、重く苦しく、無む限げん凍とう土どのように冷たい声こわ音ね。


　ゾクリと、心が───魂たましいが震ふるえる。


　心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにされたかのような違い和わ感。


　その声が志乃ちゃんから発せられたものなのだと気づき、僕は信じられない気持ちになった。


　それは間違いなく、僕が今まで一度も聞いたことのない声だった。


　彼女の声は高くて綺き麗れいだ。そのまま何ど処こかの合唱団だんにでも入れそうなほど──事実、もっと幼おさない頃ころには歌のお稽けい古こもやっていたらしい──なのだけど、しかし驚おどろいたのはそれが低く変へん質しつしていたからではない。


　そんな彼女の美しい声には、実のところ何時だって感情が含ふくめられていなかった。まるで機械の合成音声のように無感動なのだ。どんなに楽しい歌を歌っても、どんなに哀かなしい歌を歌っても、全すべて同じ平へい坦たんな空気の振しん動どうにしか聞こえない。素人しろうとの僕ぼくにだって絶対に合唱団には入れないだろうことが分かるくらいに、彼女の声は致ち命めい的なくらい冷たい。


　なのに、今の声にはその欠け落ちていた感かん情じようがあった。


　本来ならそれは喜ぶべきことなのだろう。彼女がホンの少しでも感情を示しめすということは、僕にとって最大の願いだったのだから。


　しかし、初めて聞いた彼女の本当の声が、よりにもよって───明めい確かくな侮ぶ蔑べつだなんて。


「何よ、あんた。ガキは黙だまってなさい」


「貴女はまだ、あの言葉の意味に気づけていないのですね。こんな無意味なことをして、こんな無む価か値ちな自分を曝さらして、それでも他者を嗤うことで自じ我がを保たもち続けている、詰つまらない命」


「黙りなさい！」


　ヒステリックな女の声に、血の気が一気に引いていく。


　お願いだから喋しやべらないで、志乃ちゃん。


　だが、その願いは届とどかない。いや、たぶん届いていたとしても彼女は無む視ししただろう。普ふ段だん全然喋らないにも拘かかわらず、彼女は言いたいことは全部言うタイプなのだ。


　だから彼女は、当たり前のように宣せん誓せいする。


「貴女は何者でもない。ただの、人殺しです」


「なっ────」


「人殺し……？」


　彼女は何を言っているのだろう、と考えたが、答えが出るよりも先に志乃ちゃんが解かい説せつしてくれた。


　ただし、彼女の解説は凄すさまじく端たん的てきだった。


「彼女はカラオケボックスでの自殺に参加するはずだった九人の内の一人。集合場所に行きながら、しかし唯ゆい一いつ生き残った一人。そして、あんな自殺方法を彼らに選ばせた、犯はん人にん」


「じゃあ、まさかあんたが……」


「いいえ、違ちがいます。私はクロスではありません」


　志乃ちゃんの意味不明な否ひ定ていに、僕は首を傾かしげた。どうしてここでクロスくんの名前が出てくるのだろうか。「どういうことよ！」なんて女が叫さけぶが、それは僕の台詞せりふだった。


「最初、『彼』がクロスだと思ったのでしょう？　唯一の生き残りであり、自分の犯はん罪ざいを暴あばく可か能のう性せいがある彼を殺すために、ここで待っていたのでしょう？　でも、それは不可能。ここにクロスは居ない。彼の役やく割わりは、貴女を呼よび出すことだった」


「そ、その為ためにクロスの名前であたしを探さがしていたっていうの？　あんなあちこちにログを残して……あたしがそれを見つけるのを待っていたっていうの？」


「そう」


「でも、なんで……」


「それを答える前に、聞きたいことがあります。どうやって彼らを説得したのですか？」


「そんなの……簡かん単たんなことよ。泣いてお願いしたの。どうかあたしを助けてくださいってね。あいつら、馬ば鹿かみたいに簡単に承しよう諾だくしてくれたわよ？　まぁ、もともと今から死のうとしてた奴やつらなんだから、最後の最後に良いことでもして天国に行こうとしたんじゃない？」


「貴女あなたは、そのことに何も思わなかった？」


「思ったわよ。あぁ、人間って可愛かわいいなって。あたしの噓うそ泣きにあっさりと騙だまされちゃってさ。あんまり簡単に行き過すぎたから、ちょっと気持ちよかったわよ。あたしは今まで、騙されるばかりだったけど、騙す側になって良く分かったわ。これは、本当に、素す敵てきな気持ちよ」


「そう……」


　恍こう惚こつとした声音で答える女性に対して、志乃ちゃんの声はいつの間にか普段の冷たいものへと戻もどっていた。まるで、この女の存そん在ざいそのものに飽あいてしまったかのように。


「では、先ほどの質問に対する答えを返します。彼らからの伝言を伝えるために、私は貴女を呼んだ」


「伝言？　なによ、それ」


「……デッドエンドコンプレックス」


「は？」


「貴女が行き着く先は、絶ぜつ対たいの行き止まり」


　彼女がそう言い終えた瞬しゆん間かん、暗くら闇やみの中に青白い火花が散った。


「え……？」


　呆ぼう然ぜんとする僕の耳に、「ぎぇっ」とか「ぐぇっ」とかしか表ひよう現げんのしようのないヘンテコな声が聞こえ、続いてバタンと重たいものが倒たおれる音がした。


　何が起こったのか分からず呆然としていた僕だったが、ノロノロと現実に思考が追いついてくると、慌あわてて懐かい中ちゆう電灯を拾い上げ、志乃ちゃんへと向けた。


「……眩まぶしい」


「あ、ごめんごめん」


　叱しかられて懐中電灯の光を下げる。すると、そこに人が倒れていた。さっきは良く見ていられなかったのだが、結けつ構こう若い女性だった。十代ということはないだろうが、二十代後半にはまだ届いていないくらいだろう。


　しかし、今最も重要なのはそんなことではない。


　今大切なのは、その女性が倒れているという事実と、志乃ちゃんの手に握にぎられた黒い物体だった。大きさはお札ほどで、彼女の小さな手には僅わずかに収おさまりきれていないようだ。


「えっと……それって、スタンガン？　どうしてそんな物を？　いつも携けい帯たいしてるの？」


　僕の質問に志乃ちゃんは答えず、床ゆかの上でもがいている女性に、本当に小学生なのか疑うたがいたくなるほどの無表情で再ふたたびスタンガンを押し付けた。ほとんど音は聞こえなかったものの相当な衝しよう撃げきがあったのだろう。女性の身体からだが大きく痙けい攣れんする。それで女性は意い識しきを失ったのか、完全に沈ちん黙もくした。


「鬼おにですか、君は……」


「後こう遺い症しようは無いから」


　そういう問題じゃありません。


　だが、この状じよう況きようでは──僕は結局何の役にも立たなかった──叱るに叱れず、話を切り替かえる。


「それよりも、さっきの話。僕、全然意味が分からなかったんだけど……どういうことなの？」


「…………」


　志乃ちゃんは「言わなきゃダメなの？」なんて感じの、あからさまに面めん倒どうくさそうな顔をした。もちろん、「言わなきゃダメです」と頷うなずいてやる。


「……問題なのは、何な故ぜ彼らがあんな死に方を選んだのか、ということ。彼らには別にあんな方法を選ぶ必要はなかった。彼らは何ど処こでも死ねたし、どんな方法でも死ねた。それはデッドエンドコンプレックスの名の下に自じ爆ばくした少女と同様。彼らにとって、死に方を選ぶというのは、最も無意味なことだった。なら、必然、誰かがあの方法を選ぶよう指し示じしたのだと考えるべきでしょう。だけど彼らにそんな指示をする必要のある人間なんてほとんどいない。考えられるのは、彼らがカラオケボックスで不ふ審しんな死を遂とげ、その後それがただの自殺だったのだと気づかせることに価か値ちを見み出いだすことが出来る存在。そんな存在は、一人しか居ない。彼らと同じような状況で、人を殺してしまった人間だけ」


「同じような状況って……あっ、それってもしかして、一ヶ月前の事じ件けんのこと？」


　カラオケボックスでの七人の死。その一月前にも、同じくカラオケボックスで一人の男だん性せいが死し亡ぼうしていた。その事件は、もちろん直後にこそ話題にはなったものの、その後に起きたより大きくショッキングな七人の死によって搔かき消され、今ではその付ふ随ずい物としてしかニュースに登場することは無くなっていた。


「それじゃあ、まさかこの人がその犯はん人にん？」


「そう。具体的にどういう状況だったのかは分からない。先ほどの彼女の言葉からある程てい度ど被ひ害がい者しやとの関係を推すい測そくすることは可か能のうだけれど。ともかく彼女は、突とつ発ぱつ的な形で人を殺してしまった。彼女はその事実を隠かくす必要性に迫せまられた。だから、彼らを同じような状況で自殺させた。その事件が自殺ということになれば、似に通かよった状況である彼女の犯はん罪ざいもまた、自殺として処しよ理りされると考えた。事実、警けい察さつは二つの事件に関連性を見出し始めている。恐おそらく他ほかにも何かしらの細工をしているだろうから、このまま行けば彼女の殺人は隠いん蔽ぺいされるでしょう」


「そんな────」


「だけど、私はそれに対して何の興きよう味みもない。もう、どうでも良い」


　これで話は終わりだ、と言わんばかりに志乃ちゃんは押おし黙だまってしまった。


　どう言えば良いのか分からなかった。


　どう考えても無む茶ちや苦く茶ちやな発想だ。確たしかに、結果的にはこの女性の思おも惑わく通りなのかもしれない。警察がそこまで愚おろかだとは思わないけれど、今のところ二つの本来無関係な事件は関連したものとして扱あつかわれ、いずれ、もしかしたら本当にただの自殺ということになってしまうのかもしれない。


　しかし、それはあんまりにも酷ひどい───最低の発想だった。


　確かに、彼らは自殺をしようとしていた。実じつ際さいに自分で自分を刺さし殺した。それはとても愚かで、馬ば鹿か馬鹿しいとさえ言える考えだ。


　だけど、そんな彼らにだって命はあった。失われる一瞬まで、尊とうとい命があったのだ。


　それを彼女は、自分の目的の為ために使った。


　彼らを騙だまし、その命を使って自分を守ろうとしたのだ。


「それは違ちがう」


「え？」


「彼らは彼女の考えに気づいていた」


「気づいてた？」


「彼らはデッドエンドコンプレックスの意味を知っていた。だから、その言葉を最後に遺のこしたの────」





　　　　＊　＊　＊





　なんとか『彼』を死なせずに終わらせることが出来た。


　志乃はその事実に心中で小さく息を吐はく。例えそこに誰が潜ひそんでいたとしても、それが危き険けんな存そん在ざいであるとは思っていなかったが、まさか『彼』の側にそれが内包されているとは想そう像ぞうしていなかった。相変わらず、何い時つも何時も、こちらの予想を恐ろしくなるくらいに裏うら切ぎってくれる。


　二人は、気き絶ぜつしている女をそのままにして、二階へと上がった。先ほどの女は恐らくそこに潜んでいたのだろう。玄げん関かんに埃ほこりが積もっていた事から考えても、どこかから二階へと侵しん入にゆうし、そこで『クロス』がやってくるのを待ち構かまえていたのだ。女の足あし跡あとが残る階かい段だんを一歩一歩登っていく。その後ろに、未いまだ志乃の答えが理り解かいできていないらしく憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようの『彼』が付いてくる。その手に持たれた懐かい中ちゆう電灯の光を頼たよりに、彼女は足を踏ふみ出す。


　上った二階には部屋が四つあり、それぞれ寝しん室しつになっているようだったが、誰かがいる気配は全く無かった。近くのドアを開けてみると、埃にまみれた部屋の中で、カーテンが僅わずかに揺ゆれている。どうやら、ここが侵入経けい路ろらしい。だが、それ以外に見るべきものは一つもなかった。同様に全すべての部屋を見て周ったが、何処にも生活の跡あとはなかった。衣類や生活用品はどうやらそのままの状じよう態たいのようだったが、それらが最近使われた痕跡はまるで無い。


「誰も居いないね……」


　二人は一階へと戻もどることにした。


　その途と中ちゆう、ふと、志乃は窓まど枠わくに立てかけられた写真立てを見つけて立ち止まった。


　その写真には三人の親子の姿すがたが写っていた。何処かの公園で撮とられたらしい。背はい景けいに芝しば生ふと花か壇だんがあり、その前で三十代後半くらいの夫ふう婦ふと、元気一杯にピースをしている少年の姿があった。


　それは、もう随ずい分ぶん古いものなのだろう。市井垣が、まだ、彼なりの答えに辿たどり着く前の、幸福であったかもしれない過か去この情景だった。


　志乃はしばらくそれを見つめていたが、やがて目を逸そらし、再ふたたび歩き出した。


　二人は一階へと降おりた。一階にはすでに確かく認にんしたリビングとダイニングキッチン、その他に洗せん面めん所じよと風ふ呂ろ場ばとトイレがあったが、その何処にも、やはり生活の跡は見られなかった。キッチンは丁てい寧ねいに掃そう除じされたまま生ごみ一つ残っておらず、冷れい蔵ぞう庫この内はそのまま店頭に並ならべられるくらい空っぽだった。


　もともと、志乃にはその予感があった。


　いや、確信と言っても良い。


　市井垣忍は、たぶんもう────。


　キッチンから出たところで、廊ろう下かの奥おくにドアがあるのを見つけた。すでにおおよそ一いつ般ぱん家屋に存在している全ての設せつ備びは確認しているので、さらに部屋があるのは不思議だった。


　ドアをゆっくりと開けてみる。蝶ちよう番つがいを軋きしませて開かれたドアの向こうには、下へと続いている階段があった。どうやら地下室があるらしい。最近は一般の住じゆう宅たくに地下室があることもさほど珍めずらしくはない。


　ドアが開かれたことで空気の循じゆん環かんがあったのだろう、何ともいえない黴かびの匂においが漂ただよってきた。


「どうする？　降りてみる？」


　聞いてくる『彼』に対して、当然と頷うなずいた。


　階段は闇やみに慣なれ始めた瞳ひとみにすら暗く、しかも一段一段が狭せまく急で、志乃は転げ落ちそうになった。先を行く『彼』の手をしっかりと握にぎり締しめながら降りていく。


　辿り着いた先は、薄うす暗ぐらく湿しめった部屋だった。


　広さは六畳じようほどだろうか。『彼』のアパートと同じくらいなのだろうが、無味閑かん散さんとしていて、それよりは広く感じられる。部屋にある物は限かぎられていた。パソコンとそれを置くためのデスク、そして椅い子す。


　その椅子に座すわっていたのは、昔は人間で、今はもうすでに人間ではないモノだった。


　死後、どれほどの時間が経たっているのだろう。腐ふ敗はいしていく段階はとうに過すぎてしまっているようで、ほとんど白はつ骨こつ化かして、乾かん燥そうしていた。


　椅子にもたれ掛かかるようにしてダラリと垂たらされた手足。脊せき椎ついの隙すき間まに残った乾かん燥そうした肉。むき出しの頭ず蓋がい骨こつ。そこにぽっかりと開いた大きな穴あなは、そうなってもまだディスプレイを見つめていた。


「これが、本当の管理者？」


　僅かに震ふるえている『彼』の問いに志乃は答えず、マウスを動かしてスクリーンセーバーが映うつし出されている画面を切り替かえた。


　現あらわれたのは『デッドエンドコンプレックス』のサイトだった。おそらく、今はもう削さく除じよされてしまったオリジナルのページだろう。内ない容ようそのものに違ちがいは無いようだった。


　志乃は続けてマウスを動かし、ハードディスク内のデータを確認する。しかし、ブラウザや個こ人じん情じよう報ほうの書かれたメモ帳以外のほとんどのアプリケーションは削除されているようだった。残り容量を示しめすグラフが紫むらさき色いろに染そまっている。


　何一つ、残されていない。


「これはいったい……どういうことなんだ？」


「彼は、行き止まりを乗り越こえた」


「……行き止まり？」


「生きている限り、死ななければならないという矛む盾じゆん。自分に関係なく肉体が変化していくという事実。彼はただ、死に至いたる生が許ゆるせなかったのでしょう」


「肉体が生きていないから、死ぬこともない。それが彼の目的だっていうの？　そんな、馬ば鹿かな……」


「でも、それは神様だって同じ。形は存そん在ざいしないのに、人はその存在を確たしかに認にん識しきしている。触ふれることも、声を聞くことも無く、肉体はすでに存在しない。それでも、人は何千年も前に遺のこされた言葉だけを信じている。そしてそれ故ゆえに、形が無い故に、誰だれも破は壊かいすることが出来なかった」


　だから鴻池キララやクロスが言った『宗しゆう教きようじみた』という指し摘てきはあまりにも正しかった。


　これは一種のカルト集しゆう団だんだったのだ。


「でも……でも、そんなのは間違ってる。確かにこれは生きているとは言えないし、だから死ぬ事だってないかもしれないけど、でも、これじゃあ意味がないじゃないか。ネット上を広がっていくだけの……これはただの情報だ」


「間違っているかどうかも、意味があるかどうかも、主観的な問題でしかない。そしてその主観こそが、あるいは人じん格かく、そしてその先にある意思と言える存在。彼の主観は今もこうやって、世界中に広がっている。誰かに繫つながり、理解され、拒きよ絶ぜつされ、それでも永えい遠えんに消えることはない」


　デッドエンドコンプレックス。


　その言葉に共感する者もいれば、反感を持つ者もいるだろう。


　だが、恐おそらくは、それにすら意味は無いのだろうと志乃は思う。


「肉体は死んでいる。だけど、それが問題じゃない。勘かん違ちがいしないで。間違わないで。肉体はただの防ぼう壁へきにすぎない。フェールセーフの発想。一番最初に、一番壊こわれやすい物を用意することで、最も重要な部分を守っている。一番大切な、人格を、その尊そん厳げんを守るために肉体は存在する」


　例えば、わざとセキュリティにホールを空けておくように。壊れやすいもの、壊れても構かまわないものが、一番目に付くところに用意されている。


　首を切り、それを曝さらすことで人格を貶おとしめられると信じていた時代もあったろう。科学が進歩し、人間の肉体だけではなく、その設計図にすら手の届とどく時代になった今ですら、死体を汚けがす行こう為いは決して許されないことだ。


　だが本当は、そんなことでは誰も傷きずつかない。


　肉体をどれだけ傷つけたところで、


　誰の人格も、尊厳も、汚すことはできない。


　だが、多くの人たちはそれを知ることなく、肉体の破壊で満足する。


　破壊が勝利だと、信じている。


　死が征せい服ふくだと、信じている。


　支倉志乃は考える。


　死とはいったい、何なのだろう。


　どのような状じよう態たいを死と呼よぶのだろう。


　コミュニケーションの断だん絶ぜつか。


　思考の停止か。


　エネルギィの消しよう滅めつか。


　だが、それは全すべて形だけのこと。


　肉体の問題。


　肉体が無ければ、コミュニケーションをとることは出来ない。


　肉体が無ければ、思考を展てん開かいすることが出来ない。


　肉体が無ければ、エネルギィを生産することも発散することも出来ない。


　だから人間は肉体を大事にする。


　まるでそれが一番大事なもののように錯さつ覚かくする。


　だが、


　肉体がある限かぎり、死は避さけ得ない。


　鉄が酸さん化かするように、変わっていく。


　手のひらで掬すくった一握にぎりの砂すなのように、指の隙すき間まから零こぼれ落ちていく。


　肉体は、いつか必ず朽くちる。


　ならば、肉体を捨すてればいい。


　簡かん単たんなことだ。


　生から乖かい離りしてしまえばいい。


　生から脱だつ却きやくしてしまえばいい。


　人格を、


　尊厳を、


　守る必要性せいをなくしてしまえばいい。


　死体になって、


　生ゴミのように燃もやされてしまえばいい。


　人格も尊厳も、一いつ緒しよに燃やしてしまえ。


　大切なそれを捨ててしまえば、


　後はもう、何も無い。


　守るものなど無い。


　コミュニケーションも、


　思考も、


　エネルギィも、


　全ては防ぼう御ぎよのためのツールに過すぎない。


　それらを捨てて、


　防御を捨てて、


　攻こう撃げきだけに特化すればいい。


「情じよう報ほうといったけれど、たぶんそれは正しい認にん識しきだと思う。彼はきっと、情報になってしまいたかった。形がなく、変化することなく、ただ、他人に受け入れられ、排はい斥せきされ、愚おろかだと笑われ、神だと崇あがめられ、真実と虚きよ幻げんの狭はざ間まに存そん在ざいする意思という名の記号になってしまいたかった。そしてそれは、恐らくはこの世界で唯ゆい一いつの、理り解かいを求めることの無い完全なる『自分』なのかもしれない」


　肉体が死んでも、


　形が壊れてしまっても、


　その意思は永えい遠えんに紡つむがれていく。


　宗しゆう教きようがそうであったように。


　あるいは、


　文化がそうであったように。


　形ではない、


　意味ではない、


　ただ、意思だけが残る。


　それは否ひ定ていすることに容易たやすく。


　また、肯こう定ていすることに容易い。


　そしてだからこそ残るのだ。


　何百年。


　何千年。


　何万年。


　有ゆう限げんの生は、


　そうして無限となる。


　デッドエンドコンプレックス。


　生と死の迷めい宮きゆうから飛びたってしまった彼の意思を、最も早はや誰にも消すことなどできない。


　少なくとも、


　人間が生きている限りは────。


「帰りましょう。もう、ここには、何も無い」


　志乃は踵きびすを返した。薄うす暗ぐらい階かい段だんに足をかける。


　一段一段、踏ふみしめるようにして上っていく。


　暗い階段の先に、何が待っているわけでもないのに。


　おそらく、市井垣忍はこれを見せたかったのだろう。


　自分がもう、ここには居いないのだという事実を。


　ここにあるのは、廃はい棄きされた抜ぬけ殻がらだけだという真実を。


　それにどんな意味があるのかは志乃にも分からない。


　ただ、あるいはこれが最後に残った彼の防御だったのかもしれない。


　自分の人じん格かくと尊そん厳げんがどのように使われたのか───自分を理解して欲ほしいという弁べん護ごだったのかもしれない。


　理解。それは人と人とのコミュニケーション。


　それはある意味で、生の証あかしだから。


　そして、もう、志乃が見た。


　それを見て、受け取った。


　だから、ここにはもう、何も無い。


「人格や尊厳を捨て去って、理解を求めないことが、完全な『意思』だということなの？　それが、死を乗り越こえた先にある、永遠だというの？」


「…………」


「でも僕ぼくは、それは、とても悲しいことだと思うよ……」


　階段を上りきったところで、『彼』はそう言った。


　支倉志乃のほとんどは、その意見に反対した。


　悲しいなんていうことは無い。


　そんな感情は、結局のところ、市井垣忍の人格を無む視しするものだ。


　その尊厳を無視した、正しいのは自分だけだと押おし付けるだけのエゴに過すぎない。


　大人が子こ供どもに教育するように。


　他人の尊厳を踏みにじる行こう為いだ。


　そんなものは、ただの幻想だっていうのに。


　そんな幻想に縋すがらなければ維い持じすることさえ叶かなわない、社会のエゴだっていうのに。


　だが……。


　たった一人。


　たくさんの志乃の中心で蹲うずくまっている、ちっぽけな『志乃』だけはそれに同意していた。


　そこに居るちっぽけな『私』だけは、『彼』の言葉が真実なのだと知っていた。


　ずっとずっと、最初から。生まれた時から、生まれる前から。真っ黒な魂たましい。だけどその中に小さく光る輝かがやき。まるで無限に広がる砂さ漠ばくの中に眠ねむる一いつ片ぺんの宝ほう石せきのように。消えることの無い、一つの傷きず跡あと。


　不意に、寂さびしいような気持ちになった。


　そう気づいた時には、視線が勝手に『彼』の姿すがたを探さがしていた。


　振ふり向く。


　懐かい中ちゆう電灯の光が見える。


『彼』はすぐ傍そばに立っていた。


　当たり前のように。


　いつものように。


　探すまでも無く、昔からずっと。


　何い時つだって、『彼』はそこにいた。


　一いつ瞬しゆん、その腕うでに手を伸のばそうとして……結局止めた。


　もう、寂しさは消えていた。


　たぶん、暗かったせいだろう、と彼女は思った。


　そう思うことを、彼女は選んだ。





０７／





　その後、市井垣忍の家を離はなれた僕たちは、そのまま予約していた横浜のホテルに向かった。彼の死とあの女じよ性せいの存そん在ざいは、一いち応おう警けい察さつに連れん絡らくしておいた。わざわざ横浜に来てまで面めん倒どうごとに巻まき込こまれるのは嫌いやだったので、匿とく名めいでだし、当然、詳くわしい事じ情じようは語っていない。きっと語ることもできないだろうし。でもまぁ、それでも問題はないはずだ。こうして一人の名も知らぬ男性の死は殺人に、七人の不ふ可か解かいな死は自殺に落ち着き、全すべての事じ件けんは幕まくを下ろすことになるだろう。尤もつとも、その中心に居た市井垣忍の物語は、今後もずっと続いていくのだろうけれど。


　ホテルに着いた僕達は、一階のレストランで夕食を摂とった後、すぐに眠ってしまった。二人とも、なんだか凄すごく疲つかれていたみたいだ。久ひさしぶりのベッドは柔やわらかくて気持ちよかったけれど、柔らかすぎて肩かたが凝こってしまった。


　次の日は、せっかく横浜に来たのだからと観光する事にした。といっても、あんまり時間もないしお金もないしで、海を見に世界一高いとかいう灯台へ登っただけだったけれど。


　志乃ちゃんは最初興きよう味みなさ気にしていたけれど、それでも展てん望ぼう台から望む港の風景は気に入ったのか、彫ちよう像ぞうのようにジッと眺ながめていた。


　何をするわけでもなく、手すりに身を寄よせている。


　もしかしたら、鳥になりたいとでも思っているのかもしれない。


　あるいは、助け出してくれる王子様でも探しているのか。


　僕はその姿を見つめながら、思う。


　支倉志乃。僕の可愛かわいい妹……みたいな存在。あいにく血けつ縁えんはないし、お兄ちゃんとも呼よんでくれない。そもそも、いったい僕のことをどんな風に思っているのやら、さっぱり分からない。


　彼女の瞳ひとみには、いつだって何も映うつってはいない。僕の方を向いているときだって、その視線は僕を通り越こして、どこか遠いところを見つめている。もちろん、そんな事はないって分かっているのに、それでもそんな錯さつ覚かくを止めることができない。


　二次性せい徴ちようの時期であるはずなのに、未いまだ彼女の身体からだは女性のそれからは程ほど遠とおく、小学生には似につかわしくないお人形さんみたいな白い肌はだや黒目勝ちの瞳、現げん実じつ離ばなれした長い黒くろ髪かみなどの複ふく数すうの要よう素そも相まって、もしかしたら彼女は生身の人間ではないのではないかと───そしてそれ故ゆえに、いつか消えていってしまうのではないかと錯覚してしまう。


　鳥になって飛んでいってしまうのか。


　王子様に助け出されて別の国へいってしまうのか。


　なんだか夢ゆめみたいな話だけれど、どっちも妙みようにしっくりきてしまう。


　その方が自然な気がする。


　もしかしたら、彼女にとってはその方が幸せなのかもしれない。


　僕が望むような普ふ通つうな生き方は、彼女には逆ぎやくに苦く痛つうなだけなのかもしれない。


　彼女は、本当はもっと自由に、僕には決して手の届とどかない、高くて遠い何ど処こかへと旅立つことを望んでいるのかもしれない。


「志乃ちゃん……」


　不安になって、僕は彼女の手を握にぎった。


　なんて、小さな手なんだろう。


　簡かん単たんに握り締しめてしまえるそれは、ほんの少しでも力を籠こめれば、それだけで壊こわれて、溶とけて、消え去ってしまう処しよ女じよ雪のよう。


　こんなにも小さな身体で、どうして彼女は人の死を追うのだろう。


　彼女にはあまりにも重過すぎるはずのそれを、どうして求めるのだろう。


　君はいったい、何処へ行こうとしているのだろう。


　君はいったい、何を求めているのだろう。


　そしてその果てに、何があるというのだろう。


　僕には分からない。


　分からないことだらけだ。


　こんなにも近くに居いるはずなのに。


　すぐ傍そばに居るはずなのに。


　僕たちの間には年ねん齢れいや性別といった以上の壁かべがある。


　見ることの出来ない。


　ただ感じるしかない。


　氷の断だん絶ぜつ。


　いつかはきっと、それを乗り越えることが出来たらと思う。


　そしてもしかしたら、それを乗り越えたとき、僕たちは初めて本当の『家族』になれるのかもしれない。


「…………」


　志乃ちゃんの顔がこちらを向いた。
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　僕を見た。


　真っ黒い瞳に、僕の姿すがたが映る。


　ほんの一いつ瞬しゆんの出来事。


　次の瞬間には、彼女の瞳は遠い地平線を探さがしている。


　ここではない何処かを探している。


　ただ───それでも。


　彼女はその手を、決して振ふり払はらわなかった。





　　　　＊　＊　＊





　その後、中ちゆう華か街がいで昼食を摂ることにした。やっぱり、横浜に来たのなら中華を食べなきゃダメでしょ、なんて考えは安直だと思いつつも、それはそれ、旅行慣なれしていない人間に玄人くろうと的な行動を期待されても困こまる。


　そこらじゅうから漂ただよってくる美お味いしそうな匂においにフラフラと釣つられながら、出来る限かぎり安そうな店を探す。さすがにお昼代まで志乃ちゃんのカードから出すのは憚はばかられる。僕は自分のなけなしの貯ちよ金きんを下ろし──違ちがう銀行だったから手数料を取られた！──志乃ちゃんにご馳ち走そうすることにしたのだ。こういう見栄が身を滅ほろぼすんだろうなぁとは思いながらも。


　見つけたのは中華街でも隅すみっこの方にある、とっても庶しよ民みん的な──悪く言えば安っぽくて汚きたならしい──中華料理店だった。幸い、昼時前だったからか、それともそもそも普ふ段だんから客足が芳かんばしくないのか、並ならばされることも無くすんなりと入ることが出来た。


　中華料理屋さんらしい油の匂いがする店内の隅っこのボックス席に座すわる。もちろん、部屋の隅にしか座らない不思議少女、支倉志乃嬢じようの為ためだ。


　注文を取りにきた店員さんに少し迷まよったものの、飲茶ヤムチヤセットを注文した。これからその足で大阪まで帰るのだということを考えると、あんまり重たいものは食べない方が良いだろうと思ったのだ。志乃ちゃんも特に反対はしなかった。


　運ばれてきたのは可愛らしいサイズの蒸むし器に入れられた餃子ギヨウザやシュウマイといった色とりどりの、なかなかどうして、美味しそうな品々だった。


　僕らはそれを無言で食べた。


　今日の彼女は殊こと更さら無口だった。


　知らない街に来て、少し疲つかれているのかもしれない。


　いや、それとも、昨日の出来事を思い出しているのか。


　デッドエンドコンプレックス。その意味は、今でもよく分からない。


　いつか死ぬことが嫌いやだから、今死んでしまう……という発想なのかもしれないと思ったが、少し違うような気もする。


　むしろ、たぶん結果を先に得ようとしたのだろう。


　例えばの話。


　世の中には沢たく山さんの宗しゆう教きようがあって、沢山の言葉があって、沢山の思いが残っている。


　それらは本来、その人が生き続けた果てに残されるものだ。素す晴ばらしい偉いぎ業ようを達成した人の言葉が名言格かく言げんとして後の世に受け継つがれ、そこに籠こめられた思いを今生きている人達が受け取っている。


　それらは、その人達が生きていた証あかしだ。


　その人達が何を考えていたのか、その意思の残ざん滓しだ。


　故ゆえに、何い時つまででも残る。形は残らない。物ぶつ質しつである限かぎり、崩ほう壊かいは避さけ得ないから。人格や尊そん厳げんは残らない。それを感じ取ることが出来ないから。意味は残らない。全すべての事象は必ず形けい骸がい化するものだから。


　だけど、意思だけは残り続ける。多くの人達がかつて望んだその姿は、今を生きる人々の中に確たしかに残っている。それは多くの人達の中で移うつり変わるものかもしれないけれど、あるいは排はい斥せきされ排はい除じよされてしまうものかもしれないけれど、でも、確かに残り続けている。


　だから、彼らは最終的にそこへ至いたる過か程ていをショートカットしたかったのかもしれない。


　かなり無む茶ちや苦く茶ちやな話に思えるけれど、実のところ今のインターネットの技ぎ術じゆつを利用すれば不ふ可か能のうなことではないだろう。


　それまで、人は紙によって情じよう報ほうを伝達していた。もっと昔は言葉そのものによって口く伝でんしていた。それらは非ひ常じように時間のかかる行こう為いだ。何い時つだったか志乃ちゃんが言っていたように、紙媒ばい体たいの情報伝達速度というのは有ゆう限げんの存そん在ざいでしかない人間にとって致ち命めい的なくらい遅おそい。


　だが、インターネットを使えばそれらは一瞬で、世界中の人々に伝えられる。一度に沢山の人に伝えることが出来る。


　世界中の人が神になれる可能性を内包し、しかもそこへ至る時間を短たん縮しゆくすることができる。


　二千年前の救世主やその信者たちのように長い長い、気の遠くなるような時間をかけて布ふ教きようする必要などどこにもない。今この一瞬に、数千人数万人の人間が、その人の意思にアクセスできるのだ。


　それこそが、彼らの願いだったのかもしれない。彼らはつまり、『自分』という確かなる存在を、この世界に残したかっただけなのかもしれない。全てが壊こわれ、変わってゆくしかないこの世界の中で、彼らはいつか遠い未来ではない今この瞬間に、今ここに居る『自分』を保ほ管かんしたかったのかもしれない。


　もしかしたら彼らは、誰だれよりも『生』に執しゆう着ちやくしていたのかもしれない。これまで多くの人が求め、挑戦し、敗れ去ってきた、永遠の生の、一つの解釈がそこにあったのかもしれない。


　だけど、そうだとしても、やはり彼らは自殺するべきではなかったのだと思う。


　例えば今、志乃ちゃんがやっているように、シュウマイの上に乗せられたグリンピースを一ひと粒つぶ一粒丁てい寧ねいに取り除のぞいていくように、不ふ純じゆん物ぶつを排除していく。すると、残るのは何だろう。あるいは彼女の言うとおり、精せい神しんとか人格とか、そういった目には見えないものなのかもしれない。


　そもそも、肉体を大切にするのは生きるためであって、死ぬつもりなら捨すてても構かまわないものだ。有限でしかない生物としての『生』を放ほう棄きし、人間としての『自分』を無む限げんに残す。それを考えるのならば、確かに生物としての『死』はどうでもいいものなのかもしれない。


　けれど、僕ぼくはそう思わない。そうやって排除しているものにだって意味はあるはずだ。シュウマイの上のグリンピースが彩いろどりを与あたえるように。人には人の、彩りがある。


　それは確かに、もしかしたら無む駄だなものなのかもしれない。いずれ消えて、無くなってしまうのかもしれない。死んでしまえば、それで全てが終わりだ。どんなに他人より綺き麗れいに飾かざりつけたところで、みんな結局は同じ軀むくろを晒さらす。人と人との違いは、結局のところ、肉体には存在しないのかもしれない。


　だけど……それでも。僕にはそれがとても大切なことのように思える。


　彼が無意味だといって焼き捨てたそれにも。


　彼女が幻げん想そうだといって切り捨てたそれにも。


　きっと価か値ちはある。


　成長していく身体からだ。


　だけど身体と共に心だって成長していく。


　それは死に至る道のりかもしれないけれど。


　今の自分が終わりじゃない。


　今の自分で終わらない。


　例えどれほど今が愛いとおしくても、例えどれほど今が憎にくらしくても、僕たちは変わっていくことに───変わっていけることに幸福を感じるべきなのだ。


　そして、その過程と、そこで得られた物を大切にすべきなのだ。


　例えば。


　誰かを大切に思う気持ちとか。


　誰かを愛する気持ちとか。


　優やさしい気持ち。


　暖あたたかい気持ち。


　嬉うれしい気持ち。


　悲しい気持ち。


　悔くやしい気持ち。


　切ない気持ち。


　それらが無意味だなんて、僕には思えない。


　もしかしたら、それらは残らないのかもしれないけれど。


　死んでしまったら、消えてしまうのかもしれないけれど。


　それでも、僕は君に伝えたいと思う。


　最後に、君の心の中に、ほんの一ひと握にぎりでもいいから、残って欲ほしいと思う。それが君の意思になって欲しいと思う。


　僕はやはり、君に優しい人になって欲しい。幸せになって欲しい。普ふ通つうの大人で構かまわないから、笑え顔がおを見せて欲しい。泣いたって構わないし、怒おこったって構わない。駄だ々だをこねて、我わが儘ままを言って、僕を困こまらせてくれたって構わない。人の死に泣いて、殺人事じ件けんに怖こわがって、教科書どおりで良いから「自殺はいけないことです」って言って欲しい。


　そう望むのは僕の傲ごう慢まんだけど、それでも真しん摯しな願い。


　だから、君は生きていくべきなのだ。


「ねぇ、志乃ちゃん」


「……何？」


「僕は今、すごく気の利きいたことを思いついちゃったんだ。あぁ、そういえば、志乃ちゃんもそうだったんだ、ってね」


　言っている意味が分からなかったのか、志乃ちゃんは可愛かわいらしく首をかしげた。


　彼女がそういった計算されていない、歳とし相そう応おうの子供っぽい仕草をするのは珍めずらしくて、なんだか嬉しくなってしまう。


　僕は調子に乗って、テーブルの上のお皿に転がったそれを指差した。


「だって、ほら……デッド『エンドウ』コンプレックスだ」





　その日、二百九十九連敗だった『志乃ちゃんを笑わせてやろう大作戦』は、三百敗の大台に到とう達たつした。













"Dead End Complex" is the END !







　あとがき







　初めまして、上こう月づき雨あま音ねです。


　本作を手にとって下さったこと、心より感謝します。


　もちろん、貴方が既に読み終えた後であるのか、あるいはまだ本屋さんで購入を迷っている段階なのかは不確定ですが、どちらにしても興味を持って貰えたのなら幸いです。


　隣に並んでいる本を取ろうとしてこの本を棚から落としてしまい、元の場所に戻そうと手に取った所で偶然後書きを覗いてしまった、という可能性も存在するのでしょうが、そんなトンデモビックリな展開は、たぶん考慮の内に入れておく必要はないだろうと思います。


　というか、もしそんな出会い方をした方は是非是非ご連絡を。きっとこの出会いは運命に違いありません。





　さて、本作は小学生の支はせ倉くら志し乃のと大学生の僕の物語です。幼い頃を一緒に過ごし、四年の空白の後に再会した二人。生まれ育った街で再び共に過ごし始めた二人は、しかしかつての様には過ごせません。平凡な日常の合間に垣間見える影。狂気と猟奇に引き寄せられる黒き魂を持つ少女、支倉志乃とごくごく普通な大学生の行き着く先は何処なのか。二人の微妙な関係が見所です。


　本作のテーマとしては「永遠の生」。裏のテーマは「命の軽さ」です。微妙に矛む盾じゆんしたこの二つのテーマがどういった形で描かれているかは読んでからのお楽しみ、という事で。それとなく薄暗く、そこはかとなく重苦しく、しかし何となく希望のある物語をお楽しみくださいませ。





　さてさて、私がそもそもミステリー文庫へ作品を応募しようと考えたのは、何よりミステリ小説が好きだからです。とは言っても生憎とシャーロック・ホームズとかそういった所いわ謂ゆる古典作品は一切読んだ事はありません。エドガー・アラン・ポーも江戸川乱歩も知りません。というか二人の名前についても随分長い間知りませんでした。


　その時点で既にかなりアレですが、更に言うとミステリとの出会いが金田一さん家のお孫さんの漫画だったりして、何ともライトなファンであることは大体想像が付くだろうと思います。ちなみに作中でも微妙に登場していたりする少年探偵の漫画は三十巻くらいでギブアップしました。


　そんな私がミステリー文庫から作品を出せる事は、非常に嬉しい限りです。ミステリな作品は過去にも書いた事があるのですが、それらは何処かしらに投稿できるような代物ではありませんでしたし。こういった形で、はっきりと評価して貰もらえた事に、嬉しいやら恐ろしいやら不安やら、複雑怪奇な心情です。


　というか冗談抜きで。出版の打診があった時には「何の冗談だろう？」と普通に首を傾げてしまいました。普通、こういう場合は大喜びで大騒ぎするのでしょうが、疑ぎ心しん暗あん鬼きが過ぎてむしろ冷め切っていた程です。しかも他の作家さん方とは違い、ネタが非常に際きわどい作品ですし。ぶっちゃけた話、後書きを書いている現時点でもいつ「ごめん。やっぱ無理」という指令が来るかと戦せん々せん恐きよう々きようとしています。


　なのでもし、この本作を読む事が出来た人は、その時は今目にしている紙面の向こう側で私が小こ躍おどりしていると思ってくださいませ。





　さてさてさて。


　では、最後に謝辞を。


　素晴らしいイラストを描いて下さった東とう条じようさかなさん。この方の描く志乃とキララは、本当に素敵です。私は元々キャラを作る上でその像を深く考えないのですが、そんな曖あい昧まいなキャラ像を見事に描き上げて下さいました。キャラに命を吹き込んでくれたもう一人の生みの親と呼ぶべき存在です。感謝してもしきれません。


　素人丸出しな私に一つ一つ丁寧にご指導下さった編集のＴさん。出来れば名刺を作っておくようにという指導も欲しかった所ですが、今更なので何も言いません。感謝しております。


　そして最後に。本作を最後まで読んでくださった全ての皆様へ。読み終えてどの様な感想を持たれたかは分かりません。けれど、もし少しでも好きになって貰える所があったのだとしたら、それは書き手として非常に幸いな事です。


　では、次回もまたお会いできる事を祈っております。
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SHI-NO


─シノ─黒き魂の少女





上こう月づき雨あま音ね
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